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序 章 

本論は中国殷周時代の併行期、いわゆる中国青銅器時代の長江中流域における青銅器文

化の展開過程を、主に青銅彝器の分析を通じて明らかにするものである。長江中流域青銅

器文化とは、中原地域の殷後期から春秋時代に転換する政治変動の背景において、長江中

流域を中心として広範に出現した、地方型青銅器を生産し、消費した在地文化を指す。地

図 1－1 中国における長江中流域の位置 

図 1－2 長江における主要な支流の地理的位置 
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方型青銅器には、殷周青銅器には該当しないものが若干あり、小群を形成すると指摘され

てきた（林 1981）。本論で対象とする時期は、殷後期に併行する地方型青銅器文化の開始

から、春秋後期における楚文化の成立に向かう、長江中流域における独特の青銅器文化の

形成期である。 

ここで、長江中流域という用語は単に地理的な範囲ではない。西周時代に関しては、湖

南省、江西省を中心として、浙江省、福建省という東南地方をも含む青銅器型式の共通性

が見られ、湘贛青銅器文化圏が認識されている（角道 2014）。また春秋時代の青銅武器で

は、広東省、広西省という嶺南地域を含みつつ、湖南省を中心とした型式の共通性（湘江・

嶺南系青銅器）が見られる（西江 1987）。こうしたことから、長江中流域の湖南省を中心

として東南、嶺南地域を含む地域を、ここでは長江中流域と呼ぶことにする。本流域の青

銅器は中原地域の殷周青銅器と異なり、独特の文化を形成しており、本論はその特質を明

らかにするものである。 

殷周時代とは、中国の黄河中流域を中心として繁盛した青銅器時代である。河南省、陝

西省を中心とする諸遺跡は中原青銅器文化の中心である。『史記』の記述によれば、成湯

による夏の滅亡から周の武王克殷までの間が殷王朝であり、武王が殷の帝辛を牧野に破っ

て西周王朝が成立、そして周平王の東遷から諸侯国争覇が春秋戦国時代となる。長江中流

域に関しては、『史記』周本紀に「昭王南巡狩不返、卒於江上」、『竹書紀年』に「周昭王

十六年、伐楚荊、渋漢」とあり、西周前期後半の昭王が、長江中流域の諸勢力を討った事

が知られる（宮本 2020）。また、『左伝』襄公十三年の「赫赫楚国、而君臨之、撫有蛮夷、

奄征南海、以属諸夏」は、春秋中後期の楚国が諸蛮の力を統合し、諸侯を服属させる力を

蓄えたことを示している（間瀬 1986）。以上の記載は、春秋中後期の楚国が長江中流域に

進入する以前に、中原文化とは大きく異なる地方固有の文化が存在したであろうことを予

測させる（図 1－3）。文献史学に基づくと、西周時代には周王の権威が確立し、封建制に

よって、政治的影響力を拡大させ、より安定した領域支配が可能になった（松丸 1980、

伊藤 1987）。春秋時代に入ると諸侯が自立化し、周の王権が衰退、中原諸侯が競合し、戦

争が頻発した（渡辺 2019）。「侯馬盟書」によると、晋国を代表とする中原諸侯国の紛争

調停、すなわち会盟が挙行され、貢献制を基盤とする封建的秩序が維持された。一方で、

周王権の不安定化が進むとともに、春秋初期に楚が武王（紀元前 740 年～前 690年）とい

う王号を称した（渡辺 2019）。その後、楚荘王（紀元前 614 年～紀元前 591 年）が周王に

 

図 1－3 中原青銅器文化編年と地方型青銅器 
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「鼎の軽重を問い」、邲の戦いで中原諸侯国の晋国を撃破し、ついに周王と並び立つ王権

の樹立を展開したのである（丸橋 2020）。このように、春秋時代の楚は北へ向かって拡大

したのであって、長江以南の地域に対する関心は少なかった。戦国時代以降、湖北に位置

する曾、随などの諸侯国を併呑し、湖南までにまたがる広大な領地が、楚の有効支配下に

入ったのである（丸橋 2020）。本論は、こうした楚文化以前の長江中流域の青銅器文化の

具体像を解明するのが課題である。 

図 1－3 は、先行研究による長江中流域の各種青銅器と、中原青銅器文化のおおよその

併行関係を表現したものである。少なくとも西周時代から春秋時代にかけて、長江中流域

の青銅器文化は存続している。殷後期については、長江中流域の地方型青銅器（Kane1974、

高 1981、林 1981、Bagley1987）、華中型青銅彝器（難波 1998）などの諸論説を考慮すれ

ば、長江中流域青銅器文化の起源が殷後期に遡る可能性もある。 

こうした中原と長江中流域という差異はどのように発生したのだろうか。青銅器を受容

した社会の発達度および生業基盤の差異によって、新たな青銅器文化が生じるという考え

方がある（宮本 2009）。中国新石器時代以来、家畜よりも稲作と狩猟・漁撈に比重を置く

長江流域、アワをはじめとする穀物栽培と家畜の飼育、狩猟・漁撈を行う黄河流域という

差異が指摘されている（甲元 1992）。殷周時代に入っても、哺乳類動物の消費が家畜優位

型である中原地域、シカ優位型（野獣優位型）である長江流域という地域性がある（岡村

2005）。こうした生業基盤、さらにはそれに基づく社会の差異によって、長江中流域青銅

器文化が中原青銅器文化と異なる展開となった可能性があろう。しかしながら、長江中流

域において、中原型青銅器を受容、選択したことが、当該地域の社会様相の変化とどのよ

うに結びついたのかは明らかになっていない。本論が長江中流域に注目する理由は、長江

中流域の青銅器文化の展開の解明によって、当該地域の社会様相が明らかになることが期

待されるからである。ところで、当該地域の在来文化は、土器に基づいて地域区分される

場合があり、新石器時代以来の長江中・下流域は、いわゆる印文陶文化圏に包括される。

この印文陶文化圏の成立を、中原文化の進出に対する周辺社会としての中国東南地方全体

のフィードバックと捉える見解がある（中村 1996）。とはいえ、中原地域とは異なり、政

治的まとまりは形成せず、文化的まとまりとして評価されるのが一般である（西江 1995）。 

長江中流域に入る前に、中原を一瞥しておこう。殷周時代の中原青銅器文化は殷文化、

周文化という不連続性を持つが、これは殷、西周王朝の交替、西周王朝の崩壊、諸侯国の

勃興という歴史的視座によるものである。一方で、青銅彝器の形態、文様の型式学分析で

は、殷代から春秋前期にかけての系譜的連続性が見られ（林 1984、難波 1995）、春秋中期

から戦国時代にかけて諸侯国の系統に分岐していく（林 1986）。あるいは、青銅彝器の扱

われ方（儀礼）、生産体制の変化などの諸現象によって、殷後期、西周中後期、春秋中期

などの時間点に、中原青銅器文化の変革期が考えられている（宮本 2016、2020）。このよ

うに、中原青銅器文化の展開は、王朝の交替という歴史的観点とともに、青銅器それ自体

の検討を通じて、おおよそ明らかになってきている。 

以下では、本論の主である長江中流域の様相を見ていく。長江中流域で出土した青銅器

は製作場所が発見されておらず、当該地域発見の青銅器が、ほかの地域からの搬入である

とする見解がある。例えば、殷遺民が資源獲得、あるいは政治変動のよる避難のため、青

銅器を伴って南下、長江中流域に来たというのである（夏 1972、張 1979）。一方で、Kane

氏は、殷文化より影響を受けつつ、独特な青銅器が存在したと考えた。長江流域を中心と

する江南地方出土の青銅尊、瓿、罍、鼎、鐃などに、いくつかの地域色を見出し、当該地

域の製作であると指摘した（Kane 1974）。さらに、青銅器自体の形態、文様の検討から、

「地方型青銅器」と共通した特徴が見出されていくことになる。在地生産という論点はお
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おむね支持され（林 1981、Bagley 1987、難波 1998）、殷中期以降の長江中流域では、鋳

造技術の習得によって、中原青銅器と異なる製品を生み出し、独自の地方型青銅器文化を

形成したと考えられた（林 1981）。その後は、地方出土の青銅器に関して、中原地域製作

の搬入品、中原青銅器の模倣品、在地集団が創出した製品に区分して議論がなされてきた

（熊 1986、何 1993、施 2003、向 2008、張 2009、彭 2011）。つまり、長江中流域の青銅器

は中原型、融合型、地方型に分けられ、中原文化との交流を通じて、在地集団が次第に脱

中原化し、在地生産が行われたと解釈されたのである。さらに具体的なものは難波氏によ

る論攷であり、殷墟文化に属する技法、文様を基盤として、長江中流域を中心とした地域

において、地方型青銅器という独自の体系が成立したと考えられた（難波 1998）。こうし

た青銅器製作の独自性は、青銅器の文様・形態（Kane1974、林 1981、Bagley1984、張 2008）、

それらの技法（難波 1998、張 2004、蘇・李 2017）に関して、中原地域の青銅工房との差

異が論拠とされてきた。一方で、こうした青銅器生産の担い手であったと思われる長江中

流域の在地集団が、どのような段階を経て、青銅器の在地生産を始めたのかに関しては、

明らかでない部分が大きい。 

これまで、長江中流域における地方型青銅器を取り上げ、型式変化による系譜関係の検

討は、長江中流域青銅器文化を理解しようとしたものであった。地方型青銅器をめぐる検

討では、長江中流域の文様の共通性が見られる華中型青銅器（難波 1998）、長江中流域で

見られた大型青銅鐃、青銅鐘といった青銅楽器（林 1981、高 1984、1993、何 1996、施 2003、

向 2008）を取り上げ、当該地域で独立的に創出することや、中原文化の系譜との関連が

指摘された。他では、長江流域で見られた越式鼎（彭 1984、熊・呉 1985、何・何 1986、

李 1995、向 2005）が取り上げられ、在地集団による展開が考えられた。方法的には、長

江中流域の青銅器の型式組列および年代を確定し、当該地域の文化様相が推定された。し

かしながら、殷周時代における長江中流域の青銅器文化の研究は、中原中心論そして文化

伝播論を基礎とする面が大きい。すなわち、当該地域の青銅器文化の連続的展開が明らか

にされていない。確かに、外部の影響は、周辺に位置する社会の一つの特徴とも考えられ

よう（樋口 1963、Chang1977）。しかしながら、外部の影響は在地集団による生産や流通

と密に関連している。こうした在地集団の重要性は、例えば、区系類型論にみられる。つ

まり、新石器時代以来の長江中流域においても、在来文化の基盤が中原文化と異なり、諸

地域の地域色が存在するというのである（蘇 1997）。これは、従来の中原中心論とは異な

るものである。他の例としては、東アジア全体における青銅器時代では、北方青銅器文化

と接触する中で、中原青銅器文化が独自の文化内容と技術を発展させていった（宮本 2020）

ことが挙げられる。長江中流域もまた、中原青銅器文化と接触する中で、それとの類似性

および、地方型青銅器としての自律性を有したことが予想される。従って、長江中流域の

青銅器研究では、殷周青銅器の型式序列、系譜をそのまま用いるのではなく、当該地域の

青銅器の系譜そのものを明らかにしつつ、さらに精度の高い研究を行うべきである（馬

1997）。本論で強調したいのは、殷周時代に併行する中原地域以外の青銅器に関する、中

原との類似性よりむしろ、在地生産や在地集団に対する認識なのである。 

上述のように、殷周時代における長江中流域の在来文化は、生業、土器など諸方面での

特異性が指摘されてきたが、本論で注目する青銅器も、こうしたものの一つである。青銅

器の文化圏は、土器の文化圏（向 2008、豆 2011）と重なり合いながら、長江中流域に位

置する地域社会を構成している。とはいえ、資源・技術習得が限られた青銅器は、土器と

は社会的位置づけが異なるものである。また、長江中流域の青銅器については、製作場所

が不明である。従って、土器による文化圏と青銅器をそのまま結び付けることは難しい。

むしろ、青銅器の反映するものは土器と異なり、当該地域の社会組織の階層や儀礼、そし
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てそれに関わる経済などであることが考えられる。こうした青銅器の特異性を用いた研究

としては、村野氏による周代湘江流域における地方型青銅鼎の検討が挙げられる。青銅鼎

と階層性との関連から、社会像を復元できる可能性が提示されている（村野 2005）。或い

は、土器に比べて分布の広い青銅器によって、長江中流域に位置する諸地域の社会を、通

地域的に把握しうることも考えられよう。 

 また、こうした青銅器の性質を鑑みると同時に、中原青銅器文化が、首長制社会の中で、

祖先祭祀を行う祭儀国家（岡村 2005）による青銅彝器を基礎に展開すること（宮本 2020）

を参照すると、長江中流域の青銅器文化に基づいて、社会複雑化のモデルを提示できる可

能性がある。楚文化進入の以前、つまり領域国家より前の段階であった長江中流域につい

て、バンド、部族、首長制（Service 1962）ないし平等社会、ランク社会、階層社会（Fried 

1967）という新進化主義の立場から説明できる可能性があるのである。しかしながら、こ

うした社会の複雑化は、ある状況から生じた岐路を選択したものとして、ある均衡から他

の均衡へ移行したものとも解釈できる（明石 2002）。内的な変化が注目されてきた中原と

は対照的に、長江中流域では、外来の中原青銅器を大きく受容しており、社会複雑化の過

程も特異なものであることが予想されよう。 

 このように本論では、従来注目されて来なかった、長江中流域における地方型青銅器の

系譜の連続性、その在地文化の展開過程、および社会様相を明らかにしようとするもので

ある。本論で明らかにしようとする長江中流域における青銅器文化の展開過程は、中国殷

周時代から秦帝国の成立という歴史的過程の独自性を強調しておきたい。つまり、中国青

銅器時代という背景の下、長江中流域における青銅器文化の展開、社会変化をなるべく他

地域と比較可能な形で把握したい。このことによってこそ、長江中流域青銅器文化の一般

性と特殊性を明らかにするのは、中国青銅器時代の研究に対して意義を有するものと考え

られるのである。 
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第１章 先行研究における課題と本研究の目的、方法 

 

本論は、殷周時代における長江中流域の青銅器文化の展開を、主に青銅器を用いて解明

するものである。詳細な学史の検討に入る前に、長江中流域の地理的空間を紹介しよう。 

 

第 1 節 本論で扱う長江中流域の自然的空間範囲 

  

長江中流域とは、湖北省西部に位置する宜昌市から、江西省九江市に属する湖口県まで

の長江主河道の中段を指す。現中国の行政区画の華中地区の湖北省全体、湖南省の中北部、

江西省の北西部を含んでいる。長江中流域の主河道は湖北省宜昌市で、三峡の峡谷部から

出て、平野部を流れるようになる。湖北省の宜昌市から、河床の高低差は小さくなり、流

れは緩やかになり、川幅は広く、河道は分岐、蛇行する。湖北の枝江から湖南城陵磯まで

は、荊江とかつて呼ばれた。長江の武穴から九江は、両岸から迫る山地丘陵および沈下の

地質構造によって、沖積扇を形成している。また、長江主河道が北から南へ変化したため、

長江の沿岸地域に 2 つの古い湖（雲夢澤、彭蠡澤）が出現した。さらに河床の改変のため、

長江の南側では湖南、江西の北部に洞庭湖と鄱陽湖が出現した（楊 2006）。宜昌市から長

江は蛇行しつつ南東方向へ流れを変えていく。また、湖南省岳陽市で洞庭湖と接した後は、

北東へ流れる。さらに、湖北省武漢市で漢江と合流し、南東方向へ向かう。そして、江西

省九江市湖口県で、淡水湖としては中国最大の面積を持つ鄱陽湖と接し、北東方向へ流れ

を変えるのである。長江中流域における大きな支流としては、長江の北岸で漢水、南岸で

は、洞庭湖で合流する湘江、沅江、澧水、資水、鄱陽湖で合流する贛江がある。 

次に、『中国自然地理総論』によって、地勢、地質運動、気候、自然史の変遷および人

類活動に伴う自然に対する影響などの諸要素を考えたい。表 2－1 のように本地域は、東

部モンスーン区「Ⅰ」、華中・華南湿潤亜熱帯地区「（Ⅲ）」の北亜熱帯長江中下流域平原

混交林区（8）、および中亜熱帯長江南岸丘陵盆地照葉樹林区（11）である（中国科学院

1985）。華中・華南湿潤亜熱帯地区「（Ⅲ）」は、北亜熱帯秦嶺、大巴山混交林区（9）、中

亜熱帯浙閩沿海山地照葉樹林区（10）、中亜熱帯四川盆地照葉樹林区（12）、中亜熱帯貴州

高原照葉樹林区（13）、中亜熱帯雲南高原照葉樹林区（14）南亜熱帯嶺南丘陵照葉樹林区

（15）をも含んでいる（中国科学院 1985）。（9）は（8）と同じように混交林であり、地

理的に隣接している。（10）、（15）も丘陵盆地照葉樹林で、隣接している。一方で、（12）、

（13）、（14）は長江上流域に位置する高原であり、（11）との差が比較的大きい。したが

って、地形、気候、自然資源の類似性からいうと、長江中流域は、長江下流域、嶺南地域

を含めた華中・華南湿潤亜熱帯地区の一部であるといえる。こうした地理的概念を念頭に

置き、長江中流域の中心地域および波及地域を一括し、便宜上、長江中流域青銅器文化と

呼ぶことにしたい。この長江中流域青銅器文化に対応するのは、黄河流域の殷、周におけ

る、中原青銅器文化である。なお、中原と関連が深い、領域国家の形成期である春秋戦国

時代の楚国を楚文化と呼ぶ。 
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表 2－1 自然地理区の区分（中国科学院 1985より） 

 
図 2－1 本論における長江中流域自然区の範囲（中国科学院 1985 より） 
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第 2 節 長江中流域における青銅器とその文化様相をめぐる研究史 

 

１、中原青銅器と地方型青銅器 

1970 年代以前から、長江流域において青銅器が偶然に発見されている。最初、これら

の資料は少なく、中原青銅器文化に属するものと考えられた（夏 1972）が、当該地域で

発掘資料が増える一方で、欧米、および日本の博物館蔵品に類似する要素が注目され、欧

米の学者がこれらの型式学的検討を行い、中原青銅器と比較し、その異なる性質を指摘し

た。Kane 氏は、殷代における中国南方地域の青銅器と、中原青銅器を比較し、型式の差

異を根拠として、中原青銅器文化とは異なる在来文化が存在することを提唱した（Kane 

1974）。その後 Bagley 氏によって、こうした特徴をもつ青銅器の一群が「南方青銅器」と

定義された（Bagley 1987）。青銅器発見の増加に伴い、青銅器の文化要素が検討され始め

た。熊伝新氏は湖南省の殷周時代青銅器を整理し、文化要素を考慮し、中原型、融合型、

地方型に分けた（熊 1986）。その後の学史の殆どでは、地方出土青銅器について、形態上、

中原型、融合型、地方型という区分を採用している（何 1986、高 1989、彭 1999、向 2008）。 

こうして中原地域の殷文化に併行する時期から、長江中流域で中原青銅器の型式と異な

る青銅器が存在することが明らかになり、これらは地方型青銅器と呼ばれている。地方型

青銅器の性格は、中原青銅器との関連性で論じられることが多く、その特質はあまり言及

されていない。二里頭文化以来の中原地域では、青銅容器を製作するという独自性が認め

られてきた（佐野 2004、宮本 2005）ので、容器を主体とする地方型青銅器も、中原地域

の容器を受容、在地的に変容したと考えられてきたのである。ただし、青銅器を受容した

社会の発達度および生業基盤の差異によって、それぞれ新たな青銅器文化が生じたものと

いう観点（宮本 2009）を参考にすると、青銅器を在地で受容、生産、消費した人間集団

（Kane1974、林 1981）に焦点を当てる必要がある。一方で、中原青銅器との類似性を根

拠に、中原青銅器文化の中心地域から人の移動を伴って、青銅器が搬入されたと考える説

がある（夏 1972、張 1979）。こうした、中原文化の拡散を要因とする一元的解釈は多くの

論考でみられる。本論では、中原文化の広がりという文化伝播現象を認める一方、それを

受容する地域文化の自律性とその背景を解明するものである。すなわち、殷周時代におけ

る地方型青銅器の類似性や独自性を、中原青銅器文化と比較してどのように評価できるの

かに関心がある。 

 さて、長江中流域における青銅器群には、地域的なまとまりが幾つか認められる。それ

は、華中地域、湘江流域、贛江流域であり、このほか、長江中流域を越えた嶺南地域ある

いは中国の東南地方にも、類似した青銅器が散見される。従来の研究史からみると、地方

型青銅器は「華中型青銅器」、「湖南青銅器群」、「新干青銅器群」、そして長江流域を越え、

東南中国に位置する嶺南地域、浙江省、福建省などに散布する青銅器（「南方青銅器」）に

区分される。以下で、各地の青銅器群について説明しよう。 

（１）華中型青銅器 

華中地域（江漢平原を中心とする地域）で出土した青銅器。殷文化の影響を受けている

が、長江流域を中心とする江南地方で出土している青銅尊、斝、瓿、鼎、鐃などに、地域

色が見出され、在地集団を通じて製作されたと考えられている（Kane 1974）。その後さら

に、青銅器の形態、文様の検討が進み、共通特徴がまとめられた（林 1981、Bagley 1987）。 

華中地域における青銅器製作は、殷墟文化に属する技法、文様を基盤として、殷文化の

集団が華中地域に植民し、在地集団とともに地方型青銅器を、文様体系も含めて、成立さ

せたと考えられている（林 1981、1994）。青銅器製作に関しては、文様、形態、鋳造技法

などが検討された（林 1981、難波 1998、張 2004、蘇・李 2017）。 
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具体的にいうと、林氏は青銅器の形態、羽渦文の共通性によって、一つ緊密な群を形成

することを指摘した（林 1994）。さらに製作技法の共通性、および湘鄂・洞庭湖を中心と

する華中地域における分布から、「華中型青銅器」が認識された（難波 1998）。その後、

張昌平氏が華中型青銅器の大型青銅尊、罍を取り上げ、型式は変化するものの、製作技法

が古い段階から存続していくことが指摘され、青銅器製作の人間集団を一集団と考えた

（張 2004）。さらに、蘇栄誉氏・李建毛氏が大型青銅尊、罍の犠首の製作技法を考察し、

当該地域で発達していく様相が確認された（蘇・李 2016、2017）。以上のように、先行研

究では、殷後期頃、長江中流域では在地生産、および型式の共通性が認められた。しかし

ながら、生産開始の時期や状況の詳細については不明である。 

（２）江西地区、新干青銅器群 

1989 年、江西省樟樹市新干県で新干大洋洲遺跡が発見され（彭 1991）、1997 年に発掘

報告書が刊行されている（江西省文物考古研究所 1997）。発見された青銅器は二里岡期の

古い特徴を保ちつつ、この地方特有の装飾を併せ持つような様相を呈しており、このこと

が新干大洋洲出土の青銅器の性格に関して、研究者の間で意見が分かれる原因となってい

る。新干大洋洲遺跡の青銅器は、贛江流域の青銅器文化の一部と考えられることもある（彭

1992）が、新干大洋洲で在地生産が認められた方鼎（末房 1998）、扁足鼎（山本 2013）は

江西地区であまり見られない。一方で、新干大洋洲青銅器群および贛江流域にも見られる

のは、大型青銅鐃、青銅甬鐘、そして青銅工具、武器などの小型青銅器である。他にも、

青銅尊、罍、瓿などの流通が認められ（施 1997、張 2004）、大型青銅鐃については湖南型、

江浙型という地域性が認識された（殷・曹 1989）。贛江流域は長江中流域の東側に位置し

ており、長江中下流域の流通の中継地点として機能していた可能性もある。 

（３）湖南青銅器群 

湖南青銅器の発見は 1940 年代に遡り、海外各地の博物館に伝湖南省出土の青銅器が存

在する。1950 年代から 1960 年代にかけて、偶然の取得品の他、湖南省寧郷黄材遺跡が発

見された（高 1962）。1970 年代以降は、春秋戦国時代に相当する時期の墓で、様々な青銅

器が発見されている。さらに発掘調査が進み、湖南省の石門皂市遺跡では、殷文化要素を

持つ墓、土器の他、小型青銅工具類、武器類も発見された（何介鈞 1992）。高氏は湖南省

で見られた青銅器の形態、文様、金属成分などを取り上げ、中原地域と比較した結果、青

銅器技術を受け入れ、在地生産が展開したことを指摘した。すなわち、殷文化の影響の下、

殷中期頃、青銅鋳造技術が湖南省に伝播、在地集団と融合し、青銅容器の生産が始まると

した（高 1981）。同年、林氏は、殷周文化以外の青銅器群を整理し、型式学分析を通じて、

文様、形態などの地域色を持つ青銅器として、大型青銅鐃が湖南地域で創出されたと考え

た（林 1981）。その後、大型青銅鐃、越式鼎などの出土が多くなり、器物の研究がさらに

展開した（彭浩 1984、殷・曹 1989、高 1993、施 1997、彭適凡 1998、向 2005,2008 ほか）。

朱氏は、殷後期頃、湖南省で青銅器文化が出現、発展したことを推測した（朱 1995）。 

（４）中国の東南地方および嶺南地域（南方青銅器） 

長江中流域外の周辺地域においても、出土状況、形態などの特徴が長江中流域と共通す

るものがある。殷周時代の嶺南地域（広西省、広東省）、中国の東南地方（福建省、浙江

省）出土の青銅器は、湘贛青銅器文化圏（角道 2014）、湘江・嶺南系青銅器（西江 1987）、

そして、いわゆる印文陶文化圏の範疇に収まる。したがって、これらの青銅器は南方の特

徴を持つ、長江中流域の青銅器文化の一部ではないかと評価されている。 
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２、長江中流域の青銅器文化に対する認識の到達点 

 

長江中流域の青銅器文化の展開に関しては傅氏の見解がある。それは、殷王朝が長江中

流域に進出し、それを基盤に、盤龍城文化→新干青銅器文化→寧郷青銅器文化と展開する

というものである（傅 2004）。こうした相対年代の認識は妥当であるものの、それぞれは

文化様相も異なっており、直接の連続的変化は考えにくい。例えば、盤龍城文化では青銅

器の地域性を読み取ることができるが（張 2003、鈴木 2017）、文化全体としての内容は殷

王朝の南方拠点といえる。一方で、新干青銅器文化、寧郷青銅器文化では地域性が顕著で

あり、異なる地方型青銅器文化であるとする見解が殆どである（彭 1992、施 1997、村野

2005、向 2008、山本 2013など）。以上のような議論は青銅器を中心とする議論であるが、

長江中流域青銅器文化に関する先行研究では、地方型青銅器を、青銅器出土地近くの土器

文化に結び付けることが多い（彭 1987、1992、2011、施 1997、向 2008）。一方で、青銅

彝器の分布として、殷末～西周時代の湘贛青銅器文化圏とする見解（角道 2014）、或いは、

青銅彝器の類似性、および扁茎式青銅剣の系譜に基づき、春秋戦国時代の湘江・嶺南系青

銅器分布圏とする見解（西江 1987）がある。また、殷代に遡る時期では、湖北省、湖南

省を中心とする地域の青銅器は、「華中型青銅器」（林 1981、難波 1998）、さらには華中型

青銅器文化（宮本 2005）として捉えられている。つまり、各時期の青銅器の分布に基づ

いて、種々の文化圏を設定するのが、学史における一つの特徴といえる。 

こうした場合、殷代～西周時代と、春秋戦国時代に区分される場合が多い。つまり、中

原青銅器文化における年代枠に基づくわけである。例えば施勁松氏は、殷代～西周時代に

おける湖南省出土青銅器（青銅尊、大型青銅鐃、青銅甬鐘、青銅鼎）について、型式学検

討から、地域色、すなわち地方型青銅器を看取した（施 1997、1998、2002、2003）。殷後

期から、当該地域で大型青銅鐃の在地的系譜が捉えられ（施 1997）、大型青銅酒器である

尊も中原とは異なる特徴を持ちつつ、長江全流域に流通したとする（施 1998）。なお、施

氏は湖南省の青銅器群の検討から、複雑社会が形成されていないとしているが（施 2018）、

どのような社会段階かについては具体的には示していない。殷、西周時代に限ると、熊建

華氏による青銅器研究が挙げられる（熊 2013）。氏は湖南省で出土した青銅器をすべて取

り上げ、型式、製作技法、人間集団について、中原文化との相違を提示した（熊 2013）。

これらの研究は、中原青銅器の年代枠を用いており、在地的な変化の動向を直接的に把握

することが困難であることが指摘出来よう。 

このような年代枠の問題を、ある程度解決したものとして、湘江流域を主眼とした向桃

初氏の研究が挙げられる。向桃初氏は、中原地域の殷王朝から秦帝国統一期にかけての中

国青銅器時代という大きな枠組みの下、湘江流域の青銅器文化の展開過程を示した（向

2008）。氏は、湖南省の各遺跡出土の土器の型式学分析を通じて、詳細な編年を行った後、

大型青銅鐃、越式鼎などの地方型青銅器を編年した（向 2005、2006、2008）。また、湘江

流域青銅器文化の展開様相も示している（向 2008）。つまり、殷末周初期頃、殷人が南遷

し、湘江流域に達し、西周前期から春秋後期にかけて青銅器文化が展開した。そして、春

秋後期頃、楚文化の領域の拡張の下、青銅器文化は衰退するものの、青銅器の形態は伝統

を維持し、秦帝国統一まで存続すると指摘した（向 2008）。地域性の形成および展開の要

因について、湘江流域が閉鎖的な地理環境で外来要素が入りにくいこと、また、中原地域

の他、周辺地域に存在する文化系統との交流の存在を考えている（向 2008）。向氏も先行

研究の諸氏見解と同様（林 1981、高 1993、施 1997）、大型青銅鐃は地方型青銅器として

いる。さらに青銅鼎も地方型青銅器とされ、後の越式鼎と関係がある、湘江流域青銅器文

化の特徴であるとされる（向 2005）。こうした系譜変遷に基づき、湘江流域の青銅器文化
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の段階が殷、西周、春秋時代の中原青銅器文化の展開とは異なり、地方固有な展開様相を

呈するという結論を導が出された。しかし氏の論では、湘江流域の青銅器文化が、主に外

的要因によって展開していることになる点、そして、青銅器そのものの分布域について湘

江流域を一括している点が問題である。確かに、氏は土器によってより細かな地域区分を

しているが、例えば、田中氏・松永氏による広域土器分布圏の「ハイレベル」、「ローレベ

ル」の議論（田中・松永 1984）を考えた場合、少なくとも青銅器は土器とは異なったレ

ベルにあり、青銅器についてもそのもののより詳細な検討が必要なことがわかる。 

次に地域社会内の変化を考察する研究として、村野氏、西江氏の研究が挙げられる（村

野 2005、西江 1987）。上述のように、村野氏は、湘江流域の青銅鼎の動態と埋納青銅器や

墓の検討をもとに、階層差やその社会再生産のあり方を検討した。結果として、青銅鼎に

よる階層性が西周中期に向上する一方、西周後期以降、相対的に平等的傾向を示す社会に

なっていく。したがって、湘江流域の青銅器社会の実態は、特に階層化の点で、外部との

交流に依存するとされた（村野 2005）。また、西江氏は湘江流域、嶺南地域の青銅器の類

似性から、これらを湘江・嶺南系青銅器群とした。殷、西周併行において、当該地域が「窖

藏青銅器の段階」であり、春秋併行に入ると、湘江・嶺南系青銅器の段階、戦国併行が楚

墓系文化であると指摘した（西江 1987）。また、湘江・嶺南系青銅器の段階に流行した扁

茎式銅剣の系譜を明らかにしたほか、当該地域の湘潭青山橋の中で出土された青銅鼎、青

銅甬鐘なども「地方型」と位置づけた（西江 1987）。これらの研究では、外部、特に中原

や東南地方との交流が、および湘江流域の社会変動、特に階層化において、重要であるこ

とが示されている。本研究ではこうした視点を取り入れ、さらに西周時代に限らず、大型

青銅鐃、青銅甬鐘も含めて検討していきたい。 

以上は、湘江流域を中心とする青銅器文化に関連するが、同じく長江中流域に位置する

新干青銅器群や呉城遺跡のような、贛江流域を中心とする青銅器文化も存在する（上記１、

（２）参照）（江西省文物考古研究所 1997、江西省文物考古研究所・樟樹市博物館 2005）。

新干大洋洲商墓の青銅器群を除き、贛江流域で出土した青銅器の扱われ方は、湘江流域と

同じく埋納であり、両者を統一して湘贛青銅器文化圏とする見解がある（角道 2014）。一

方で、新干青銅器が贛江流域の青銅器とは分布様相が異なり、青銅器の製作技術が独占さ

れた状況が指摘されている（山本 2013）。本論で新干青銅器群を対象資料として扱わない

が、長江中流域青銅器文化編年において、重要な指標となる。そこで新干青銅器の諸研究

について簡単に整理しておきたい。 

新干大洋洲商代大墓の性格に関しては、主に祭祀坑説、墓葬説に分けられる。墓葬説の

支持者は、墓で確認できる二層台、棺椁痕跡（江西省文物考古研究所 1997、彭 1992、2011）

に基づき、祭祀坑である三星堆遺跡とは異なるとする。一方、祭祀坑説の支持者は、中原

地域の墓葬と比較し、その性格の差異を強調し、墓葬ではなく祭祀坑としての性格が強い

と考えた（彭 1994、胡 2010）。こうした中で、山本氏はすべての出土遺物を取り上げ、配

置の検討を通じ、従来の一元的認識を改め、儀礼の場としての墓葬という認識を示した（山

本 2013）。次に、新干大洋洲遺跡の年代問題については、彭明瀚氏がまとめている（彭 2010）。

それによると、殷墟 1 期説（孫 1992、1993）、殷墟前中期説（李 1991、Bagley1997）、殷

墟 3～4 期説（鄒 1990、李 1998）、殷末周初期説（高 1994、1998、末房 1995、1999）、西

周中期説（林 1994）、春秋前期説（馬 1997）が見られる。これらの説では青銅器の年代を

検討し、伝世を考慮して、各器物の最も新しい時期を遺跡の年代とする。一方で、山本氏

は、当該遺跡で在地製作の可能性が最も高い扁足鼎を取り上げ、その系譜関係によって、

殷末周初期（殷後期～西周前期）に一気に多くの青銅礼器が作られたとした（山本 2013）。

また、彭適凡氏は型式学分析を通じて、新干青銅器を中原型、融合型、地方型に分けた（彭
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1999）。中原型青銅器は中原地域と全く同じ型式、融合型が中原型に地方的特徴を加えた

ものであり、地方型青銅器が中原地域で見られない型式である。ただし、中原型も搬入品

は少なく、在地生産の可能性が高いという（彭 1999）。これは、上述した湘江流域の青銅

器が中原型、混合型、地方型 1に区分できるという見解（熊伝新 1986、熊建華 2013）に

合致する。このように、新干青銅器も湘江流域と同じく、中原青銅器文化の影響の下、自

らの社会のあり方に適応し、自律的な受容が行われた可能性が高い（彭 2011、山本 2013）。 

なお、王権の初期の段階においてそれを持つ首長は「呪術師」性格が色濃く、厚葬墓が

存在するが、国家発生に至るまでの権力の一段階であり、さらに贛江流域の青銅器が新干

大洋洲に集中することや、再分配の現象が見られないことを根拠とするものと指摘され、

「非階層的」な社会と強調している（山本 2013）。一方、上位者、下位者に区分される、

階層社会が想定され、上位者による青銅器のコントロールが想定される見解も見られる

（施 2018）。 

 

第 3 節 長江中流域における地方型青銅器の型式分類と編年の研究史 

 

本節は、殷周時代における長江中流域の青銅器文化の基礎である青銅礼器（青銅尊・罍、

青銅鐃、青銅甬鐘、青銅鼎）に対する型式学および編年研究を整理し、その到達点を示す

ものである。以下、器種ごとに見る。 

 

1、青銅尊・罍の型式分類と編年 

（１）青銅尊・罍の認識 

尊・罍という名称は、おもに中国の宋代の古典文献『考古図』に記載された青銅器の名

称 2に由来する。異なる形態の青銅器を名付け、分類することが、この時代から既に行わ

れていた。しかしながら、尊・罍に似た器物には自名がなく、機能の共通性が想定でき、

盛酒器に分類されている 3。さらに全体形態から、円尊（有肩尊）、方尊、口円身方尊、

觚形尊、觶形尊、鳥獣尊などと区別して呼ばれている（林 1984、朱 1995、岳 2006 ほか）。

本論で扱う青銅尊・罍の場合、有肩尊、大口尊、折肩罍、截頭尊など名付けられることが

ある（林 1984、朱 1995、施 1997）。長江流域で出土したものでは、円尊（有肩尊）、折肩

罍（截頭尊）以外は僅かである。 

長江中流域の青銅尊・罍の源流は、二里岡文化期の盤龍城遺跡、鄭州商城、あるいは殷

後期の殷墟遺跡から出土した殷前中期の青銅尊・罍に求めることができる。鄭州商城白家

荘 2 号墓で出土した青銅罍、盤龍城遺跡採集尊は、饕餮文顔面の凸表現が顕著であり、胴

体以下の部分は、平凸表現である。このような青銅尊・罍が長江中流域に伝わっていった。

難波氏は、Bagley 氏による有肩尊の変遷を基礎とし（Bagley 1987）、青銅尊・罍の胴部

文様を中心に型式学的検討を加え、華中型浮き彫り饕餮文への発達過程を示した（難波

1998）。中原では、太線饕餮文、輪郭饕餮文という平面的に主文と地文が完全に分離した

様式の饕餮文が、殷墟 2 期に現れ（難波 1995）、同時期以降、華中型太線饕餮文、華中型

輪郭饕餮文などの文様形態が展開していく（難波 1998）。こうした華中型の文様を施文す

る大型青銅酒器に代表される、長江中流域の青銅器群を華中型青銅器と認識した（難波

1998）。一方、殷中期～殷墟 2 期の有肩尊、截頭尊という中原型青銅器には、囧文、井文

 
1 製作地によって、中原生産型、地方生産型とする見解もある（高 1992）。 
2 実際の図面からみると、壺あるいは簋である（朱 1995）。 
3 元々酒器の総称であるが、容庚氏が『考古図』を取り上げ、觚觶という酒器を排除し、尊という名称

が決められた（容 1941）。 
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の交互に配された文様帯、羽渦文、水鳥形の装飾などが地域的特徴を看取できる（林 1981、

1994）。このような一群は、中原青銅器の伝統を強く保持しているが、青銅器の利用に中

原青銅器との大きな相違があることが指摘されている（林 1981）。 

（２）青銅尊・罍の型式分類 

中原型青銅尊・罍の型式分類について、先行研究では分類基準を設定する方法は 2つが

ある。一つは、型式学に基づき、青銅器を分類するもの、もう一つは、金石学研究に基づ

く名称を検討し、形態区分する方法である。青銅尊・罍の場合、梅原氏が形態による分類

を提唱したが（梅原 1940）、分類基準の客観性が不足するとの批判がある（林 1984）。そ

の後、李済氏は生物学における目、属、種という概念を取り上げ、客観的分類を試み、圏

足目の尊形器、高体方肩瓿形器とした（李 1948）。しかし、氏の分類では、同様の目の中

で機能が異なり、混乱を招いている（朱 1995）。こうした過程を経て、中原型青銅器は主

に金石学研究に基づいて自名（その器物自体が有する金文による名称）、用途などの検討

を行い、形態を区分する場合が殆どである。例えば林氏は、青銅尊の形態によって、截頭

尊、有肩尊、觚形尊などに分け（林 1984）、朱氏は有肩尊、無肩尊などに細分する（朱 1995）。

一方、長江流域で出土した青銅尊・罍の場合、青銅器の自名がなく、用途の検証が不可能

である。そこで、中原型青銅器の名称から類推することとなるが、加えて形態的検討を行

わねばならない。 

 まず、先行研究（中原地域）における青銅尊・罍の型式変化を整理しよう。林巳奈夫氏

は、中原地域殷代の青銅尊・罍の側視形に焦点を当て、型式変化の連続性を詳細に示した。

青銅尊では、肩部が広く、腹部が丸みを帯びて収縮、短圏足のものから、肩部が狭く、折

腹、高圏足へ変化する。口径は段々と外へ伸び、肩径より長くなり、湾曲程度が水平方向

に偏るようになる。青銅罍も尊の形態変遷と同様であるが、口径は一貫して肩径を超えな

い（林 1984）。一方で朱鳳瀚氏は、青銅尊・罍について足部高、胴部の屈曲の度合い、装

飾、文様の複雑化を考慮し、4 式に分類する。氏の青銅罍は林氏が設定した截頭尊に一致

する（朱鳳瀚 1995、2009）。岳洪彬氏の研究では、青銅尊・罍の全体の形態、肩部形態、

足部形態の共通性が認識され、口径と肩径の差異、器高によって、型式変化の方向を提示

した。肩径が口径より大きいもの（Aa 型）、小さいもの（Ab 型）、そして Ab 型に類似する

が、器高が異なるものを Ac 型とした。さらに、林氏の指摘する形態変化に基づき、文様

の複雑化を考えたうえで、Ab 型と Ac 型の時期差を示した（岳 2006）。 

次に長江流域における青銅尊・罍を整理する。林巳奈夫氏は地域色を確認したうえで（林

1981、1994）、地方出土の青銅尊・罍の型式変化と中原地域のそれを比較し、中原青銅尊、

罍の併行関係を示した（林 1981）。さらに、長江流域の青銅器が文様で自らの特徴を持つ

ことから、製作者が在地集団、もしくは中原地域から来た集団である可能性を提示した（林

1981）。さらに施勁松氏は、長江全流域で出土された青銅尊を研究対象とした。青銅尊の

文様モチーフの差異が認識され、それぞれの型式的差異が示された（施 1997）。しかし、

氏は系譜関係について言及しておらず、併行関係については議論の余地が存在する。また、

分布の提示によって、長江流域では、東西方向の交流が行われていたことが推測された（施

1997）。張昌平氏は、施氏の分類を細分し、青銅尊を A～E 型の 5 型式に、青銅罍を A～C

型の 3 型式に分けた（張 2004）。両氏の研究では、南方地域の全ての青銅尊・罍の起源は、

先行する中原型青銅尊・罍に求められるとされる（施 1997、張 2004）。難波氏は Bagley

氏の有肩尊の変遷（Bagley 1987）に基づいて、文様、牲首、扉稜、器形から詳細的に型

式学分析を行った（難波 1998）。胴部文様では、中原青銅器の浮き彫り饕餮文から華中型

浮き彫り饕餮文が生まれたとする。浮き彫り饕餮文を持つ青銅尊の型式組列に従い、中原

地域の青銅尊との併行関係を求め、該当地域の各類青銅器との併行関係を検討した。難波
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氏の研究は、地方型青銅尊・罍をめぐる型式変化の方向を示した点で非常に重要である。 

（３）青銅尊・罍の編年 

先行研究からみると、長江流域の青銅尊・罍はおおよそ殷墟時期に収まる。ここでは、

中原型青銅器の編年研究史の詳細は説明しないが、殷墟時期の中原青銅器の年代観は四時

期区分（鄒 1965）が基本で、青銅器の変遷によって、各前半、後半に区分される（林 1984、

難波 1995、岳 2006）。 

 長江流域出土の青銅尊・罍は二里岡期から殷墟末期にかけて存続する。先学で示された

中原青銅器文化との対応関係はおおよそ頷ける。ただし、難波氏の編年案では、文様の系

譜を考慮し、長江流域出土の青銅尊・罍の上限年代を殷墟 1 期末頃とした（難波 1998）

が、形態、鋳造技法を中心とした、張氏、施氏の編年では二里岡期の技法が用いられるこ

とが指摘されている（施 1997、張 2004）。また、林氏はこれらの一群が殷中期～殷後期、

すなわち、二里岡上層期～殷墟 3、4 期に相当する時期であるとする（林 1981）。したが

って、青銅尊・罍の上限年代に関しては議論の余地があると言える。これは、長江中流域

の青銅器の在地生産だけではなく、地方型青銅器文化の開始に関する、極めて重要な問題

である。 

 

２、青銅鐃の型式分類と編年 

（１）青銅鐃の型式分類 

青銅鐃は殷周時代の長江中流域青銅器文化において年代を示す最も重要な指標として

重視されていた。まず、青銅鐃に関する記述は、『周礼』、『説文解字』、『古今楽録』4など

の古典文献にもある。例えば『周礼』鄭注では、青銅鐃は、形態が青銅鈴に類似するが、

鈴舌がなく、棒状の把手があり、鼓の音を停止させる楽器とされている 5（羅 1930）。容

庚氏は『説文解字』金部 6の記載通り、サイズ差によって青銅鐃あるいは青銅鉦に区分し

た。さらに、羅氏の分類が春秋戦国時代の句鑃も含んでいると批判した（容 1941）。林巳

奈夫氏は『周礼』考工記 7の青銅甬鐘の各部位の名称を取り上げ、青銅鐃に当てはまる部

位を名付け、青銅鉦と呼んだ。鐘と相似た断面杏仁形の器体に、短い円筒状または長い棒

状の柄をつけた楽器で、短い円筒形の柄に木柄を挿したものと定義した（林 1984）。一方、

殷墟で発見された甲骨卜辞 8にも青銅鐃に関する記載が見られる。李純一氏、裘錫圭氏は

甲骨文字の「庸」の研究を通じて、青銅鐃が祭祀や雨乞いなどで使用されたものとした（裘

1980、李 1996）。さらに、発見が増えるとともに、青銅鐃は中原地域の墓から出土するほ

か、サイズが大きなものが長江中下流域で発見されている。これらには西周時代の青銅甬

鐘の枚部、篆部などの形態的類似性を見出せる場合があり、早期甬鐘と呼ばれることもあ

った（殷・曹 1989）。彭適凡氏は、贛江流域で出土した青銅鐃、甬鐘を検討し、青銅鐃は、

旋部に吊り下げ機能を持つ「幹」がないものであると考えた（彭 1996）。鐃の名称につい

て、中国の研究者は主に青銅鐃と呼称する場合が多いが、林巳奈夫氏は鐃を鉦と呼んでい

る。従って、鐃、鉦、庸、早期甬鐘といった名称が学史上用いられてきたことになるが、

本論では便宜上、林氏の定義を用いつつも、名称は青銅鐃と呼ぶことにする。青銅鐃も青

 
4 「凡金為楽者有六、皆鐘之類也。曰鐘、曰鎛、曰錞、曰鐲、曰鐃、曰鐸」（『古今楽録』） 
5 「以金鐃止鼓、以金鐸通鼓。」（『周礼』「地官鼓人）、「鐃、如鈴、無舌、有秉、執而鳴之、以止撃鼓。」

（『周礼』地官鼓人 鄭玄注） 
6 「鐃、小鉦也。軍法、卒長執鐃。从金堯聲。」（『説文解字』金部） 
7 「鳧氏為鐘。兩欒謂之銑，銑間謂之于，于上謂之鼓，鼓上謂之鉦，鉦上謂之舞，舞上謂之甬，甬上謂

之衡。鐘懸謂之旋，旋虫謂之斡。鐘帶謂之篆，篆間謂之枚，枚謂之景。于上之之遂。」（『周礼』考工記） 
8 「奠其奏庸叀、旧庸大京武丁」（『小屯南地甲骨』4343）、「王乍（作）用（庸）奏」、「雨 庸无（舞）」（『甲

骨文合集』3256、12839）、「□戌卜貞、庸、不雨。」（『殷虚書契後編』1・4・2）、「其置用于丁。」（『殷契

粹編』474） 
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銅尊・罍と同じく、中原地域、長江流域に区分する研究が殆どである。 

殷瑋璋氏・曹淑琴氏の研究では、殷周時代の青銅鐃を取り上げ、分布差を読み取り、中

原型、江浙型、湖南型に分け、形態差を検討した。中原型は記号銘文が記されており、甬

部の旋がなく、甬長と鉦体が短いもの、湖南型は太線饕餮文を施文するもの、江浙型は獣

目が突出し、雲雷文を施文するものである（殷・曹 1989）。他に、青銅鐃のサイズまた平

面形 9の差異を認識し、小型、大型に区分する見解がある（林 1984、朱 1995、李 1996）。

銑長÷銑間距の比率を計算し、数値 1 以上（細長）の鉦部と、1 未満（太短）の鉦部を区

別、さらに器高 25cm 以下が小型青銅鐃、25 ㎝あるいは 30 ㎝以上のものを大型青銅鐃に

含めるのである（朱 1995、李 1996）。現在でも小型、大型の区分は一般的である。 

小型青銅鐃の細分では、甬部の平面形と、鉦部の口縁形態が注目されてきた。李氏の見

解では、甬部の平面形に関しても、台形、長方形、逆台形に区分できるという（李 1996）。

一方、朱鳳瀚氏は、口縁部の屈曲度により細分する。Ⅰ型は口縁部が凹む、Ⅱ型は口縁部

が平らなものである（朱 1995）。しかしながら、こうした区分では各属性の変化方向や系

譜的関連が明らかにされておらず、系譜において重要である文様（難波 1998、鈴木 2017）

の差異も考慮されていない。また、李氏、朱氏の対象資料は博物館蔵品、収集品、あるい

は伝世品が多く、検証が困難である資料である。『中国音楽文物大系』によると、青銅楽

器には宋代などの倣古作品も見られるので、対象資料を批判的に扱うことも重要であろう。 

大型青銅鐃の細分にもいくつかの見解がある。上述の湖南型、江浙型に区分する見解

（殷・曹 1989）のほか、枚部の有無、文様のモチーフ、篆部の有無などが基準とされる

が、鉦部文様で系統差を認識し、型式分類を行うことが多い。つまり、獣面文、雲雷文、

乳釘文、枚付き、歯文などの特殊文様といった種類別で系統差が示され（高 1993、施 1997、

彭 1998、向 2008、井 2010）、それぞれのモチーフの中で、鉦部文様、鉦部平面形、枚部

形態などの属性変異、ひいては型式変化を示すのである。これらのうち、施氏、向氏、彭

氏の見解は、高氏の分類に加味したものであるが、単位同士に重複が存在し、鉦部文様表

現の系統差については異論の余地がある。一方で、李純一氏の場合、青銅楽器としての機

能を持つ枚部に注目し、形態の差異によって、無枚青銅鐃（Ⅰ型）、乳釘青銅鐃（Ⅱ型）、

有枚青銅鐃（Ⅲ型）に区分する（李 1996）。また、甬鐘に特有の篆部に注目し、無篆青銅

鐃（A 型）、有篆青銅鐃（B 型）とする見解もある（熊 2013）。殷・曹氏が論じた大型青銅

鐃の中で地域色、これらが小型青銅鐃から生まれたこと 10、さらに楽器機能を考慮しつつ、

各型式の変遷とその根拠について以下で再考する必要がある。 

（２）青銅鐃の変化 

小型青銅鐃の型式学研究では、凸線文→獣面文、無旋台形甬部→有旋かつ長い甬部とい

う変遷が指摘されている（殷・曹 1989、李 1996）。しなしながら、こうした変化の方向は

検証されたものではない。中原青銅器編年に沿った形で纏められたものであり、再検討の

余地があると言える。 

 大型青銅鐃の場合、系譜関係をめぐって大きく 2 つの見解がある。一つは、獣面文が退

化し、雲雷文が出現、両目が突出する変化である（高 1993）。もう一つは高氏の変化方向

とは逆に、雲雷文青銅鐃から旋部が生まれ、そこから獣面文青銅鐃へ変化したというもの

である（何 1996）。他では、旋部の出現、獣面文の太線が隆起、地文の出現という方向性

が指摘されているが（高 1993、向 2008）、獣面文のルジメント化、および枚部の発達とい

 
9 平面形は銑長÷銑間距の数値によって決まる。銑長とは銑の長さであり、銑間距とは両銑間の長さで

ある 
10 大型青銅鐃は中原地域の小型青銅鐃と形態上類似する。大型青銅鐃の年代については異論が多いが、

それが小型青銅鐃から生まれたことは一般的認識と言ってよい（林 1981、高 1989、向 2008）。 
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う、逆方向の結論が導かれる場合もある（施 1997、彭 1998）。一方で、枚部付き、あるい

は乳釘付きの大型青銅鐃が、甬鐘に近い型式へ変化していくという点は、共通見解と言っ

てよい（殷・曹 1989、李 1996、施 1997、彭 1998、向 2008、井 2010）。つまり、鉦体が細

長化、枚部が顕著化、旋部の出現など変化方向である。さらに、楽器として機能を考慮し、

音楽機能の強調という方向が提示されたこともある（華・賈 1983、李 1996）。こうした変

遷は、それぞれ検証する必要がある他、系譜別によって展開様相が異なることも予想され、

検討の余地があるといえよう。 

（３）青銅鐃の編年 

小型青銅鐃は、殷墟文化期の編年体系（鄒 1965、張 1979、楊錫璋・楊宝成 1980、林 1984、

朱 1995、岳 2006）に位置づけられてきた。すなわち、共伴する殷墟期の中原青銅器によ

って、その年代を構築するのである。 

一方で、大型青銅鐃は偶然の発見が多く、共伴による編年は不可能である。例えば、上

記のように獣面文→雲文へという鉦部文様表現の扁平化を指摘する研究においては（高

1993、向 2008）、獣面文はおおよそ殷後期とされる（高氏は殷墟 2 期（高 1993）、向氏は

殷墟 3 期以降（向 2008））。また、雲文青銅鐃が新干大洋洲商墓で出土しており、この墓

の上限年代は二里岡期に遡る。そこで、雲文青銅鐃の上限年代も二里岡期とする見解があ

る（羅泰 1991）。高氏、何氏は、報告書に基づいて新干大洋洲商墓を殷墟 2 期併行と考え

るので、大型青銅鐃の上限年代も殷墟 2 期となる（高 1993、何 1996）。他では、大型青銅

鐃およびその文様要素が春秋時代に併行する地方型青銅器に類似するため、春秋時代に下

げる意見もある（陳 1997、馬 1997）。とはいえ、形態上では青銅鐃は青銅甬鐘に繋がるこ

とが指摘されており（林 1981、王 2015、宮本 2020）、下限年代がおおよそ西周に併行す

ることは予想される。 

 

３、青銅甬鐘の型式分類と編年  

（１）青銅鐃と甬鐘 

青銅甬鐘は、主に西周時代に流行した打楽器で、セット関係を成す場合は編鐘と呼ばれ

る 11（朱 1995）。中原地域における青銅甬鐘の用途については既に検討がある（林 1984、

朱 1995）。一方で、長江流域で出土した青銅甬鐘は、西周文化との関連が高いと考えられ

るが、それらを取り上げた論攷は少ない。また青銅甬鐘は、その起源について議論される

場合が多く、主に中原説、南方説、融合説に分けられる。以下で詳しく説明したい。 

1980 年代以前には、殷文化の小型青銅鐃から甬鐘が生まれるという説が提唱されてい

る 12（陳 2005、熊 2013）。方建軍氏は音楽機能を考えたうえで、西周時期の甬鐘は 3 セッ

トで扱われ、殷後期の小型青銅鐃のセット関係に類似すること、また、演奏方法からみる

と、吊り下げる機能を持つ幹部が小型青銅鐃から出現し、長江流域の大型青銅鐃に見られ

ないことを依拠として、中原地域を起源地とした（方 1989、1992）。一方で青銅甬鐘は、

形態では小型青銅鐃の差異が大きい一方で、大型青銅鐃とは形態的に共通する（枚、旋、

篆）ことから、青銅甬鐘が大型青銅鐃から生み出されたと考える見解がある（林 1981、

高 1993、施 1997、彭 1998、向 2008、王 2015）。この見解は、西周前期の中原地域では青

銅甬鐘の在来要素が見られないことによっても補強される（林 1981、施 1997、彭 1998、

高 2009）。さらに、王友華氏は型式学分析に加えて、編列構造を詳細に検討した（王 2015）。

王氏の見解では、中原型甬鐘の一部が長江流域から搬入された可能性が示唆される。融合

 
11 「掌教撃磬、撃編鐘。教縵楽、燕楽之鐘磬。凡祭祀、奏縵楽。」（『周礼』春官宗伯・磬師） 
12 中原型青銅甬鐘を中核的テーマとはしないものの、王国維、郭沫若、容庚、唐蘭、郭宝鈞などの諸氏

の論考では中原説が唱えられた（陳 2005;熊 2013）。 
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説は、大型青銅鐃が西周中期に中原で受け入れられると同時に、殷文化の小型青銅鐃から

の要素も合わせて、青銅甬鐘が生まれたと考えるものである（宮本 2020）。 

（２）青銅甬鐘の型式分類 

 先学では、中原地域の甬鐘を対象資料とした型式分類が殆どである。林氏は、青銅甬鐘

諸属性の変化から編年を行った（林 1984）。朱文瑋、呂琪昌両氏は、先秦時期（西周～戦

国時代まで）の青銅甬鐘を取り上げ、全体の形態が徐々に細長くなり、鼓部の面積が拡大

し、枚が長くなると指摘した（朱・呂 1994）。李純一氏は先秦時期の青銅甬鐘を、その分

布域から、周式（Ⅰ型）、楚式（Ⅱ型）、越式（Ⅲ型）、巴式（Ⅳ型）に区分した（李 1996）。

長澤氏は西周時代における中原地域の青銅甬鐘を取り上げ、篆部（区画線）形態により、

乳釘文（甲）、円圏文（乙）、凸線文（丙）、沈線文（丁）に大別し、鼓部における主文様

の変遷過程を示した（長澤 2017）。宮本氏は、長澤氏の分類を基礎に、鼓部文様の意匠差

によって、羽文、L 字形虺龍文、顧首鳥文に大別した。さらに、鋳型の変化を想定し、区 

画線が凸線から沈線へ、文様の複雑化を示した（宮本 2020）。 

 一方で地方型甬鐘は、大型青銅鐃とともに型式学的検討が行われる場合が多い（林 1981、

施 1997、彭 1998）。向桃初氏は湖南省出土の甬鐘について、区画線の形態から分類し、円

錐枚→円柱枚→長円柱枚、および短甬部→長甬部という変化を考えた（向 2008）。熊建華

氏も向氏と同様の資料によって、円錐枚→円柱枚→長円柱枚という同様の結論を導いてい

る（熊 2013）。彭適凡氏は、江西省出土の甬鐘について、甬部形態が中空の円筒状→実心

の断面台形という変遷に基づいて、3 区分を行った（彭 1998）。施勁松氏は対象地域を広

げつつも、彭氏と同じく 3 分する（施 1997）。なお、地方型甬鐘のこうした変化について

は、検証されているわけではないことを付言する必要がある。 

（３）青銅甬鐘の編年 

先行研究では、中原流域の青銅甬鐘は、おおよそ春秋前期までに収まれるとされている。

これは、西周時代の中原青銅器編年から導かれた年代観である。従って、時期区分も中原

編年（林 1984、王世民・陳公柔・張長寿 1999、角道 2014）に基づいたものとなっており、

前、中、後期という三時期区分で、それぞれが前半、後半分けられている。宮本氏の論考

は、こうした編年の到達点を示すものである（宮本 2020）。 

 長江流域の青銅甬鐘に関しては、中原型との比較、およびそれに共伴する中原青銅器を

根拠に年代を与えようとするとのであるが（施 1997、彭 1998、向 2008、熊 2013）、西周

時代の窖藏遺構の一括性には問題があることが指摘されている（宮本 2020）。例えば、窖

藏遺構では西周前期～西周後期までの青銅器が共伴している場合がある。従って、やはり

型式学的検討を検証可能な形で行うことが求められている。 

 

４、青銅鼎の型式分類と編年 

（１）越式鼎、いわゆる「越式鼎」、在地系鼎の諸定義 

殷周時代における儀礼、祭祀活動において、青銅鼎の重要性は言うまでもない。青銅鼎

の起源は二里頭文化に遡る。長江中流域については、いわゆる「越式鼎」を中心とした型

式分類が殆どである。まず「越式鼎」の定義を見てみたい。1980 年頃、兪氏は戦国中期

の楚墓に、楚式鼎とは異なる鼎があることに注目し、越式鼎の概念を提唱した（兪 1980）。

楚国の人々が製作したのではなく、幾何印文陶文化において共通する「百越」という民族

集団（中村 1996）13の所産とされたのである。越式鼎の形態は、主に腹部が深く、蓋が扁

 
13 「百越」という民族集団は歴史学的研究によって、「呉越」、「南越」、「西甌」、「駱越」に分けられ（蒙

1983）、長江下流域を含む中国東南地方、嶺南地域に分布するとされる。長江中流域には、「揚越」、「夷

越」、「夔越」という集団が存在し、楚人とは異なるとされる（蒙 1983）。 
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平、足部が細く、外反する特徴が見られる（無文外反足鼎、いわゆる「越式鼎」）（兪 1980）。

その後、発掘調査が進むとともに、越式鼎に近い形態で、春秋中期頃に遡るもの（「越式

鼎」古段階）が知られた（横倉ほか 1990）。さらに西周時期に遡る、在地的特徴を持つ鼎

は、在地系鼎と呼ばれている（村野 2005）。ところが、以上の在地系鼎、「越式鼎」古段

階、いわゆる「越式鼎」を全て同一系譜とみなし、越式鼎として一括する見解（向 2005、

2008）もある。 

（２）青銅鼎の型式分類 

彭浩氏は、西周中期～戦国併行の長江中下流域、および嶺南地域における墓で出土する、

独特の鼎（倣銅土製鼎を含む）を越式鼎として、型式分類を試み、口縁、胴部、足部形態

によって、4 区分がなされた（彭 1984）。彭浩氏は、小型化、胴部最大径位置の下移、底

部平坦化、足部が太短くなる他、耳部の位置などによって型式変化を示した。ただし、系

譜関係までは言及していない。さらに、これらの研究を再検討し、西周併行の長江中下流

域における青銅鼎を越式鼎の古段階、春秋前期～漢代にかけての無文、足部外反の青銅鼎

を典型的越式鼎とする見解が出された（横倉ほか 1990）。ここでは、戦国期以前の鼎につ

いて細分も行われ、直腹、方耳のもの（A 類）、盤状口縁、くびれた頸部のもの（B 類）、

附耳、扁平状の足部のもの（C 類）、その他の地方型鼎が区別されている（横倉ほか 1990）。

横倉氏らは典型的越式鼎について、A 類は足部の平面形が直線化、耳部が外反する変化（1

式→2 式）を指摘する一方、B 類、C 類では春秋後期～戦国中期にかけて、あまり型式変

化しないとする。 

その後、典型的な越式鼎が春秋中期以前に遡る可能性があることが、湖南省桃江腰子侖

春秋墓地（益陽市文物管理処 2003）で明らかとなった。そこで、向氏は長江中流域の越

式鼎について、古段階に位置する在地系鼎（村野 2005）を含め、越式鼎の定義を拡大し

た（向 2005、2008）。つまり、西周～漢代の長江中下流域における地域色を持つ鼎を越式

鼎とした。口縁形態によって侈口（A 類）、小平折口（B 類）、大平折口（C 類）、収斂口（D

類）、大盤状口（Ea 類）、小盤状口（Eb 類）の 6 類に区分し、さらに足部形態の差異によ

って細分した（向 2005）。ただし、細別分類が計 16 種類に上ることは、やや細かすぎる

印象を与える。村野氏は、殷末～漢代併行の長江中流域の青銅鼎について、口縁、耳、足

部の相関を検討し、在地系系統を幾つか抽出した（村野 2005）。いわゆる「越式鼎」の古

段階に限ると、在地系 A では、口縁外反化と浅腹化を軸とし、耳部、足部の文様の有無、

胴部文様のモチーフの改変との相関から、中原型を祖形とするⅠ式→Ⅳ式への在地変化が

指摘された。一方、在地系 B では、足部断面形が半円形→三日月形→半弧形と変化し、胴

部形態、耳部文様の有無、胴部文様が在地系 A と相関する。これによって、在地系 B のⅠ

式→Ⅲ式への変化が指摘され、在地土器を祖形とする変遷方向が検証された（村野 2005）。

村野氏の分類は、属性の相関によって、分類単位が検証されている点で画期的である。 

（２）青銅鼎の編年 

彭氏は各越式鼎を、型式変化によって、西周中期、春秋中期、戦国後期、前漢時代など

の時期に位置づけた（彭 1984）。横倉氏らも、越式鼎を一括遺物によって年代づけ、典型

的「越式鼎」が春秋後期から漢代まで存続し、古段階の「越式鼎」が春秋後期に収まると

考えた（横倉ほか 1990）。つまり、彭氏、横倉氏らの見解によれば、西周～漢代併行とい

う長期間、長江流域に越式鼎すなわち地方型青銅鼎が展開することとなる。 

村野氏は、上記の分類に基づいて、共伴遺物を検討したうえで、おおよその年代を明ら

かにしている。一方で、分布や墓地との関連を説明するにあたっては、殷末周初期～西周

中期併行、西周後期～春秋中期頃併行の 2 期区分を行っている。向氏も自身の分類案に新

資料を追加し、村野氏同様、西周中期～春秋中期と、春秋中期～戦国時代に大区分し、そ
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れを細分した（向 2005、2008）。村野氏、向氏によって、当該地域の青銅鼎の年代はほぼ

明らかにされたといってよい。しかしながら、細かい点については一致しないこともある。

例えば、向氏の Bb2 類Ⅱ式、村野氏の在地系 B 第Ⅰ型式古相は同様な器物であるものの、

向氏は春秋後期併行（向 2008）とし、村野氏は土器を祖形（葉 1988、張 2002）と考えて、

西周中期までに遡らせた（村野 2005）。ただし、村野氏が引用する葉氏の見解は、在来土

器から青銅鼎への変化を示す点で、難点があるように思われる。あるいは、在地的灰釉陶

器が銅器化していない事実（岡村 1986）も考慮する必要がある。 

 

第 4 節 問題の所在 

１、青銅器文化全般に関する問題 

以上、長江中流域における青銅器研究の中心は編年的研究にあるものの、社会・制度に

対する研究もある程度行われてきた。諸研究の問題点として、まず挙げられるのは、中原

との関りについてである。従来では、中原青銅器の周辺地域への拡散、中原青銅器に類似

する器物の在地生産の開始というような、中原青銅器文化の動態に連動する部分が主に注

目されてきた。従って、長江中流域の社会様相の変化も、単純に中原青銅器文化の影響に

よるという説明になる場合が多い。 

 これは青銅器時代の中原中心論、つまり中原からの文化伝播を極めて重視する立場に由

来するものと考えられる。確かに、殷周時代の青銅礼器は、世界的に見ても独特の青銅器

文化と言え、その周辺地域における同様の青銅器は、中原青銅器文化の影響に関わると考

えられる。また、特定の地域の刺激を被ることは、その周辺に位置する社会の一つの特徴

とも考えられよう（樋口 1963、Chang1977）。一方で、忘れられがちであるのが、当該地

域自体における青銅器文化の展開である。青銅器は、それを受容した社会の発達度および

生業基盤の差異によって、異なる社会文化を生じさせる可能性がある（宮本 2009）。した

がって、各地の青銅器の型式、様式の変化は、その地域特有の社会展開を示していること

が考えられる。本論で把握したいのは、中原に影響下の長江中流域における、こうした独

自の展開である。青銅器製作には、金属資源、製作技術の獲得に関わるネットワーク、お

よび洗練、鋳造、施文などの社会分業、そしてある種の専業化も必要となる。また、青銅

器の使用についても、情報の共有や分配などのネットワークが想定される。こうしたもの

は、各地における青銅器そのものの分析によってしか明らかにしえない。しかしながら、

長江中流域における青銅器は、多くは土器文化の中で把握されてきたのであって、青銅器

自体の分析不足は否めない。このような点と、後に述べるような型式分類上の問題をクリ

アしたものとして、村野氏の論考が挙げられる（村野 2005）。氏の論考では、地方型青銅

鼎およびその出土状況の分析から、地方型青銅器の社会的位置が考察され、長江中流域の

社会像が推測された。一方で、青銅鼎以外、特に長江中流域の特色ともいえる青銅楽器を

含めた青銅器文化の全体像の検討が課題となっている。また、殷代併行から戦国時代に到

る、やや広い時期を対象とすることで、当該地域のより通時的な社会変化が明らかになる

ことも見込まれる。つまり本論では、彝器という中原と共通した青銅器文化を持ちながら

も、中原とは区別される長江中流域の諸集団が、どのような経路をたどって楚国、さらに

は秦という中原を含んだ王朝領域に込みこまれたのかを、主な議論の対象とするものであ

る。 

２、分類編年上の問題 

 上に示したように、本論で対象とするいずれの器種に関しても、既にいくつかの分類案

が示されており、中原型青銅器との対比から、おおよその年代が与えられている。しかし

ながら、特に系統差については異論が存在し、それが各器種の起源というような、極めて
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重要な問題と関連しているのである。系統差に異論が存在する大きな理由として、各器物

では型式変化が提示されるのであるが、そうした変化が、真に妥当なものであるかどうか

を検証したものが少ないことが挙げられる。この点で画期的であるのが、村野氏の研究

（2005）であり、こうした方法をより資料を広げて行う必要がある。 

 もう一つの問題は、各器種を横断した青銅器文化全体の分類、編年が、上述の型式学的

問題を踏まえたものとして、行われていないことである。例えば上述のように、村野氏は

詳細な編年後、分布の検討のため、西周後期を画期とする 2 段階区分を提起している。資

料数の都合上やむを得ない部分もあり、本論の時期区分も、こうした時期幅を大きく塗り

替えるものではない。また、西周後期というのは、青銅器そして社会上大きな変化が見込

まれている（角道 2014）。しかしながら、本論の目的とする、長江中流域の在地集団の展

開を明らかにする視点としては、やや不足があるように思われる。それは、こうした中原

を中心とした時期区分を行うと、当該地域そのものの変動による画期を見落としてしまう

可能性があるからである。そして、こうした画期を見出すには、器種を横断して検討し、

各系統・型式上の変化を、青銅器文化全体の中で把握することが望ましいのである。 

 

第 5 節 本論における目的、資料、方法 

 

１、本論の目的 

 本論の目的は、長江中流域の青銅器を主に型式学的に分析し、その出土状況を考察する

ことによって、長江中流域の青銅器文化の一般性と特殊性、およびその背景を明らかにす

ることである。 

 特に青銅器では、形態や文様の技法を重視し、その系譜関係を明らかにする。このこと

によって、単に青銅器の年代を明らかにするだけではなく、分布を合わせ、各種青銅器の

起源と拡散状況を把握したい。当該地域の青銅器文化の変遷では、学史上、外部文化要素

の受容、他の地域文化（主に中原青銅器文化）との交流がつとに指摘されてきた。しかし

ながら、本論の主題となるのは、外部要素を受容する在来集団の動向である。これを把握

するには、各種青銅器の技法を中心とする系譜関係が、客観的に明らかにされねばならな

い。青銅器技術は、ユーラシア草原地帯から中国北方を経て中原地域に至り、独特な青銅

器文化を出現させたとされているが（宮本 2020）、こうしたモデル化を、長江中流域にお

いて、その特殊性を考慮しつつ行おうというのが、本論である。 

 また、長江中流域の青銅器文化の一般性を示すにあたって、その社会様相および変化の

解明を行いたい。考古学で比較的よく参照される社会複雑化のあり方としては、バンド、

部族、首長制、国家（Service 1962）ないし平等、ランク、階層化、国家（Fried 1967）

のような、新進化主義の枠組みが挙げられる。中原地域への援用例としては、宮本氏のも

のがある（宮本 2005、2020）。また、本論で議論する、当該地域や中原の青銅器は、社会

階層化との関りがつとに指摘されてきた。本論では宮本氏の議論を参照しつつも、青銅器

のコントロールという面に焦点を当て、一部の社会復元を行いたい。 

２、対象資料 

本論が扱う対象資料は、主に長江中流域出土の地方型青銅尊・罍、大型青銅鐃、地方型

青銅甬鐘、地方型青銅鼎であるが、長江下流域、嶺南地域の資料も部分的には含まれる。

これらの青銅器には、中原地域に由来するものや比較できるものも多く含まれており、小

型青銅鐃をはじめとする中原地域の青銅器も部分的に対象とする。また長江流域は、博物

館収蔵品、伝世品などの、出土状況不明な青銅器が多いことでも知られる。これは、当該

地域の青銅器の多くが、副葬品としてではなく、単独で埋納されたことにも関わると考え
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られる。これらの採集・伝世品

は、考古資料としてはやや質が

劣るものの、分類や大まかな分

布を知るにあたって重要であ

る。本論でも、これらの性質を

理解した上で、型式学分析で大

いに活用することにしたい一

方で、博物館所蔵品や伝世資料

は、出土地や状況の詳しい情報

を欠くため、分布を検討する場

合、出土資料を中心に扱いたい。

しかし、上記の資料は具体的な

出土場所を明確に記載するも

のが少なく、さらに行政単位の

変更によって地名が変更する

ことがあるため、中国の現在の

行政単位の県（郷、鎮、村を含

む）の大体の位置を示さざるを

得ない。 

３、研究方法 

 以下の第 2章から第 5章では、

青銅器の器種ごとに分類・編年・分布の検討までを行う。第 2 章では尊・罍、第 3 章では

鐃、第 4 章では甬鐘、第 5 章では鼎を対象とする。青銅彝器は中原地域で出現したことは

確実であり、地方型青銅器の変化によって、当該地域における中原青銅器の拒絶、受容、

離脱を、時間軸に沿って復元できると考えられる（角道 2014）。すなわち、中原型青銅器

を祖形としつつも、地方型青銅器は次第に中原青銅器とは異なっていくのである。こうし

た変化を捉えるにあたり、本論では、属性分析手法を用いた型式分類を行う。本手法は、

青銅器の各属性を抽出し、それを掛け合わせることによって、型式の単位を認定するもの

である。これは、型式というものが、恣意的な区分でないことを、客観的に示す作業であ

る。特に、組列内における時間的単位（型式）の変遷を考える場合、その技法や形の変遷

をそれぞれ想定し、その相関によって、想定の可否を検証することが出来る（田中 1982、

横山 1986、岩永 1989）。また、長江中流域青銅器の型式学研究が有効性を持つと考える。

なぜなら、中原型青銅器を搬入する際、当該地域の人間集団が生産するならば、諸要素を

模倣することがすべて均質ではないからである。編年では、まず各章において、形式組列

間の併行関係を求め、共伴例や中原型青銅器に基づいて、年代を決定する。そして、各型

式の空間的傾向を示す。上記の型式学検討を通じて、編年の作成に基づき、時期ごとに具

体的な青銅器の分布の様相をそれぞれ明らかにし、青銅器文化の展開様相を把握する必要

性がある。出土資料の情報が不明確という制限が存在するため、分布的手法は大きな地理

的空間における分布、すなわち、巨視的位置関係を扱うことにしたい。分布図から密集、

散布などの現象を読み取り、型式が共通する青銅器の分布圏を判断する。そして、諸種類

の青銅器の分布圏を理解したうえで、いくつかの分布圏を組成する文化圏が認識できる。

したがって、幾つかの種類の青銅器を選び、それぞれの分布圏を作成する必要がある。も

し何種類の青銅器の分布圏が一致する場合、青銅器文化という解釈としての妥当性が高い

 

図 2－2 本論で及ぼす中国大陸の行政区画 



22 
 

ことになる。それにより、これらの文化の展開過程、および社会様相をある程度把握でき

るだろう。 

 第 6 章では、これらの各器種の併行関係を明らかにし、長江中流域全体としての期を設

定する。そして、出土状況による扱われ方を検討し、各型式の社会的あり方を明らかにし、

期を通じた変化を把握する。 

 さらに第 7 章では、長江中流域に見られた社会的変化をより一般化し、長江中流域青銅

器文化の形成・展開およびその社会の具体像を考察する。さらに、他地域との比較を行い

たい。 
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第２章 殷代における長江中流域の青銅尊・罍 

 

長江中流域における青銅器文化初期を論ずる際、殷後期に併行する時期の青銅尊・罍と

いう大型青銅酒器は重要である。これらの青銅尊・罍は殷代に長江中流域、ないし上、下

流域に広域で分布している。青銅尊・罍の形態の変遷に伴い、個々の型式の青銅尊・罍の

諸要素の地域色が出現し、斉一化していく。以下では、まず、地方でみられた青銅尊・罍・

瓿の分類を再検討する。次に、属性相関手法を用い、それぞれの型式の方向性を想定の上

で、型式組列を検証していく。長江流域で出土するものには、地層、一括遺物、共伴関係

が殆ど見られないので、型式組列を検証する場合、中原型青銅尊・罍の系譜を取り上げ、

諸属性の類似性を比較し、交差年代法で検証する。 

 

第 1 節 青銅尊・罍の型式分類 

１、形式の再検討 

まず、中原地域の尊・罍、瓿の形態によって、形態差を確認したい。中原地域にある圏

足器は、先行研究の分類（李 1948、林 1984、朱 1995、2009）を整理すると 3 種類に分け

られる。 

形態からみると、口頸部形態は罍が瓿に類似し、肩部形態や器高では尊が罍に類似する。

これらの圏足器は口頸部（開く/開かない）、肩部（「く」字形の折肩/括弧形の円肩）、器

高（高/低）によって、細分できるが、青銅器の自名がない。そのため、分類後、朱氏が

集成した『中国古代青銅器』（朱 1995）に基づいて命名する。 

 

 

さて、器高（縦軸）、肩最大径（横軸）の相関表（図 3－2）では、中原地域、長江流域

出土の尊・罍（器高＞肩最大径）は左側に分布し、瓿（器高＜肩最大径）が右側に分布す

る。つまり、尊・罍の形態は類似しており、おおよそ同様な機能を持つ青銅器と考えられ

る。林氏の定義では、青銅罍は截頭尊（林 1984）に相当する。ゆえに、尊・罍は共に尊

形器であり、各々が細別器種に相当すると考えられる。 

図表では若干の例外が存在する。ここで、黒枠の尊、瓿に注目したい。円肩を持つ尊、

折肩を持つ瓿である。先行研究の分類（林 1984、朱 1995）でもこうした器物の帰属は明

らかになっておらず、例外的なものと考えられる。一方、点線の円に分布する罍について

図 3－1 中原青銅尊・罍・瓿の形態 
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は、折肩、口頸部形態は罍に近く、器高が中原地域の罍の器高に相当する。これらは、先

行研究の「截頭尊」（林 1984）に合致し、青銅尊のサイズに類似する傾向が見られるため、

本論では対象資料としたい。 

以上、述べたように、青銅尊・罍の相関性が高く、一括して検討することが可能である。

また、青銅瓿は類似する圏足要素を持つが、青銅尊・罍とは異なる器種であり、別に論ず

るほうが妥当であろう。 
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図 3－2 尊形器の器高と肩最大径の相関 

 
1、円肩尊の形態（1980CHLTT：2）  2、折肩罍の形態（1965CHWT：1） 

図 3－3 円肩尊、折肩罍の形態 
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２、属性抽出 

難波氏は地方型の尊・罍に胴部に施された饕餮文を詳細に検討している。いわゆる華中

型太線饕餮文、華中型浮き彫り饕餮文を中心として、殷墟文化の饕餮文様との併行関係を

検討した（難波 1998）。それに基づき、資料を追加するとともに、文様による型式組列を

踏まえ、器形、装飾などの諸属性の併行関係を検討する。まずは、青銅尊・罍に関する諸

属性を抽出する。 

 

（１）青銅尊の属性抽出 

a.胴部饕餮文様の平面デザインと扉稜 

難波氏の文様、扉稜形態の変遷過程に

はおおむね賛同できる（難波 1998）。こ

こで、難波氏の研究を参照しつつ、簡単

に説明する。浮き彫り饕餮文は白家荘

C8M2:1 の罍、殷墟 1 期に相当する尊、

盤龍城遺跡表採の尊に由来すると考え

られる。文様の特徴からみると、顔面の

凸表現が顕著であり、胴体以下の部分は、

平凸表現である。太線饕餮文は殷墟期に

おいて、主文と地文が完全に分離した様

式の饕餮文である。殷墟文化でこのよう

な文様は殷墟 2 期に出現する（難波

1995）。一方で、太線饕餮文、浮き彫り饕餮文な

どの胴部に施された文様の併行関係に関しては、

検討する余地がある。 

本論では、饕餮文のデザインの視点を考慮し

たい。すなわち、饕餮文が顔面、身体に分けら

れる。顔面が饕餮文の全体を大きく占めるとと

もに、胴体の部分が細長方形からやや広いもの

への変遷、また、胴体の方向が横向きから縦向

きへの変遷を想定する。この変化は器形の細長

化と連動しており、扉稜の間の距離が短縮する

ことを要因とする 

長江流域の青銅尊の胴部文様平面デザインで

も、太線饕餮文、浮き彫り饕餮文ともに、同様

の変化方向が見られる。すなわち、顔面が強調

されるとともに、胴体が縦向き、施文範囲が細

長化となっていくことが想定できる。 

また、青銅尊・罍肩部の扉稜は元々「羽根」

状扉稜であったものが、「水鳥」状扉稜に変わる。

これは殷墟文化の尊・罍と異なる変化である。

これは、扁平な「羽根」状から扁平な「水鳥」、

そして、立体へという変遷である。胴部、足部

の「羽根状」扉稜は羽根形を発達させることが

指摘されているが（林 1994、難波 1998）、肩部

 
図 3－4 青銅尊の各部位の名称 

 
顔面が小さく、胴体が横向き 

 

 
顔面がやや大きく、胴体が縦向き 

 

 
顔面が大きく、胴体が縦向き 

図 3－5 胴部デザインの属性変異 
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の扉稜は在地要素として変化していくと

考えられる。 

b.側視形 

長江流域の青銅尊の側視形は４種類に

区分できる（図 3-6）。ア→エの方向で見れ

ば、口部が段々外へ拡がり、屈曲の度合い

が次第に強まり、肩部の広めが小さくなる。

胴部は圓味を保ちつつ、足部の形態は高く

なり、下端が下向きで、広がらなくなって

いくと想定される。 

c.肩高比 

 肩高比とは、「器高/肩部の最大径」の数値である。数値が 1.3～1.9 の範囲で次第に値

が大きくなっていくが、器高の差異によって、数値に不連続がみられる。時期差が想定で

き、これと連動して次第に器物が大型化していくようにも見える。 

d.肩部の牲首 

 牲首の位置は３種類に分けられる。つ

まり、肩部稜線を越えないもの（上）、

稜線を超えて肩部につくもの（中）、稜

線の以下縦向き（下）に位置するもので

ある（図 3-7）。また、牲首位置の変化に

伴い、牲首の角（耳）を注目すれば大型

化する。小型「C」字、小型「V」形角（耳）

（「C」、小「V」）から、「V」字形、大型

「C」字形（「V」、大「C」）を経て、「几」

字形（「几」）へと変遷する。（図 3-7）。 

 

 

 

（２）青銅尊の属性相関による型式設定 

青銅尊の属性相関 

出土数が少なく、側視図を軸として属性相関を

検討する。まず、側視形と肩高比をみよう（図 3

－8）（括弧内の数字は点数を示す）。側視形アの

ものが 1 点のみであり、肩高比 1.36 である。側

視形イの範囲が肩高比 1.22～1.58 であり、1.38

～1.48 に集中する。側視形ウは肩高比 1.44～

1.74 であり、1.52～1.62 に集中に分布している。

側視形エは肩高比 1.56～1.94 であり、1.69～

1.85 に集中する。以上より、少なくともアを除

き、イ→ウ→エという変遷が認められる。また、

側視形アの 1.36は側視形イの中位数平均 1.42よ

り小さく、ア→イへの変化も認められよう。 

次に側視形を軸として、ほかの属性を検討する。

尊例 1、2（尊例 1 などの各数字は、表 3－1 の番

1.2

1.4

1.6

1.8

2

ア(1) イ(6) ウ(9) エ(4)

 
図 3－6 側視形の属性変異 

 

 
  上の位置   真ん中の位置  下の位置 

 
図 3－7 肩部の牲首の属性変異 

 

図 3－8 側視形の肩高比 
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号に対応する）の側視図は「ア」であり、平面デザインの幅が広く、胴体の方向が横であ

る。肩部の牲首の位置が稜線を越えず、耳（角）の形態が小「C」字形であり、肩部の扉

稜が扁平状羽根形である。さらに、難波氏の文様分類において一番古い文様である浮き彫

り饕餮文 1類に対応する。 

側視図が「イ」である尊例 3～8 になると、文様の平面デザイン、肩部の扉稜があまり

変わらず、牲首の位置が下に移り、耳（角）形態が小「V」になる。尊例 8 では胴体の方

向が縦となっている。 

側視図が「ウ」である尊例 9～17では、胴体の方向が縦向きに変化しており、平面デザ

インの範囲が狭くなる変化が見られる。肩部の扉稜が扁平状水鳥形になり、牲首の耳（角）

の形態が大「C」字形となる。これらは難波氏の文様分類における、浮き彫り饕餮文 3類、

3 類扉稜、2類牲首に対応する。 

 最後に、側視図が「エ」である尊例 18～21 では、胴体の方向が縦向き、平面デザイン

の範囲が狭いものしかない。肩部扉稜が立体状、牲首の位置が下に移り、角の形態が大型

化し、「几」字形も出現する。 

 以上のように、諸属性において想定した変化方向はおおむね相関する。 

青銅尊の型式設定 

以上に基づいて、青銅尊の側視形を軸として、4 型式を設定する。 

尊 1 式：平面デザインが幅広、胴体横、側視図がア、牲首の位置が肩部に収まり、角（耳）

形態が小「C」字形、肩部の扉稜が扁平状羽根のもの（図 3－9－尊 1 式）。 

尊 2 式：平面デザインが幅広、胴体横、側視図がイ、牲首の位置が肩部に収まるもしく

は稜線上、角（耳）形態が小「C」、小「V」、「V」字形、肩部の扉稜が扁平状羽根のもの（図

3－9－尊 2式）。 

尊 3 式：平面デザインが胴体縦、側視図がウ、牲首が稜線上に位置し、角（耳）形態が

「V」、大「C」字形、肩部の扉稜が扁平状水鳥のもの（図 3－9－尊 3 式）。 

尊 4 式：平面デザインが幅狭、胴体縦、側視図がエ、牲首の位置が稜線上もしくはそれ

以下、角（耳）形態が「V」字形、「几」字形、肩部の扉稜が立体水鳥のもの（図 3－9－

尊 4 式）。 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－9 長江中流域の青銅尊の型式 

尊 1 式：安徽阜南饕餮文尊  尊 2 式：陝西城固青銅尊 

尊 3 式：岳陽費家河青銅尊  尊 4 式：湖南華容青銅尊 
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（３）青銅罍の属性抽出 

青銅罍は青銅尊の型式変化と類似する。

同様の属性変異（牲首の形態、位置、肩部

扉稜）を用いて説明したい。 

a.俯瞰形（図 3－10） 

 器物を俯瞰すれば、青銅罍肩部、胴部に

付ける装飾（扉稜、牲首）の数の増加が想

定でき、５種に分けられる（図 3－11）。あ

→えの方向で見れば、二里岡期以来の装飾

がないものから牲首が出現し、さらに扉稜

もついていく方向への変遷が想定できる。

また、牲首、扉稜の数量からみると、3 牲

首あるいは扉稜の点による内接三角形、4

牲首あるいは扉稜の点による内接四辺形

という、細別分類ができる。 

b.胴部の補助文様および文様配置 

 二里岡期では、饕餮文の上下に連珠文が

配置される。饕餮文を主文様とすると、こ

の連珠文は補助文様と認識されよう。饕餮

文の発達に伴い、上下に施された文様が連

珠文から、粒表現の文様（目雷文）、そして粒が大きくなる囧文となり、その間に井文を

充填するようになる。また、文様の配置とも連動する。すなわち、饕餮文上下の施文幅が

広くなり、次いで、上部のみに囧文、井文が交互に配される文様帯となる（図 3－12、図

3－13）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－10 青銅罍の俯瞰形、各部位の名称

 

 

 
図 3－11 俯瞰形の変化方向 

 

図 3－12 胴部文様配置の変化方向 
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（４）青銅罍の属性相関および型式

設定 

青銅罍の属性相関 

 俯瞰形を軸として、これらの属性

相関を検討したい。 

 まず、俯瞰形「あ」である罍例 1

～7（表 3－2 の番号と対応）には、

牲首あるいは扉稜がないものであ

る。補助文様では目雷文を有し、文

様配置が上部のみに施文する。 

 俯瞰形「い」は 1 点しかなく、俯

瞰形「う」と、牲首の位置、耳（角）の形態、補助文様で一致する。 

 俯瞰形「え」である罍例 12～17 では、補助文様が囧井文となっており、上部のみ施文

する。また、牲首の位置が下に移り、水鳥形の扉稜が出現する。 

 以上のように、青銅罍の俯瞰形は、ほかの属性の変化方向とおおむね相関する。ただし、

罍例 1～7、12～17 が、より相関が明確で、規格を有すると考えられる。一方で罍例 8～

11 の相関はやや低く、1～7、12～17両型式の中間形態と考えざるをえない。 

青銅罍の型式設定 

以上のように、青銅罍の俯瞰形を軸として、3 型式を設定できる。なお罍 1 式について

は、補助文様、文様配置の相関により、古相、新相に区分したい。 

罍１式古相：牲首、扉稜がない、俯瞰形「あ」。補助文様がない、もしくは連珠文であ

り、二里岡期以来の青銅罍に類似する（図 3－14－罍１式古相）。 

 罍１式新相：罍１式古相の形態と同じだが、補助文様が目雷文に変化するもの。あるい

は「羽根状」扉稜が出現するもの（図 3－14－罍１式新相）。 

 罍２式：牲首、扉稜が３セットとなる俯瞰形「い」「う」のもの。牲首の位置が稜線上、

角（耳）形態が大「C」字形、補助文様が目雷文である（図 3－14－罍 2 式）。 

 罍３式：牲首、扉稜が４セットとなる俯瞰形「え」のもの。補助文様が囧井文であり、

牲首の位置が稜線上かそれ以下、角（耳）形態が大「C」、「几」字形であり、肩部扉稜が

水鳥装飾である（図 3－14－罍 3 式）。 

 

 

 

 

図 3－14 長江中流域の青銅罍の型式 

罍 1 式古相：陝西城固龍頭罍  罍 1 式新相：湖北黄陂魯台鎮罍 

罍 2 式：新干大洋洲青銅罍  罍 3 式：湖南岳陽魚魴罍 

 

図 3－13 補助文様の変化方向 
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第 2 節 青銅尊・罍の編年 

１、長江流域における一括遺物 

 長江流域では墓における出土が 3 例（墓）確認できる。そのほかは、すべて埋納遺構出

土品であり、地層、共伴遺物がないか、時期差がある共伴遺物を含む。そこで、諸型式間

あるいは、中原地域の青銅尊・罍との併行関係によって、年代を推定する。 

 中原の墓葬においては、青銅斝、觚、爵のセットが二里岡上層期あるいは殷墟 1 期に普

遍的である。殷墟 3 期以降、有肩尊は非常に希少で、これは当時出現した觚形尊が、有肩

尊に変わって副葬されるためである。また、殷墟 1 期以降、青銅罍も殆ど見られなくなる

（林 1984、朱 1995、岳 2006）。一方で、青銅尊・罍の形態では、中原地域の二里岡期の

青銅尊・罍より遅い。したがって、長江流域の尊 1 式、罍 1 式新相は殷墟 1 期頃相当とで

きよう。 

表 3－5 地方型青銅尊・罍の墓の一括遺物 

 なお、新干大洋洲商墓で出土した罍 2 式であるが、本墓における副葬品の年代幅は大き

く、伝世された可能性がある。この罍の形態は北京劉家河商墓の三羊罍と類似し（北京市

文物管理処 1977）、文様では、尊 4式に類似する華中型太線饕餮文を施し、殷後期の特徴

を持つ（林 1994）。また、中原地域において、青銅罍は殷墟 2 期から減少する。したがっ

て、罍 2 式は殷墟 2 期以降に相当する時期に位置づけられるだろう。さらに、新干大洋洲

商墓から出土された土器はほぼ殷墟 3、4 期に併行するので、罍 2 式は墓の上限年代であ

る殷墟 3 期とできる。 

２、長江流域における青銅尊・罍の併行関係 

 華中型饕餮文の型分類に基づき、長江流域の青銅尊・罍の併行関係を整理したい（難波

1998）。尊 3 式の例 9 は、罍 2 式の例 9 と同様の太線饕餮文を施され、併行関係が想定で

きる。また尊 4 式の例 21 は、罍 3 式の例 16 と、浮き彫り饕餮文 3 類、4 類扉稜、3 類牲

首が類似し、併行関係が想定できる。したがって、尊 4式と罍 3 式そして、尊 3 式と罍 2

式の年代がほぼ併行すると考えられる。 

３、中原型青銅尊・罍との併行関係 

 林氏の研究に基づき、中原・長江流域の青銅尊・罍の併行関係をみる。中原地域の青銅



32 
 

尊・罍は、二里岡期から殷墟 3 期にかけて盛行しており、殷墟 3 期以降に極めて少なくな

る。青銅尊の形態の変化は肩が狭く、足は太く高くなる（林 1984）。これらの変遷は地方

型も同様である。このことから、尊 2、3 式は、中原地域の殷墟 2 期～3 期併行、尊 4 式

が中原地域では尊がなくなった殷墟 4 期併行と考えられる。また、殷墟 1 期以降、罍（林

氏のいう截頭尊）が徐々になくなり、形態上は、罍 1 式古相は二里岡上層期・白家荘期の

青銅罍に対比できる。このことは趙氏によっても指摘されており、趙氏の AⅠ式罍（本論

の罍 1 式古相）が、白家荘 2 号墓の青銅罍と同形とされている（趙 2006）。したがって罍

1 式古相は、二里岡上層期・白家荘期に相当する中原型青銅罍であり、模倣品あるいは搬

入品の可能性がある。罍 1 式新相は殷墟 1 期以降に併行し、罍 2、3 式の形態は中原地域

で見られず、殷墟 2、3期以降に併行すると考えられる。 

 以上は、中原型青銅器の文様に関する先行研究（林 1981、1986、難波 1995）とも矛盾

しない。罍例 5（罍 1 式新相）の文様は、殷墟 2 期の文様（輪廓饕餮文 1 類）と類似し、

罍例 14（罍 3 式）の文様は、殷墟 3 期後半の文様（雲雷乳釘文 3 類）と類似する。こう

した結果は、罍 1 式新相から罍 3式への変遷方向の正しさを示していよう。 

４、時期の設定 

以上に基づくと、青銅尊・罍の型式変化は 3時期 4 段階に区分できる。 

尊罍Ⅰ期は尊 1 式、尊 2 式、罍 1 式新相を主とし、殷墟 1期～殷墟 2期に併行する。中

原型である罍 1 式古相の年代下限は殷墟 1 期であることを考えると、罍 1 式新相は殷墟 1

期末～殷墟 2 期に併行する。したがって、罍 1 式新相やほぼ同時の尊 2 式の出現年代を指

標として、2段階に区分できる。 

 尊罍Ⅱ期は尊 3 式、罍 2 式の出現を基準とし、殷墟 3期～殷墟 4期前葉に併行する。中

原地域の殷墟 2、3 期の大型青銅尊の形態に類似する。華中型浮き彫り饕餮文が、殷墟の

浮き彫り饕餮文に基づき、在地的に発展したものである。 

 尊罍Ⅲ期は尊 4 式、罍 3 式の出現を指標とする。前段階の尊・罍の形態を踏襲しつつ、

さらに大型化した。また、西周時期に位置づける小型有肩尊（林 1984）とは形態差があ

るため、殷末周初期以前には収まる。一方、尊 4 式、罍 3 式の上限年代が明確な証拠がな

く、型式変化によって、尊 3 式、罍 2 式より晩い段階から生まれることを判断せざるを得

ない。すなわち、殷墟 4 期～殷末周初期併行とするのが妥当である。 
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図 3－15 長江中流域の青銅尊・罍の編年 
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第 3 節 殷代における青銅尊・罍の分布状況 

 

 時期ごとに各型式の青銅尊・罍の分布を示した。青銅尊・罍は従来の殷文化要素の一部

であるため、ここで、中原型青銅尊・罍とともに、分布を検討したい。一方、長江上流域

に位置する三星堆祭祀坑の場合、長い間に存続する遺構であり、当該遺構に出土した青銅

器が遺構の廃棄時期にずれることがあるが、本節では、前述に設定した青銅尊・罍の型式

の併行時期に従い、分布を検討したい。 

１、尊罍Ⅰ-1 期 

 中原型青銅尊・罍が殷墟、鄭州商城を中心とする黄河中流域に分布する。中原型である

罍 1 式古相は盤龍城遺跡で表採品、城固県内の埋納遺構で数点が見られる。尊 1 式は淮河

中流域に分布している。 

 この段階には、殷文化が広く影響したことが看取される。尊 1 式は淮河流域に出現する

ものの、長江中流域の中心地域に至らない。したがって、長江中流域における地方型青銅

器がない段階といえる。 

 

 

 

 

 

図 3－16 尊罍Ⅰ－1 期における青銅尊・罍の分布状況 
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２、尊罍Ⅰ-2 期 

 前段階に続き、中原型青銅尊・罍が殷墟を中心とする黄河中流域に分布しており、数量

が増える。成都平原にもわずかに見られる 14。一方で、地方型青銅器である尊 2式が漢水

上流域、成都平原に広がっていくが、罍１式新相が淮河流域－長江中流域の長江北岸に限

られる。つまり、この段階に、地方型青銅尊・罍が長江中流域に出現したのである。文様

から考えると、在地生産の可能性があるものの、確定的ではない。 

 ところで、長江全流域における地方型青銅尊・罍の流通性は高く、分布に東西差が見ら

れる。青銅尊は長江中上流域の西部、青銅罍は長江中下流域の東部に分布している。青銅

罍の羽渦文扉稜という地方要素が見られ（林 1994）、殷文化の工房ではなく、地方で生産

されたことがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 
14 長江上流域の成都平原では三星堆祭祀坑が挙げられる。この遺構の下限年代は、西周前期に相当する

（施 2020）。ここでは中原型尊・罍とともに尊 4 式、罍 3 式が併出し、尊罍Ⅱ、Ⅲ期の長期間にわたっ

て存続したと考えられる。 

図 3－17 尊罍Ⅰ－2 期における青銅尊・罍の分布状況 
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３、尊罍Ⅱ期 

 長江中流域で出土数が増加する一方、中原型青銅尊・罍は衰退する。尊 3 式・罍 2式は、

長江中流域の主流および漢江流域、湘江下流域、贛江流域、長江上流域の成都平原、長江

下流域まで分布する。前段階と比較すると、長江南岸、さらに長江中流域支流にまで拡大

する。この段階では、「華中型青銅器」（難波 1998）が多く出現している。この広域の青

銅尊・罍では、文様、形態などの特徴が一致するので、生産規模の拡大、長江中流域の地

域色の初現期と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－18 尊罍Ⅱ期における青銅尊・罍の分布状況 
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４、尊罍Ⅲ期 

 中原型青銅尊・罍は完全に消失する一方、長江中流域では青銅尊・罍が存続する。前段

階より、長江中流域にさらに集中し、成都平原では形態が変わりつつも存続する。前段階

よりも数量が減少する傾向があるが、分布上でも洞庭湖を中心に集中しており、地域色が

著しくなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－19 尊罍Ⅲ期における青銅尊・罍の分布状況 
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第 4 節 殷代における地方型青銅尊・罍に関する考察 

 

１、中原型青銅尊・罍との比較 

 まず、器高を比較する（図 3－20）（括弧内の数字は点数を示す）と、地方型の器高は

中原型尊・罍と比較すると大きいことがわかる。また、鄭州商城、盤龍城、殷墟遺跡範囲

内に見られた中原型尊・罍が比較的まとまった値を示しているのに対し、地方型尊・罍の

値は異なる分布にある。鋳造工房にある中原文化の場合、地方型が、一工房で生産された

ものとは考えにくい。これは、地方型尊・罍の値は分散傾向にあり、まとまった鋳造工房

のある中原型に対して、地方型は分散した工房で生産されたものであろう。次に、第Ⅱ、

Ⅲ期の数値（図 3

－21）では、数

値の分布からみ

ると、前段階よ

り、大型化にも

関わらず、器高

の中位数はほぼ

同じである。中

位数の前後、お

およそ同様の高

さを看取できる。

つまり、大型化

の程度が同様に

変化し、器高は

ほぼ同様の範囲

で集中して分布

しており、ある

程度の規格性を

持つことが示唆

される。この段

階から、地方型

青銅尊・罍は比

較的まとまりを

持ちだしたこと

がわかる。 

胴部文様では、

中原地域の青銅

尊・罍は、二里

岡時期には、饕

餮文の上下に連珠文を施す。そこから、補助文様である連珠文を失い、饕餮文のみを施し、

夔龍文、鳳鳥文を文様帯として、饕餮文の上に施すようになる。一方で、長江流域の青銅

尊は二里岡期以来、胴部に饕餮文のみを施す。青銅罍は饕餮文の上下に施された連珠文が

目雷文を経て、上部のみの囧井文へ変化する。ただし、胴部饕餮文様のデザインにおける

顔面の強調、分散、そして胴部主文様帯の広がりは、中原地域と一致する。 

頸部文様では、中原地域の青銅尊は凸線文から蕉葉文に変遷する。一方、長江流域の青

 

図 3－20 中原地域と長江第Ⅰ期器高の比較 

 

図 3－21 時期ごとに地方型青銅尊・罍の器高 
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銅尊は二里岡期以来の凸線文を保っている（図 3－22）。 

さらに、肩部の装飾は中原型と

異なり、牲首の角が発達し、「水

鳥」状扉稜が出現する。尊罍Ⅱ期

において、牲首の角の形態が変化

し、肩部扉稜が水鳥形となる。尊

罍Ⅲ期になると、牲首の角がさら

に大きくなり、肩部扉稜が立体化

していく。動物意匠は写実化し、

牲首の動物種には、羊、水牛、虎

が存在する（中川 2013）、これら

の意匠は、長江中流域で大量に出

土する動物形青銅器と関連するかもしれない（図 3－23）。動物意匠の大型化、および装

飾の写実化は、新石器時代以来の長江中流域独特の神話世界を示すものかもしれない（今

村 2010、ラプチェフ・セルゲイ 2012）。 

地方型青銅尊の形態は、中原型と比較すると、側視形は二里岡期からの丸みを帯びた胴

部を残しており、足部は丸みを呈し、広がらない。口頸部も中原地域のラッパ状口頸と異

なり、垂直化する。中原では殷墟Ⅲ期以降、副葬品としての大型有肩尊がなくなり、西周

  
図 3－23 動物形青銅酒器       図 3－24 中原地域の青銅尊 

 

図 3－25 中原型と地方型の胴部デザインの比較 

 

図 3－22 中原型青銅尊の肩部、頸部の文様（左：肩部文様、右：頸部文様） 
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時期から小型有肩尊が再び出現する。また觚形尊に交替する。一方、長江中流域において

は、大型青銅尊・罍が埋納されつづけ、中原とは異なる祭祀機能という地域色を生んでい

く（図 3－24）。 

さらに、青銅尊・罍の文様技法、鋳造技法を

比較する。鄭州商城の青銅尊・罍青銅尊では、

胴部の饕餮文の中軸に範線が見られる。殷墟文

化の大型青銅尊は牲首の下に文様の合範線を覆

い隠すため、扉稜を飾る。これによって、胴部

の水平分笵の量が増加したと考えられる。つま

り、饕餮文の顔面を一体とする施文技法から、

一饕餮文の顔面中軸を分割し、2 鋳型を使うよ

うになった（図 3－25）。この分笵、文様にも関

わる（Nickel 2011）。すなわち、笵数を増やし、饕餮文を中軸から左右対称に表現するよ

うになったのである。一方で、長江中流域の胴部文様では、牲首の下に合笵痕跡はなく、

殷墟の饕餮文における対称性の強調とは異なり、一体性を示している。 

したがって、長江中流域では、殷墟文化の饕餮文というモチーフは受容したものの、平

面デザイン、および中原文化における新たな施文技法を知らず、尊 1 式以来の施文技法を

一貫して用いたのである。また、牲首の接合技法も、一鋳ではなく、後鋳法（鉚接式後鋳

法）を用いると考えられている（蘇・李 2017）。これも、中原地域の大型青銅尊とは異な

る技術である（図 3－26）。 

 さらに、器壁側視形では、浮き彫り饕餮文の表現の際、中原地域二里岡期の青銅尊は凹

凸技法を用いた。すなわち、器壁内面が外面の文様凹凸に従って一定の器壁厚を保つので

ある。殷墟期になると、器壁内面が平化し、器壁外面のみが凹凸表現になる（内田 2010）。

ところが、長江流域の青銅尊・罍は尊 1 式では二里岡期の凹凸技法が見られるほか（張

2004）、罍 3 式の足部にも同技法が用いられた（熊 2013）。殷文化では、溶解剤としての

鉛の含有量が増加する傾向が見られ（内田・飯塚 2008）、凝固時の温度差が著しくないと

推測されている（内田 2010）。したがって、殷墟青銅器の鋳造技術では、二里岡期の技術

を基礎に、青銅成分の改変に伴う新たな技術を応用しており、あらゆる技法についての変

革が行われた（内田・飯塚 2008）。これに対して、長江中流域のばあい、二里岡期という

古い段階の凹凸技法が殷墟Ⅳ期まで存続していく。現時点で検証が難しいが、おそらく二

つ可能性が存在する。一つはこのような殷墟文化の青銅器技術を習得せず、古い技法が存

続した可能性。もう一つは、殷墟青銅器の金属成分との差である。文様の類似性が見られ、

鉱物交易のネットワークの立地が異なることによって、後者の可能性が高いのは筆者の考

えであるが、いずれにせよ、青銅器生産が殷墟文化と異なっていることがわかるであろう。 

 

図 3－27 器壁による技法差（内田 2010 より転載 加筆） 

   
平江浯口罍（罍 3 式）  ほぞ接ぎ（榫卯構造） 

の犠首肩部の鋳孔 

図 3－26 牲首の接合技法の比較 
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２、扱われ方からみた地方型青銅尊・罍の地域性 

 地方型青銅尊・罍の出土遺構は、青銅尊・罍の扱われ方の差異を示している。具体的に

いうと、単数青銅器を埋納する遺構、集中埋納である祭祀坑、副葬する墓に分けられる。

墓の分布は中原地域、長江中流域の東部に多く、出土した青銅尊・罍の型式は中原型、尊

1 式、罍 1 式新相を主とし、罍 2 式が一点しか見られない。単数埋納は長江中流域、湘江

下流域、漢水中上流域に分布しており、尊 2 式、3 式、4 式、罍 3 式を含む。大規模埋納

である祭祀坑が三星堆遺跡で知られ、中原型、尊 2 式、3 式、4 式、罍 3 式が共伴してい

る（図 3－28）。 

副葬青銅器を代表するのは殷文化であるが、こうした副葬習慣が、長江中流域の東部に

殷墟Ⅰ～Ⅱ期併行にかけて存在しており、殷墟Ⅲ期に至るまで極めて少なくなる。中原か

ら安徽地域を経て、長江中流域に伝わったと考えられる。三星堆祭祀坑は、長江上流域独

特の青銅器文化とされるものの（施 2018、2020）、青銅尊・罍では中原型、地方型が併存

しており、在地生産ではなく、搬入品ではないかと考えられる。 

一方、単数青銅器を埋納する遺跡は、長江中流域で湖南省の北部、湖北省の南部を中心

とする地域に集中し、いわゆる長江中流域の埋納青銅器文化圏とできる。すなわち、長江

中流域の中心地域において、殷墟Ⅲ期併行頃に埋納青銅器文化圏が出現し、長江中下流域

に広がったと考えられる。この分布は、次段階である西周併行期に出現した湘贛青銅器文

化圏（角道 2014）の範囲とある程度に重ねなっており、その前段階ではないかと考えら

れる。 

 

  
図 3－28 青銅尊・罍の扱われ方の地域性 
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次に出土地点および周辺の遺跡との関連を検討しよう。類似性が高い青銅尊・罍が、異

なる地域文化に分布することが指摘されている(王 1996、彭 2005、向 2008)。これらの遺

跡では、小型青銅工具、青銅工具類の鋳型、溶錬に関する坩堝などが存在するとされる（張

2004）。 

 土器が異なる地域文化が同様の青銅尊・罍を消費する現象については、鄭州商城、その

周縁に位置する平陸、さらに長江中流域の盤龍城遺跡に至る比較的広範囲で、共通の祭祀

形態が存在した可能性があるとされる（鈴木 2017）。当該地域では青銅器が生活遺跡より

離れたところに埋納行為が行われ、青銅器の役割の共通性が想定できよう。この場合、計

画的、意図的埋納行為によって、この埋納行為は社会行為の一環として取り込まれる可能

性が高い（村野 2005）。また、青銅尊・罍の型式は殷墟文化、盤龍城などの特徴を持ち、

古い鋳造技法、新しい施文技法が併存し、複雑な様相を呈する。従って、製作集団も単一

文化に属する人間集団ではなく、より複雑であったであろう。おそらく長江中流域で諸集

団に連合している組織で生産されたものと考えられる。製作場所は推定しにくいが、これ

らの青銅器製作集団は殷墟要素、二里岡期の文化要素を保ちつつ、青銅器製作を発達させ

た在地集団であろう。 

 

 

 

 

 

図 3－29 遺跡と出土地点の位置 
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第 5 節 小結 

 

尊罍Ⅰ-1 期において、殷文化の広がりに伴い、長江流域では青銅器が出現するが、地

方型青銅器は見られない。この時期に遡る二里岡文化期の長江中流域では、殷の文化範囲

の到達点であり、盤龍城がその拠点であった。尊罍Ⅰ-2 期になると、中原地域の中心地

は鄭州商城から殷墟に移り、長江中流域では地方型青銅器がわずか出現した。これは、殷

文化の変動とともに、盤龍城という殷文化の拠点が衰退した結果と考えられる。青銅罍 1

式新相は在地生産であろうが、青銅尊は長江中流域ではなく、安徽省、陝西省の城固由来

の可能性が高い。また、殷文化の影響も、青銅尊・罍の形態、文様などに残っており、在

地要素は顕著ではない。つまり、殷墟 1、2 期の段階において、殷文化が次第に収縮する

中で、長江流域で地域的生産集団が現れたのであるが、殷文化との関連はまだ強かった。

おそらく殷文化勢力が当該地域に残存しており、青銅器の生産組織がそのまま残っていた

可能性が高い。しかしながら、各地域で在来文化の人間集団が青銅器鋳造技術を習得した

のであって、統合的地方型青銅器文化圏は形成していない。 

 尊罍Ⅱ期に入ると、地方型青銅尊・罍の数量が増加し、中原地域の青銅尊・罍と異なる、

いわゆる華中型青銅器の形態、文様、技法によって、全体として共通性を持つようになる。

また、青銅器の埋納も共通現象である。分布範囲は長江全流域へ波及し、長江中流域が中

心となる。つまり、土器が異なる地域文化が同様の青銅器を使用し、生活遺跡から離れた

場所に埋納が行われた。殷文化の周縁に位置する平陸にもこのような埋納遺跡が見られ、

長江中流域に至る比較的広範囲に、共通の祭祀形態が存在した可能性がある（鈴木 2017）。

こうした背景の下、長江流域で、青銅尊・罍の埋納が盛行し始めるのであろう。 

尊罍Ⅲ期でも、長江中流域の洞庭湖を中心とした分布が認められる。ただし、前段階に

比較し、分布範囲が小さく、青銅尊・罍の流通性が低下化としている。長江流域において

流通性が高く、手に入れやすい青銅尊・罍を、長江中流域の各地域社会が自律的に選び取

った結果、在地生産、集団祭祀という展開期に入ったものと考えられる。 

 以上のように、殷墟 3 期併行以前に、中原青銅器文化の影響の下、地方型青銅器が出現

し、殷墟 3期併行（尊罍Ⅱ期）から、長江中流域に、独特青銅器文化が形成されたのであ

る。この青銅器文化は元々の地域社会が、青銅器技術という外部要素を取り込んでおり、

在地化したものと考えられる。在地集団は大型青銅尊・罍によって、同様の埋納形態で集

団祭祀を行った。殷墟 4 期併行（尊罍Ⅲ期）以後は、流通性が次第に低下化し、各地域社

会が自らのあり方に適応しつつ各要素を選び取るという、自律的受容に変化していったの

である。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



44 
 

第３章 殷周時代における青銅鐃の系譜とその展開 

 

長江中流域における青銅器文化の実態を解明するため、前章で提示した埋納青銅器文化

圏の形成、長江中流域に見られた埋納青銅器で最も重要な青銅鐃を取り上げ、その具体像

について検討したい。分析は第 2章同様、型式分類から始め、変化の方向性の想定、型式

組列の検証という手順を踏まえて行う。小型青銅鐃は殷墟の墓で出土し、一括遺物による

組列検証が可能である。一方で大型青銅鐃の共伴事例は極めて少ない。本章では、想定し

た属性変異の連続性に基づいて型式を設定し、出土遺構の性格を考慮して年代を与える。

さらに段階ごとに分布を示し、青銅鐃の展開過程を論じよう。 

 

第 1 節 青銅鐃の型式分類 

１、用語の説明 

第 1 章で述べたように、青銅鐃については、鐃、鉦、庸、早期甬鐘といった名称が学史

上用いられてきたことになるが、本論では便宜上、青銅鐃と呼ぶことにする。 

青銅鐃における各部位の名称は定まっていないが、類似した形態の甬鐘における名称を

用いる。甬鐘の諸部位に関する名称は『周礼』考工記に、「鳧氏為鐘。兩欒謂之銑、銑間

謂之于、于上謂之鼓、鼓上謂之鉦、鉦上謂之舞、舞上謂之甬、甬上謂之衡。鐘懸謂之旋、

旋虫謂之斡。鐘帶謂之篆、篆間謂之枚、枚謂之景。于上謂之遂。」と記載されており、林

氏の解釈（林 1984）を参照しつつ（図 4－1）、各部位の名称を考えた（図 4－2）。 

 

図 4－1 甬鐘の各部位の名称  図 4－2 青銅鐃の各部位の名称 

 

２、形式設定 

 まず、器高によって二種類に分ける。図 4－3 によると、器高は 16～20cm や 41～45cm

にピークが見られ、その間に不連続が看取される。そこで、30cm 以下のものを小型青銅

鐃、31cm 以上のものを大型青銅鐃と呼ぶ。 
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次に各々を細分しよう。プロポーションにより、小型青銅鐃は、鼓部、鉦部、甬部から

構成されるが、鉦部文様が最も顕著な特徴であり、鉦部文様で分類することが妥当であろ

う。鉦部文様の変化系列は 2 つあり、凸線文の青銅鐃を A 型、獣面文の青銅鐃を B 型とす

る。 

大型青銅鐃も小型青銅鐃と同じ要領で、鉦部文様から 3 系統に区分できる。獣面文を施

す青銅鐃を A 型、獣面両目が突出する青銅鐃を B 型、枚が付く青銅鐃を C 型とする。それ

ぞれの系譜の型式変化について以下に記述する。なお以下では、小型（大型）青銅鐃 A

型式は「小 A 型」（「大 A型」）のように記す。 

 

３、青銅鐃の属性抽出 

（１）小型青銅鐃 

 A 型では、鉦部文様の枠数

が１つの二重凸線文（図 4－

4－あ）から、横並びに 2 枠

の二重凸線文（図 4－4－い）

への変化が想定できる。甬部

では、その断面形が台形（①）

から長方形（②）に変化し、

口縁形態は弧状（a）から平

坦（b）化する。 

B 型では、鉦部文様におけ

る獣面の各パーツが分解し

ていく変化が想定できる。獣

面文の目部は、写実的な目

（あ）から、瞳を残っている
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図 4－3 青銅鐃の器高と数量の相関 

 

図 4－4 小型青銅鐃の属性変異 
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もの（い）を経て、瞳を失って全体が突出（う）するようになる。額は、「几」字形 15（ア）

から「几」の真ん中に、隆起する四辺形を表現（イ）するようにになる。さらに、四辺形

の両側が発達し、眉より高くなり、「十」字形（ウ）へと変化する。甬部断面形は A 型と

同じく、甬部の縦断面形が台形（①）から長方形（②）になりる。口縁形態は弧状口縁の

みであるが、型式変化の方向が想定できない。 

（２）大型青銅鐃 

A 型の鉦部文様の技法は、浮き彫りで無地文のものから、高凸地文を有するものへと変

化する。また、獣面が徐々に退化し、線条化する。これは殷文化と西周文化における文様

表現の差異、すなわち獣面文から幾何文様へという変化と軌を一にするものである。甬部

断面形は、旋部の有無、そしてその断面形（長方形（ア）、旋付きの長方形（イ）、旋付き

の逆台形（ウ））に変化の流れを想定できる。鉦鼓部の施文範囲は、当初、鉦部および正

鼓部に限られる（あ）が、鉦部、鼓部の全域施文（い）へと変化していく。さらに、正鼓

部の両側（側鼓部）にも動物文様を添える（う）ようになる。 

B 型については、勾連雷文を主体とする Ba 型、連珠文を主体とする Bb型、雲雷文を主

体とする Bc型という 3つの系列に区分できる。 

Ba 型は二点しかなく、形態、文様デザインなどがほぼ同じであり、型式変化を想定し

にくい。Bb型と Bc 型では甬部旋の有無により、A 型と同様の変化が想定できる。 

C 型は鉦部に枚を持つもので、枚と関連する属性において変化が想定できる。まず、無

枚から乳釘を経た、有枚への変化が学史上指摘されている（高 1993、彭 1996）。少し細か

くみると、断面半円形の乳釘から、肥大化して乳枚になる。さらに、断面三角形の円錐枚、

そして円柱枚へと変化する。青銅甬鐘の音楽性に関する研究では、円柱枚が付く青銅甬鐘

では、リズムの調整、複合音が可能になるという（華・賈 1983、朱鳳 2009）。青銅甬鐘と

 
15 小 B型の「額」の形態は四辺形が隆起しない実測図が見られなく、写真も見にくいが、顕著的隆起に

よって判断せざるを得ない。さらに、獣目の差異によって、少なくとも 3つパターンがあることが想定

できる。 

図 4－5 大型青銅鐃の属性変異 
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同じように、青銅鐃でも音楽的機能改善のため、断面形態が台形の円柱枚へと変化してい

くと想定される。鉦部文様は無文（あ）から鉦面全体（い）への施文を経て、甬鐘のよう

な篆部が生まれ、そこに施文するようになる（う）。甬部形態は、長方形（ア）から、旋

付き長方形（イ）、旋付き逆台形（ウ）へと変化する。また、鉦部形態が短太いもの（①）

から細長く（②）なる 16。中軸部では、施文範囲が変化しいていく。最初、正鼓部と同様

の雲文を施し（a）、凸線文を経て（b）、甬鐘のような無文（c）になっていく。 

 

４、小型青銅鐃の属性相関および型式設定 

（１）小型青銅鐃 A 型（表 4－1） 

 表 1 では、1 枠「回」字線文を施し、甬部断面形

が台形であるものが多い。資料数の少なさは否めな

いが、2 枠「回」字線文、甬部断面形が長方形であ

るものに変化していくことがわかる。一方で表 2は、

口縁形態と鉦部文様の相関性の低さを示している。 

 表 3 では一定の相関が得られた。すなわち、断面

台形で弧状口縁のものから、断面長方形で平状口縁

への変化である。断面台形、平状口縁の 2 点は、中

間形態であると考えられる。そこで、以下のように

型式を設定する。 

小 A1 式：1枠「回」字線文、弧状口縁、甬部断面

形が台形であるもの（図 4－6－1）。 

小 A2 式：2枠「回」字線文、平状口縁、甬部断面

形が長方形であるもの（図 4－6－2）。 

（２）小型青銅鐃 B 型（表 4－2） 

表 5、6 では、獣目「あ、い」、額「ア、

イ」は甬部断面形が台形のものとの相

関、獣目「う」、および額「ウ」は甬部

断面形が長方形のものと相関する。た

だし、甬部断面形が台形のものが圧倒

的に多く、型式区分はやや難しい。一

方で、表 4 の獣目と額の相関は比較的

良好で、偏りが少ない。そこで、以下

の 3 型式を設定する。 

 小 B1 式：額が「几」字形、獣目が眼

白をもつ写実な目であり、甬部断面形

が台形であるもの（図 4－6－3）。 

 小 B2 式：額が「几」字形であり、そ

の真ん中に隆起する四辺形が顕著化と

なり、獣目が瞳しか残らなく、眼白が

無くし、甬部断面形が台形であるもの

（図 4－6－4）。 

 
16 鉦部では平面形態の変化に注目する。銑間距÷銑長によって平面形を把握した。例えば図 4－7－9の

場合、29㎝÷27㎝=1.07であり、図 4－7－12の場合、24 ㎝÷25.7㎝=0.93であり、細長くなる傾向が

が想定できる。 

表 4－1 小 A 型の属性相関 

 

表 4－2 小 B 型の属性相関 
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 小 B3 式：額が「十」字形であり、獣目の瞳が失い、円目となっており、甬部断面形が

長方形であるもの（図 4－6－5）。 

 

５、大型青銅鐃の属性相関および型式設定 

（１）大型青銅鐃 A 型（表 4－3） 

 表 7 では文様技法と施文範囲は正の相

関を示す。表 8 でも、甬部断面形と施文

範囲の複雑化はほぼ正の相関を示してい

る。表 9 も同様である。したがって、大 A

型における鉦部の文様技法、範囲、甬部

の断面形は、いずれも上記の変化を辿る

ものと考えられ、3 型式を設定する。 

 大 A1 式：浮き彫り無地文の鉦部文様、

無旋長方形の甬部、施文範囲が狭いもの

（図 4－7－1）。 

大 A2 式：平凸有地文、旋付き長方形甬

部、施文範囲が広く側鼓部に動物文様が

無いもの（図 4－7－2）。 

大 A3 式：高凸有地文、旋付き逆台形甬

部、施文範囲が広く、側鼓部に動物文様

があるもの（図 4－7－3）。 

 

（２）大型青銅鐃 B 型 

大 B 型の鉦部では、両目を突出する獣面文の目が現され、鉦部に充填するように、地文

が施される。地文には勾連雷文（Ba 型）、連珠文（Bb 型）、雲雷文（Bc型）があり、これ

によって 3区分する。Ba 型は二点しかなく、形態、文様デザインなどがほぼ同じであり、

 

図 4－6 小型青銅鐃の型式 

1、小屯 M5（A1 式） 2、大司空村 M51（A2 式） 3、滕州前掌大墓地 M206（B1 式）4、太

清宮長子口墓 M1:145（B2 式） 5、太清宮長子口墓 M1:152（B3 式） 

表 4－3 大 A 型の属性相関 
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型式変化を想定しにくい。Bb 型と Bc 型では甬部断面形によって、A 型と同様の変化が想

定できる。そこで、以下のように型式設定を行う。 

大 Ba 式：地文が勾連雷文であり、甬部断面形が無旋長方形であるもの（図 4－7－4）。 

大 Bb1 式：地文が連珠文であり、甬部断面形が無旋長方形であるもの（図 4－7－5）。 

大 Bb2 式：地文が連珠文であり、甬部断面形が有旋長方形であるもの（図 4－7－7）。 

大 Bc1 式：地文が雲雷文であり、甬部断面形が無旋長方形、鉦部全体を施文するもの（図

4－7－6）。 

大 Bc2 式：地文が雲雷文であり、甬部断面形が有旋長方形、鉦部全体を施文するもの（図

 

図 4－7 大型青銅鐃の型式 

1、陽新白沙郷（A1式） 2、寧郷老糧倉師古寨（A2 式） 3、寧郷老糧倉李家湾（A3 式） 

4、新干大洋洲 13923号（Ba 式）5、新干大洋洲 13921 号（Bb1式） 6、新干大洋洲 13922

号（Bc1 式） 7、上海博物館蔵（Bb2 式） 8、寧郷三畝地（Bc2 式）9、湘郷黄馬塞（C1

式） 10、長興上草楼（C2 式） 11、湖南博物館蔵（C3 式） 12、資興天鵝山（C4式） 

表 4－4 大 C 型の属性相関 
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4－7－8）。 

（３）大型青銅鐃 C 型（表 4－4） 

 表 10～19 は、上記の諸属性を相関させたものである。いずれもおおよそ正の相関を示

し、特に枚の断面形がより細かい変化を示している。また、甬部断面形によって乳釘、乳

枚に分けられ、中軸部の文様構成がさらに、円錐枚、円柱枚に分けられる。そこで、枚の

断面形を中心に、以下のように型式設定をする。 

 大 C1 式：乳釘を持つ短い鉦体であり、甬部に旋部がなく、断面長方形で、鉦部の施文

範囲が全体的に拡散しないもの（図 4－7－9）。 

 大 C2 式：乳枚を持つ短い鉦体であり、甬部に旋部があり、断面長方形で、中軸の文様

範囲が狭く、鉦部の施文範囲が全体的に拡散するもの（図 4－7－10）。 

 大 C3 式：円錐枚を持つ長い鉦体であり、甬部に旋部があり、断面長方形で、中軸の文

様範囲が狭く、鉦部の篆部に施文するもの（図 4－7－11）。 

 大 C4 式：円柱枚を持つ長い鉦体であり、甬部に旋部があり、断面逆台形であり、中軸

の文様範囲が拡大しつつ、鉦部の篆部に施文するもの（図 4－7－12）。 
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表 4－5 大型青銅鐃の型式分類の対応表 

 

表 4－6 大型青銅鐃の型式分類の対応表 
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第 2 節 青銅鐃の編年 

 

上述のように、設定した各型式の共伴関係を一括資料に求めるほか、中原青銅器の編年

研究も参照する。さらに新干大洋洲商墓の年代も検討する。 

 

１、小型青銅鐃 

小 A1 式は婦好墓で出土したのみならず、高楼荘 8 号墓、温県小南張墓でも発見された。

一括遺物の編年により、婦好墓は殷墟 2 期後半に相当するが、温県小南張は殷墟 3期であ

る（楊錫璋 1985）。また、鄒氏の編年研究では地層の切合関係および土器様式により、小

A2 式が出土した大司空 51 号墓は殷墟 4 期に相当する（鄒衡 1980）。一方、常氏の資料集

成では、殷墟以外の遺構である温県小南張を殷墟 2 期後半に位置づけ、恵民大郭遺跡は殷

墟 3 期、殷墟の大司空 51号墓を殷墟 3 期に位置づける（常 2014）。以上から、小 A1 式は、

殷墟 2 期に出現し、殷墟 3 期まで存続したと考えられる。小 A2 式は、少なくとも殷墟 3

期から出現する。本論では、鄒氏の墓の編年によって、殷墟 4期とするのが妥当であろう。 

小 B 型青銅鐃については、殷墟 2 期後半の大司空 663 号墓、郭家荘 26 号墓で小 B1 式が

発見された（中国社会科学院考古研究所 1998）。また、殷墟 3期に属する大司空 312号墓、

殷墟 4 期の殷墟西区 699 号墓にも同型式がある（中国社会科学考古研究所 1979）。一方、

小 B2 式は、殷墟 3 期に相当する郭家荘 160 号墓に見られる（楊錫璋 1991、中国社会科学

院考古研究所 1998）。 

さらに、鹿邑太清宮 1 号墓では、小 B1 式、小 B2 式、小 B3 式が共伴していた（河南省

文物考古研究所 2000）。この他、小 B１式、小 B2式の共伴関係は知られない。型式変化と

しては、小 B1 式、小 B2 式は小 B3 式より早く、鹿邑太清宮 1 号墓の年代である西周初年

は小 B3 式の年代とできよう。一括資料からみると、鹿邑太清宮 1 号墓の青銅器の製作年

代は殷末周初期に遡られる可能性がある（河南省文物考古研究所 2000）。 

 まとめると、小 B1 式が殷墟 2 期に、小 B2 式が殷墟 3 期に出現し、小 B3 式の上限年代

が殷末周初期であり、以上の型式変化とも矛盾しない。 

 

２、大型青銅鐃 

 複数の大型青銅鐃を出土状況した遺構としては以下が挙げられる（表 4－7）。湖北陽新

遺跡では大 A1 式、大 Bb1式（咸寧博物館 1981）、新干大洋洲商墓では大 Ba式、大 Bb1 式、

大 Bc1 式

（江西省文

物考古研究

所 1997）、

江西永修遺

跡では大

Bb1 式、大

C1 式（徐長

青 2002）、寧郷老糧倉遺跡で大 A2 式、大 C2 式（黄綱正 1997）の共伴が認められる。新干

大洋洲商墓以外、すべて埋納遺構である。 

 上述の共伴関係を考えると、大 A1 式、大 Bb1 式、大 C1 式、大 Ba 式、大 Bb1 式がほぼ

同時期と認められるが、大 A1 式、大 C1 式の共伴関係がない以上、時期差を含んでいる可

能性もある。そこで、大 Ba 式、大 Bb1 式、大 Bc1 式が共伴する新干大洋洲商墓の年代を

検討したい。 

表 4－7 大型青銅鐃の共伴関係 
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新干大洋洲商墓で見られた硬質土器は、呉城文化第二期の土器に類似し、殷墟 3、4 期

に併行する（彭 2005）。また、本墓地の C14 年代は、殷墟 3 期に相当する（江西省文物考

古研究所 1997）。本墓に関しては、華中型扉稜を持つ青銅器から、長期使用の可能性が示

され、西周中期に至る一方（林 1994）、難波氏が華中型扉稜が長い期間で存続する可能性

がある（難波 1998）。また、新干大洋洲商墓の性格は殷末周初期の短期間に大量生産され

たものを含み、一気に埋葬する可能性とも考えられている（末房 1998、山本 2013）。した

がって、新干大洋洲商墓の年代幅が殷墟 3 期～殷末周初期と考えられ、ここに含まれる大

型青銅鐃 Ba、Bb1、Bc1 は、少なくとも、殷墟 3 期から生まれ、殷末周初期に新干大洋洲

の在地生産ものとともに一気に埋葬することと考えられる。 

さらに、中原地域の青銅甬鐘の起源に関する検討からすると、大型青銅鐃は青銅甬鐘よ

り早く出現する（林 1981、宮本 2020）。また、西周時代の晋侯蘇編鐘 16 点の中には、干

部がなく、篆部、旋部が出現した大型青銅鐃、および西周中期の青銅甬鐘が認められる（高

1997）。これらの晋侯蘇編鐘の一つ（高氏の型式設定による A 型１式）は、本論の大 C3

式に類似し、大 C3 式の年代を西周前期後半とできる。とすると、型式変化の前後関係か

ら、大 C2 式が西周前期前半、大 C4 式が西周中期とできる。また、大 C2 式との共伴関係

がある大 A2 式（寧郷老糧倉遺跡）も西周前期前半に併行する。そして、これに前出する

大 A1 式は西周期以前の可能性が高く、また大 Bb1 式とも共伴する（湖北陽新遺跡）ので、

殷墟 4 期に位置づけることが妥当であろう。 

 

３、青銅鐃の編年 

以上をまとめると、青銅鐃の各型式は図 4－8 のように変化する。型式の出現に基づい

て、殷墟 2 期から西周中期までの全体を四時期 6 段階に区分した。各年代は中原青銅器の

相対年代を参考にした。 

鐃Ⅰ期は小 A1 式、小 B1式、小 B2 式の発生期であり、殷墟 2、3 期に併行する。 

鐃Ⅱ期は小 B3 式、小 A2式および大型青銅鐃の出現を指標としている。小型青銅鐃と大

型青銅鐃の年代差から、本期を鐃Ⅱ－1 期、Ⅱ－2 期に区分することができる。第Ⅱ-１期

は殷墟 4 期に併行し、第Ⅱ-2 期は新干大洋洲商墓（殷末周初期）に併行すると考えられ

る。 

鐃Ⅲ期は小型青銅鐃の消滅と大型青銅鐃の甬部旋の出現（大 C2、大 A2 式）を基準とす

る。西周前期前半に併行する。 

鐃Ⅳ期には時期を判定できる一括遺物がないが、大 C 型に篆部の出現、および青銅甬鐘

の出現年代を基準としており、西周前期後半～西周中期併行である。2 段階に分けられ、

鐃Ⅳ－1 期は大 C3 型に篆部の出現を指標とし、西周前期後半に併行、鐃Ⅳ－2 期は、甬鐘

と類似する大 C4 型を指標とし、年代下限はおそらく西周中期に併行する。 
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図 4－8 青銅鐃の編年 
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第 3 節 殷周時代における青銅鐃の分布状況 

 

１、鐃Ⅰ期 

鐃Ⅰ期には、中原地域において小型青銅鐃が出現する。小 A1 式、小 B1 式の数量が圧倒

的に多い。この段階では、小型青銅鐃のみが見られ、青銅鐃の初現期である。分布範囲は

黄河中下流域で、黄河中流域の殷墟遺跡が中心地である 17。これらの小型青銅鐃が周辺地

域へ拡散していくと考えられる。また、近年、安徽省寿県蒼陵城遺跡で小 A2 式青銅鐃が

採集されたが（朱 2019）、安徽省までには広がることがわかるが、長江流域では受容され

ていない状況を示すものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 
17 図 4-9 の小さい点のところが遺跡内の採集品である。時期が判断できる遺跡が山東省恵民大郭遺跡で

あり、殷墟Ⅲ期に相当する（常 2014）。これは、近年、殷墟Ⅲ期に相当する安徽省寿県蒼陵城遺跡の採

集品（朱 2019）に類似性が見られ、殷墟以外の地域に拡散していることが明らかにするではないかと考

えられる。 

図 4－9 鐃Ⅰ期における青銅鐃の分布状況 
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２、鐃Ⅱ-1 期 

黄河流域がおおよそ鐃Ⅰ期に類似した状況であるが、数量が減少する傾向にある。山東

省に位置する滕州前掌大墓地の M206 の小 B2 式が出土している（中国社会科学院考古学研

究所 2005）。一括資料によって、墓の年代が西周前期に相当する（常 2014）が、設定した

型式の年代が殷墟 4 期から出現する 18。一方、長江流域では大型青銅鐃が出現しており、

大型青銅鐃の初現期である。長江流域における大型青銅鐃は、黄河流域のように副葬され

るのでなく、埋納された 19。この段階には、長江中流域で大型青銅鐃の殆どの型式が出そ

ろい、数量も多く、分布の中心地が見られないが、長江中流域の東側の数量が比較的に多

いものを看取する。長江下流域の大型青銅鐃は、長江中流域からの影響と考えられる。 

 

 
 

 

 

 

 

 
18 山東省滕州前掌大墓地の M206 の小 B2 式が出土している（中国社会科学院考古学研究所 2005）。一括

資料によって、墓の年代が西周前期に相当する（常 2014）が、墓の年代を判断するのは小型青銅鐃を基

準とすることではない。 
19 贛江中流域に位置する新干大洋洲遺跡が墓であるが、祭儀場として墓と見なされ、中原の墓に異なり、

在地特徴を看取する（山本 2013）。また、この墓の一括資料の時期差が存在する。 

図 4－10 鐃Ⅱ－1 期における青銅鐃の分布状況 
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３、鐃Ⅱ-2 期 

鐃Ⅱ-2 期には中原地域で小 B3 式が出現する 20。一方、長江流域では明確な出土資料が

少ないものの、型式は前段階からの継続で、分布も長江中流域に集中している。一方で、

長江中流域のうち、湘江流域での出現は、大型青銅鐃の分布範囲拡大を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
20 小 B3式青銅鐃が河南省鹿邑長子口墓で出土し、小 B1 式 1点、小 B2 式 2点に共伴する。一括資料から

みると、殷末周初期～西周前期頃に相当する（河南省文物考古研究所ほか 2000）。前述と同じように、

墓年代を判断するのは、小型青銅鐃を基準ではないため、本章で設定した型式の年代に分布をしたい。 

図 4－11 鐃Ⅱ－2 期における青銅鐃の分布状況 
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４、鐃Ⅲ期 

小型青銅鐃は殷墟文化範囲で次第に消えるものの、西周前期後半の墓で僅かに例がある
21。一方、大型青銅鐃は、長江中流域南岸に位置する湘江中下流域に集中するほか、江西

省北西部の贛江流域、さらに長江下流域、福建省という東南地方までに波及している。 

この段階は長江中流域における大型青銅鐃の発展期であり、大型青銅鐃を主体とする青

銅器文化が形成されたと考えられる。その中で、湘江流域の特に寧郷地区 22が中心を占め

ていたのである。長江下流域で数点が出現する大 A2 式、大 C2 式は、湘江流域から長距離

交流を通じて得られたものであろう。 

 

 

 

 

 

 

 
21 竹園溝 7 号墓で 1 点（盧・胡 1988）、翼城大河口西周墓 1 号墓で 3 点の例があり、甬鐘との共伴関係

がある。（山西省考古研究院ほか 2020）。しかしながら、竹園溝 7 号墓のものが小 B1 式に幹部が追加す

る例であり、西周時代に幹部がある甬鐘の出現する背景（宮本 2020）ではないかと考えられる。 
22 寧郷地区の数量が集中する一方、殆ど出土地点によって、個数埋納である。集中埋納の例（寧郷老糧

倉埋納遺構）が大 A2 式 1 点と大 C2 式 9 点が共伴する（李 1997）。青銅鐃の年代差が多くなく、遺構の

年代も設定した型式の年代に一致することをと考える。 

図 4－12 鐃Ⅲ期における青銅鐃の分布状況 

 



59 
 

５、鐃Ⅳ-1 期 

鐃Ⅳ-1 期は小型青銅鐃が完全に消失し、大型青銅鐃の分布範囲が南に広がっていく。

大 A3 式は前段階の中心地である寧郷地区に限られる 23が、大 C3 式は江西省西部の贛江流

域および湖南省東部、南部の湘江全流域に波及している。さらに、嶺南地域にも数点が見

られる。この段階でには寧郷地区の優位性が失われるが、大 A 型は寧郷地区にしか存在し

ない。各型式で流通が変化したことが指摘できる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
23 寧郷地区の集中埋納の例が見られる。大 A3式が 5点であるが、装飾、動物意匠によって、個体差異が

存在する。 

図 4－13 鐃Ⅳ－1 期における青銅鐃の分布状況 
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６、鐃Ⅳ-2 期 

鐃Ⅳ-2 期には大 A 型が消失し、大 C4 式が長江中流域南岸、長江中流域北岸の湖北省の

東南部、すなわち江漢平原で数点出土する。また、贛江流域の出土数が増え、湘江流域と

ほぼ同数になる。この段階には湘江流域および贛江流域が、大型青銅鐃を通じて統合され

ており、湘贛青銅器文化圏といえよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4－14 鐃Ⅳ－2 期における青銅鐃の分布状況 
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第 4 節 殷周時代における青銅鐃の系譜とその展開 

 

１、系譜関係からみた大型青銅鐃の地域性 

 小型青銅鐃から大型青銅鐃が出現し、甬部に旋を持つようになる。二里岡段階における

盤龍城遺跡の青銅鼎を、鄭州商城遺跡の青銅鼎と比較した研究から考えても（鈴木 2013）、

長江中流域の青銅器は大型化する特徴を持つと言える。また、従来の小型青銅鐃は手で持

ちながら演奏するのに対し、大型化に伴い、床に置いて鳴らす奏法に変化していったと考

えられている（李 1996）。これが、旋部が出現し、甬部形態が大型化した要因である。す

なわち、床に置いた際の安定性を考慮した結果であり、旋部が土に落ち込まないようにす

る機能を持つと推定される。いずれにせよ、長江中流域では、中原地域とは異なる扱い方

と、それに基づく形態変化を示している。 

 

次に、大型青銅鐃の鉦部文様は、小型青銅鐃とは不連続であるが、地元の華中型青銅器

の文様を中原地域の小型青銅鐃に融合させたことが考えられる。大 A1 式の鉦部文様のよ

うな浮き彫り獣面文は殷墟 3期以降の文様と言われており（難波 1995）、これに関しては、

中原地域の獣面文から生まれたと考えるのが自然であろう。一方で、大 A1 式の浮き彫り

獣面文には華中型浮き彫り饕餮文（難波 1998）との類似性も見られる。具体的にいえば、

大 A1 式の鉦部文様は、額から口にかけて、「十」字形を呈し、饕餮の胴体部分が短くなり、

長江中流域の青銅尊・罍の胴部文様形態との類似性を見出せる。また殷墟 4 期頃の華中型

浮き彫り饕餮文が次第に饕餮の意匠が失い、線条化となっている場合、大 A2 式、大 A3

式の鉦部文様に類似性を見出せる。したがって、中原地域から生まれた浮き彫り獣面文の

情報を受け入れる際、華中型青銅器の浮き彫り饕餮文を経由した可能性があろう。つまり、

図 4－15 華中型青銅器の饕餮文様（左：浮き彫り饕餮文、右：太線饕餮文） 
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大 A 型の鉦部文様は中原由来の要素が在地化、独自に発展していったのである。 

また、大 B 型の鉦部表現は区画化しており、小 A2 式と共通する。この点では、大 B 型

は小 A2 式から生まれたといえる。一方で、大 B 型の連珠文、勾連雷文、雲雷文は、華中

型青銅器の尊・罍の胴部に類似する。例えば、青銅尊・罍の胴部において、太線饕餮文か

ら両目突出の雲雷文へと退化していく現象と対比できる。或いは枠間に、印文陶文化圏に

よく見られる円圏文を施すことも、在地化現象の一つといえる。つまり大 B 型は、中原地

域に存在する小 A 型をもとに、在地的な文様の特徴を合わせながら、大型化したものと判

断できる。 

大 C1 式の乳釘は、華中型青銅器にある方格乳釘

文に由来すると考えられる。青銅尊・罍の胴部の方

格乳釘文に基づいて、大 C1 式の鉦部に乳釘が出現

したと推測できる。一方、大 Bc1 式青銅鐃の鉦部に

は、大 C1 式の乳釘に類似するものがある。これは、

大 Bc1 式の雲文における凸表現で、枚の祖形と考え

られるものであり（彭適 1996）、大 C 型（有枚青銅

鐃）の祖形である。つまり大 C1 式は、在地化した

大 Bc1 式青銅鐃、および華中型青銅器の文様の両影

響を受け入れた可能性がある。大型青銅鐃の分布様

相を考慮すると、華中地域との交流のみならず、湘

江流域、贛江流域の各流域における小地域間交流が

想定される。このように、小型青銅鐃の広がりに伴って、旋部が加わり、大型化・細長化

していったのが大型青銅鐃であった。中原地域の文化要素や華中型青銅器の影響の下、在

地集団によって地方型青銅鐃が製作されたのである。 

 

２、殷周時代における青銅鐃の展開 

まず鐃Ⅰ期に、小 A1 式と小 B1 式青銅鐃が黄河中下流域の広域で出現する。これは、中

原地域の殷文化要素が黄河下流域へ拡散したことを示すと考えられる。この段階には同一

型式が分布しているのであって、地域性は薄い。小 B1 式青銅鐃では、青州蘇埠屯 8 号墓、

沂源東安墓出土品と、殷墟出土品は獣面文や形態でほぼ同じ、小 A1 式でも山東省恵民大

郭遺跡出土品は中原出土品と似ている。両地域の墓や青銅器を考慮すれば、この段階の殷

文化の黄河下流域への進出に伴って、小型青銅鐃が広がったと考えられる。 

鐃Ⅱ期に入り、長江中流域では、青銅鐃の形態を受容し、それを在地化していく。この

結果、大型青銅鐃が派生した。一方、中原と長江中流域における青銅鐃の形態差は大きく、

扱われ方も異なっている。特に、埋納という扱われ方、文様は華中型青銅尊・罍に類似し

ており、華中型青銅器文化との連続性、類似性が認められる。このように、前段階の埋納

青銅器文化に基づき、青銅鐃という殷文化要素を受容し、長江中流域の青銅器文化は新た

な段階に入ったと言えよう。 

鐃Ⅲ期の西周前期頃には、中原地域では青銅鐃が殆ど消滅し、長江中流域が分布の中心

地になる。前段階と比較した場合、長江中流域ではさらに在地化が進んでおり、地方型青

銅器として存続していく段階であると言える。特に大 A 型、大 B 型は湘江流域に集中し、

大型青銅鐃の地域色がさらに強くなっている。この段階では、単数埋納のみならず、青銅

鐃がセットで埋納される例が出現する。朱鳳瀚氏は、殷墟墓では、器高が 10:7:6 となる

小型青銅鐃のセットが見出せるとしている（朱 2009）。一方で、鐃Ⅲ期の寧郷地区で出土

の編鐃（鐃のセット）を見ると、高差比が殷墟墓に比して極めて小さく、西周時期の編鐘

 

図 4－16 華中型方格乳釘文 
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の高差比により近いものである 24。さらに同時期には、中原青銅器の組み合わせが窖藏で

集中的に埋納される。こうした集中埋納や青銅器鐃のセット関係は、西周文化の受容を反

映するのであろう。中原における西周文化の窖藏（集中埋納）の性格は、祭祀の場におい

て繰り返し使用するという、西周王朝が望んだ青銅彝器利用のあり方である（角道 2014）。

これらは周原、豊鎬という関中平原、すなわち西周王朝の中心地に分布し、西周王朝の強

い政治性を反映したものである（角道 2010、2014）。しかし、長江中流域の場合、西周文

化の窖藏は異なる機能を持つのかもしれない。殷後期の地方型青銅尊・罍の個数埋納は地

域的格差が見られず、集団間で、所持する青銅器の数量差が僅かであった可能性がある。

一方で、大型青銅鐃の集中埋納が、湘江流域のみに分布している現象は特異である。これ

は、従来の集団祭祀が行う在地集団の間に格差が生じ、湘江流域の集団が中心となった可

能性を示唆するものと考えられる。一方、贛江流域、さらに中国の東南地方という嶺南地

域、福建省、浙江省では個数埋納しか見られない。大型青銅鐃の分布圏には、流通のあり

方で地域的格差が生じていたのである。 

第 IV 期の西周前期後半～西周中期の併行期に入ると、湘江流域を中心に分布する大 A

型、大 B 型青銅鐃が見られなくなり、西周文化の青銅甬鐘と関連性が高い大 C4 式を主体

として、地域文化が表現されるようになる。大 C4 式青銅鐃において青銅甬鐘との類似が

高まる背景として考えられるのは、古典文献および青銅器の銘文から知られる、西周中期

の「昭王の南征」25である。長江中流域に広がる大 C 型は、西周王朝による長江中流域の

在地集団に対する戦略による可能性がある。しかしながら、当該地域に位置する高砂脊遺

跡、炭河里西周墓地では、青銅器が極めて多い厚葬墓（AM1、AM5）が出現し（湖南省文物

考古研究所ほか 2001、2006）、在地生産の青銅鼎が認められる（施 2002、村野 2005、湖

南省文物考古研究所ほか 2006）ものの、同時期の在来文化との関連が予想される大型青

銅鐃を含まない。また、寧郷地区の集中埋納遺構（李喬生 1997）では、より晩い大 A3 式

があり、中原地域に由来する窖藏遺構が存在することが知られる。こうした集中埋納の存

続は、階層性が高い特定個人墓の不在を示すのであるが、集中埋納で青銅器を通じて、祭

祀を司るリーダーの存在が予想できる。しかし、製作場が見られなく、青銅器の生産に関

わる支配、管理の可能性が低い。おそらく従来の青銅器文化に沿い、原料に関するネット

ワークを通じて、資源を持つ集団の格差が出現し、青銅器製作集団も分散的に行われてい

たことが推測できる 26。とはいえ、西周文化との関係がこの段階に強まったことは確かで

あり、やがて階層性が出現することになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 
24 寧郷地区の編鐃が 10 点が大 A2 式 1 点、大 C2 式 9 点が出土された（李喬生 1997）。報告書によって、

大 C2式の場合、型式的類似性があり、編列鐃と考えられた（李喬生 1997）。器高による高差比は 10：9.6：

9.3：9.2：9：8.9：8.7：8.5：7であり、さらに殷墟墓のものを大型化しており、枚部、旋部が出現し、

差異が認められる。 
25 「昭王十六年、伐楚荊、渋漢…」「昭王十九年…喪六師于漢」（『竹書紀年』）、「昭王南征而不復…」（『左

伝』僖公四年）、「昭王南巡狩不返、卒于江上。」（『史記』周本紀）。史墻盤の銘文には「弘魯昭王、広批

荊楚、唯南狩行」と記載される。 
26 地方型青銅鼎の分析では、原料入手の困難さが関わる可能性が指摘されている（村野 2005）。大型青

銅鐃の製作は、地方型青銅鼎とは別個であった可能であると筆者は考えるものの、積極的証拠はない。 
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第 5 節 小結 

 

こうした青銅鐃の変遷は、長江中流域の地方型青銅器文化の展開を反映しており、おお

よそ三段階に分けられる。まず、第一段階（鐃Ⅰ期～鐃Ⅱ－1 期）では殷墟 2、3 期の小

型青銅鐃を基礎に、中原青銅器文化が広がっていく。これは、中原青銅器文化の拡大期で

あり、大型型青銅鐃がまだ出現していない段階である。中原から、安徽省における小 B

型青銅鐃などを経て、湖北省の東南部に位置する陽新県に達し、そこで大型青銅鐃が出現

した。この段階に、長江中流域で大型青銅鐃の在地生産が開始された。また、青銅尊、罍

と同じく、華中型青銅器の文様との共通性が見られる。やはり、元々集団祭祀を通じて、

異なる土器文化に位置する長江中流域が中原および華中型青銅器という外部要素を受容

しつつ、大型青銅鐃を出現させたのである。さらに、単数埋納という共通的あり方として、

集団祭祀が行われた可能性が高い。 

第二段階（鐃Ⅱ－2 期～鐃Ⅲ期）では、大型青銅鐃が湘江流域・贛江流域を中心に分布

し、長江下流域にも出土例が見られる。さらに、湘江流域を中心に、副葬・集中埋納とい

う扱われ方が出現する。これが湘贛青銅器文化圏と捉えられるものである。湘贛青銅器文

化の拡大は、中原青銅器文化の転換期、すなわち西周文化の始まりと関連する。具体的に

いえば、大型青銅鐃が殷後期の小型青銅鐃は華中地域を経由し、大型化した青銅鐃となり、

殷文化の内容を在地化していく。西周時代に入り、大型青銅鐃が出土した曾国、鄂国のす

ぐの南の地域に分布する。この地域の祭祀具となっていた大型青銅鐃を周の祭祀に採りい

れることが指摘された（宮本 2020）。さらに、西周前半期の社会システムは、王権の祖先

祭祀、および土地や人民を媒介とした封建制との二重体制である（宮本 2020）。この背景

の下、従来の長江中流域は外部との交流や対抗が行われ、前段階よりさらに統合してた文

化体として、西周文化との交流が行われた可能性がある。 

一方、第三段階（鐃Ⅳ期）の西周前期後半以降は、西周文化の青銅甬鐘の出現に伴い、

地域色の濃い大 A 型、大 B 型が減少し、湘江流域に限られて分布する。また、大 C 型青銅

鐃が青銅甬鐘の形態に類似し、広域的に分布圏での共通性が高い。また、大型青銅鐃が長

江下流域に見られなくなる。さらに、西周前中期に相当する高砂脊遺跡の墓地、炭河里遺

跡の銅器墓で地方型青銅鼎を副葬する（湖南省文物考古研究所 2001、2006、村野 2005）。

具体的にいえば、異なる土器文化の中で、大 C 型の流通性によって統合されているのであ

る。これは、「昭王の南征」の対象が湖北省さらに南の地域であり、祭祀を通じて民を治

めることができたことが指摘された（宮本 2020）。したがって、西周王朝の青銅器は威信

財として、周辺地域に分配する過程の中で、王畿地区で窖藏（集中埋納）、墓という扱わ

れ方を受容し、従来の在地集団の間に青銅器を所有する格差が出現するように、文化圏の

拡大が西周文化が青銅器の扱われ方に関わる可能性があり、青銅器の階層性が生まれる潜

在力があろう。さらに、炭河里遺跡で城壁が見られ（湖南省文物考古研究所 2006）、長江

中流域青銅器文化の変化を示唆する。一方、長江下流域の地方型青銅器（尊、卣など）、

土墩墓文化の形成（岡村 1986、宮本 1997）に基づき、大型青銅鐃は個人的階層性を反映

せず、共通的祭祀構造による地域集団のまとまりを示し、集団内の諸種類の青銅器を持つ

格差が出現した。青銅器が土墩墓しか見られない場合、階層性を発達させた長江下流域で

はその分布圏外となったのである。 
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第４章 長江中流域の青銅甬鐘の展開 

 

西周時代の長江中流域の青銅器文化は大型青銅鐃・甬鐘を主として、青銅楽器の数量が

圧倒的に多く、西周王朝の青銅甬鐘にも影響を与えた（林 1981、高 2009、王 2015）。本

章では、地方型青銅甬鐘の性格を明らかにしたい。基本的には、前章までと同一手順で分

析を行うが、中原型青銅甬鐘の動向（林 1984、長澤 2017、宮本 2020）を参照しながら編

年・分布を行う。 

 

第 1 節 青銅甬鐘の型式分類 

１、用語の説明 

 前章で示したように、青銅甬鐘についても大型青銅

鐃同様、古典文献 27から文様、形態がおおよそ規定さ

れている（林 1981、1984）。ここでは、林氏の定義に

基づき、前章の大型青銅鐃と同様の用語を用い、各部

位の名称とする。もう一つを注目すれば、枚部列の間

に篆部というのは、篆部の中間に施文する範囲、その

周縁の文様形態が異なる。ここで、宮本氏が指摘され

た区画線（宮本 2020）の概念を加え、篆部に区分した

い。 

 

２、青銅甬鐘の分類 

青銅甬鐘の形態・文様には、大型青銅鐃との系譜的

連続性が部分的には見られる。主文様は、大型青銅鐃

から連続変化し、西周中期の甬鐘に影響を与えたと指

摘されている（林 1981）。区画線については、円圏文

が大型青銅鐃から継承された後、鋳型の変遷によって、

円圏文→乳釘文→凸線文→沈線文と変化すると考えられた（宮本 2020）。一方で、大型青

銅鐃では、有枚青銅鐃は区画線および篆部文様に関して、陰線、陽線に大きく分けられる

（向 2010）。また筆者は、大型青銅鐃の C3、C4 式の段階から青銅甬鐘の類似性を指摘し

た（譚 2020）。そこで、ひとまず、西周文化範囲以外で出土する青銅甬鐘は大型青銅鐃か

ら生まれると仮定したい。 

 また、これらの甬鐘の文様には陰線、陽線が含まれるが、他属性との相関では、陰線の

方が比較的新しい属性変異と相関する。しかしながら、両者を発展関係と考える必要は必

ずしもない。というのも、陽線を持つ大型青銅鐃は鉦部中間が狭く、正鼓部と一体する一

方、陰線を持つものは鉦部中間が広く、正鼓部とは分離される。このような差異は時期差

とは考えにくい。また殷代では、鋳型に直接刻み込む陽線表現、原型に刻んだ後で鋳型に

押す陰線表現という技法的差異によって、文様の「流派」が認識される場合がある（難波

1995）。これらの研究を参照した場合、凸線と沈線はそれぞれ異なる技術系譜である可能

性が高い。そこで本稿でも、長江中流域の青銅甬鐘も区画線の凸線表現（陽線）、沈線表

現（陰線）によって、二種類に大別する。以下では、凸線表現の甬鐘を「A 型」、沈線表

現の甬鐘を「B 型」と呼ぶ。 

 

 
27 「鳧氏為鐘。兩欒謂之銑，銑間謂之于，于上謂之鼓，鼓上謂之鉦，鉦上謂之舞，舞上謂之甬，甬上謂

之衡。鐘懸謂之旋，旋虫謂之斡。鐘帶謂之篆，篆間謂之枚，枚謂之景。于上之之遂。」（『周礼』考工記） 

図 5－1 青銅甬鐘の各部位名 
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３、青銅甬鐘の属性抽出および型式設定 

（１）属性抽出 

区画線の文様 

A 型（凸線表現）の区画線は、当初、2 本の凸線の間に円圏文が並んでいたが、円圏文

を省略する方向という二重細線文、および各円圏の中心が高まって乳釘状になる 2 つの変

遷方向が想定できる。そして、乳釘状の区画線は各乳釘が小型化、配列が密となり、最終

的には 1 本の太い凸線に変化していくと想定できる。B 型（沈線表現）の区画線は、幅広

の沈線が次第に細くなり、2 本の細い沈線となる変化が想定できる 28。 

 

主文様（正鼓部） 

主文様は左右対称の 2 部分から成り、中軸

上に笵線が走るもの（羽文１、2a29）から、笵

線がないものへ変化する（羽文 2b、変異羽文

1）。羽文内の渦巻の線が多いもの（羽文 1）か

ら、少ないもの（羽文 2）に変化した。また、

各線は凸線（羽文 2a）、沈線（羽文 2b）の別

がある。さらに羽文 2aは中軸上の笵線をなく

し、分離していた羽文が次第に連接する（変

異羽文 1a）。一方、羽文 2b では、沈線文の本

数が増加し、羽文が連接化する（変異羽文 1b）。

さらに、2 本の沈線を用いた、幅広のデザイン

（変異羽文 2）へという変化が想定できる。上

の変化に加え、羽文四隅の鈎が大型・顕著化

することも指摘できる。 

 

 
28 沈線の太さは未計測であるが、鉦体中間両側の区画線の写真（図 5-2-やや太い沈線、図 5-2-細い沈

線）を参考に、沈線の凹みによって、太さの差異の存在を判断する。 
29 図 5-3 の羽文 2a については、長江中流域甬鐘の主文様の拓本がなく、報告の写真も不明瞭である。

そこで、中原の出土例ではあるが、竹円溝 M7:10の主文様の拓本（盧・胡 1988）を掲載した。 

図 5－2 区画線の属性変異（左上：A 型、右下：B 型） 

 

 

図 5－3 主文様の属性変異 
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鉦部形態 

鉦体が太短いものから、細長く、銑先端部の角度が先鋭化することが想定される 30。 

枚部形態 

 枚の高さ（枚高）のヒストグラムでは、1.5～1.7cm、2.4～2.6cm、3cm 以上という 3 つ

のピークがあり、三区分できる。また、枚形態の円錐形から円柱形、長円柱形への変化の

うち、円錐形から円柱形への変化は、大型青銅鐃と共通する。 

篆部デザインおよび篆部文様形態 

枚部と篆文様部の対応関係が、大型青銅鐃では対応関係にあったものが、非対応化して

いく。また、篆部文様では、3 つの分離した雲文が一旦繋がり、再び分離して 2つの∞形

文となり、１つの∞形文、ヨコ S形文などの幾何文となる変遷方向が考えられる。これら

の変化は必ずしも 1 系列の変化とは捉えられないが、大きくは、雲文から∞形やヨコ S

形文への変化が考えられる。 

鉦部中間の文様形態 

複雑化および動物意匠化が想定できる。最初は無文であったものが、中央のみ施文され

はじめ、その後、凸線の雲文表現が全体に広がる。そして、動物形意匠が現れ、蝉形やそ

の半分の形から、S 字形龍文へ変化していく。 

 

 

 

 

 
30 鉦体は銑間距÷銑の長の値によって判断する。 

図 5－4 青銅甬鐘の共通する属性の変異 
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（２）型式設定 

A 型の型式設定（表 5－1） 

まず、資料 1～3（以下、資料 1,2…は表 5-1 と対応している）は区画線が円圏文で、他

の属性とも相関し、長江流域の A 型甬鐘で最古と考えられる。資料 4、5 では区画線に変

化が見られるが、形態上では資料 1～3 と大差ない。資料 6～16では区画線が乳釘となり、

主文様、枚形態は古いが、円柱枚、羽文 2a は比較的新しい。 

資料 17～23 は乳釘文区画線を持つが、乳釘の配列が密となる。同時に主文様が変異羽

文 1、鉦部形態が細長くなり、篆部デザインが非対応・ヨコ S 字形文様へ変化、枚部形態

が徐々に伸び、鉦部の中央部にも文様が見られる。資料 6～16 と比較した場合、想定した

各属性の変化方向が一致し、連続性を示している。 

資料 24～32 は、想定した各属性変化の最終形態を持っており、長江流域 A 型甬鐘の最

も新しいものと考えられる。資料 23 は主文様、および鉦部中間の文様が、資料 17～22

と共通する一方、区画線の文様のみが新しい、過渡的な形態である。以上の変化を基に、

主文様を軸に、4 型式に区分し、A1式については区画線表現の相関によって、A1a式、A1b

式に分ける。 

A1a 式：区画線が円圏文、主文様が羽文 1、篆部が分離する雲雷文、円錐枚に対応する

デザイン、鉦部形態が太短いもの（図 5－5－1）。 

A1b 式：区画線が二重細線文、主文様が羽文 1、篆部が雲雷文、枚部に対応するデザイ

ン、鉦部形態が太短いもの（図 5－5－2）。 

A2 式：区画線が乳釘文、主文様が羽文 2a、篆部が繋がる雲雷文、円柱枚に対応するデ

ザイン、鉦部形態が太短いもの（図 5－5－3）。 

A3 式：区画線が密集する乳釘文、主文様が変異羽文 1、篆部がヨコ S形文、長円柱枚に

不対応するデザイン、鉦部形態が細長いもの（図 5－5－4）。 

A4 式：区画線が太凸線文、主文様が変異羽文 2、篆部がヨコ S 形文、長円柱枚に不対応

するデザイン、鉦部形態が細長いもの（図 5－5－5）。 

 

B 型の型式設定（表 5－2） 

資料 33～40（以下、資料 33,34…は表 5-2 と対応している）は区画線が沈線文、主文様

が羽文 2b であり、最も早い一群である。また、鉦部形態、篆部デザインおよび文様、枚

形態が次第に変化する。 

図 5－5 青銅甬鐘 A 型の型式 

1、A1a 式：寧郷回龍舗鐘 2、A1b式：岳陽西塘鐘 3、A2式：湘郷馬龍鐘 

4、A3 式：大悟雷家山編鐘 0222 号 5、A4 式：武昌木頭嶺 1号鐘 
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 資料 41～46 は資料 33～40 と比較して、区画線、主文様、鉦部中央部の文様、鉦部形態、

および枚部形態が変化している。資料 41 の区画線、資料 42～43 の鉦部中央部の文様は資

料 33～40 に近く、資料 44～46 との中間形態とできる。 

 資料 47～57 では、資料 50 を除き、区画線が二重沈線文、主文様が変異羽文 2でほぼ一

致する。以上をまとめ、主文様および区画線表現の相関を軸とし、3 型式（B1～B3 式）に

区分する。 

B1 式：区画線が沈線文、主文様が羽文 2b、篆部が雲雷文・枚部と対応、鉦部形態が太

短い（図 5－6－1）。 

B2 式：区画線がやや細い沈線文、主文様が変異羽文 1b、篆部が∞形文・枚部と非対応、

鉦部形態が細長い（図 5－6－2）。 

B3 式：区画線が二本沈線文、主文様が変異羽文 2、篆部がヨコ S 形文・枚部と非対応、

鉦部形態が細長い（図 5－6－3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5－6 青銅甬鐘 B 型の型式 

1、B1 式：湘潭青山橋鐘 2、B2 式：臨武鐘 3、B3 式：武穴鴨児洲編鐘 9 号 
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第 2 節 青銅甬鐘の編年 

 

長江中流域の青銅甬鐘について、採集品では層位関係、共伴遺物は不明であるが、全

57 点のうち 50 点は出土地が判明している。中原地域における窖藏遺構では、一括性の問

題が指摘されており（宮本 2020）、長江中流域でも、埋納遺構で出土する遺物は一括性が

低いと考えざるを得ない。そのため、上記諸型式が中原で発見された事例、さらには他の

中原青銅甬鐘の編年（長澤 2017、宮本 2020）との対比から、併行関係を決めたい。また、

中原における出土例の年代については、先行研究の編年案（林 1984、角道 2010、宮本 2020）

を参照する。 

 A1a 式、A2 式は随州葉家山 111 号墓（西周前期後半）で共伴し（湖北省文物考古研究所

ほか 2020）、A2 式は翼城大河口 1017 号墓（西周前期後半）で 3 点出土した（山西省考古

研究所ほか 2018）。中原では、宝鶏竹園溝 7 号墓、茹家荘 1 号墓（西周中期前半）では、

A1b 式、A2式の共伴がある（盧・胡 1988）。なお、竹園溝 13 号墓（盧・胡 1988）、翼城大

河口 1 号墓（山西省考古研究院ほか 2020）の小型青銅鐃には幹部があり、A1a 式は大型青

銅鐃に幹部を追加する形で、少なくとも西周前期後半併行頃に出現したと考えられる。 

 A3 式は、中原地域において知られないが、区画線の形態が類似する甬鐘が一例ある（羅

1980）。本例は主文様の分類によって、長澤の第四段階に位置づけられ（長澤 2017）、鉦

部中間に蝉文が施される。長澤氏の第四段階はおよそ西周後期～春秋前期に併行する。ま

た、中原地域の場合、羽文 2a、羽文 2b という主文様は、長澤氏の第二、三段階に位置づ

けられる甬鐘に現れ、西周中期～西周後期に併行する。しかし、長江中流域の A3 式では、

蝉がまだ出現しておらず、変異羽文 1a を持つならば、中原地域の例より早い可能性があ

る。おそらく西周後期前半と想定できる。 

B1 式の区画線は天馬曲村の 7092 号墓で１点が出土した（北京大学考古学系商周組ほか

2000）。本墓は青銅鼎の編年から、西周中期後半に位置付けられている（角道 2010）。ま

た、B 式と同じ沈線表現である有枚青銅鐃が西周中期から出現する（向 2010）ことを考え

ても、B1 式は西周中期後半併行とできる。 

長江中流域に位置する湖北省大悟埋納遺構では、巨石の下のほぼ同じ層位に、4個の大

型甬鐘が十字形で並び、各内部に小型甬鐘を納めていた（熊・劉 1980）。これらの型式構

成は、A3 式 5 点、B2 式 1 点である。B1 式が西周中期後半併行ならば、A3 式、B2 式はこ

れより晩いと考えられ、西周後期併行に位置づけられよう。 

 B3 式の鉦部形態、篆部デザインおよび篆部文様は北趙 93 号墓（西周後期後半）の甬鐘

（北京大学考古学系ほか 1995）と類似する。また、B3 式の主文様は A4 式と共通し、A4

式も西周後期後半以降であろう。一方で、春秋中後期の甬鐘（朱・呂 1994;李 1996）と比

較すると、甬部、主文様、形態などでかなり異なるため、春秋前期には収まると考えられ

る。 

以上のように、長江中流域の甬鐘は 3 期 4 段階に分けられる。 

鐘Ⅰ期は A1a、A1b、A2、B1 式を主とし、西周前期後半～西周中期に相当する。型式変

化からみると、2 段階に分けられる。 

 鐘Ⅱ期は A3、B2 式を主とし、西周後期前半に相当する。  

鐘Ⅲ期は A4、B3 式を主とし、西周後期後半～春秋前期に相当する。 
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図 5－7 青銅甬鐘の編年 

 
A1a 式：寧郷回龍舗鐘 A1b 式：岳陽西塘鐘 A2式：湘郷馬龍鐘 

A3 式：大悟雷家山編鐘 0222 号 A4 式：武昌木頭嶺 1 号鐘 B1 式：湘潭青山橋鐘 

B2 式：鐘祥花山編鐘 5：1920 号 B3式：武穴鴨児洲編鐘 9号 
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第 3 節 各時期における青銅甬鐘の分布状況 

 

以下の分布および考察の一部では、中原との差異を明確にするため、中原出土の甬鐘も

対象に含めている。主に主文様に羽文を持つ中原型甬鐘を用い、その分布状況は、先行研

究で集成した資料に記載された出土地を参考にしている（長澤 2017、宮本 2020）。 

１、鐘Ⅰ－1 期 

鐘Ⅰ－1 期（A1a 式）では、数点のみが湘江流域のみに分布する。中原型甬鐘が数多く、

随県葉家山 111 号墓 31を除き、窖藏遺構で出土する。本期は、長江中流域に青銅甬鐘が出

現する段階である。この段階（西周前期）の中原地域で宝鶏竹園溝 13 号墓（盧・胡 1988）、

翼城大河口 1 号墓（山西省考古研究院 2020）の中で、甬部に吊してひもで幹部が付く小

型青銅鐃が出現した。この幹部が大型青銅鐃では見られず、中原由来の属性である（宮本

2020）。一方、正鼓部文様、および全体の形態は長江中流域の有枚青銅鐃に関連性があり、

西周中期まで存続している。このように、幹部が出現した後、大型青銅鐃の生産が続き、

中原型青銅甬鐘が長江中流域に流通している可能性が高い。おそらく西周王朝の王畿地域

で生産されたものが各地域に搬入されたと考えられる。地域色はまだ見られないことを看

取する。 

 

 

 

 

 
31 葉家山 111号墓が集中している中原地域に離れるところに、すなわち湖北省に位置する。また、墓の

年代は西周前期後半であるが、A2式という乳釘文青銅甬鐘に併行する。 

図 5－8 鐘Ⅰ－1 期における青銅甬鐘の分布状況 
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２、鐘Ⅰ－2 期 

鐘Ⅰ－2 期（B1、A1b、A2式）では、数量が増加し、江西省の贛江流域へ拡散している。

この分布現象は西周前期後半～西周中期に併行する鐃Ⅳ期の分布範囲に近い。おそらく鐃

Ⅳ期を継承しつつ、鐘へと転換した段階であり、西周文化の影響が考えられる。中原地域

では、王畿地区窖藏での発見の他、周辺の諸侯国で副葬が見られる。一方、湘江流域、贛

江流域では埋納遺構のみである。本期に、長江中流域の甬鐘は中原文化拡散の背景の下、

発達し広がったと考えられる。また、湘江、贛江各流域に型式差は見られない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5－9 鐘Ⅰ－2 期における青銅甬鐘の分布状況 
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３、鐘Ⅱ期 

鐘Ⅱ期（B2、A3 式）では数量が減少するが、単独埋納に加えセットでの埋納が始まる。

湖北省北部における漢水中流域 32、湖南省南部、湘江上流域に分布する。A3 式は長江中

流域北部に集中し、B2 式はさらに南進する。この段階の中原では、中原型甬鐘に龍文、

鳳文という動物意匠が施されるようになり、長江中流域の甬鐘とは異なる地域色を帯びる

ようになる。一方、この段階の中原型甬鐘（西周後期）では、主文様に動物意匠が出現、

羽文の系譜も異なり、音楽性が高い編鐘となっている（長澤 2017、宮本 2020）。これらの

中原型甬鐘は、大型青銅鐃の系譜とは異なり、以下では分布の検討から除外したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
32 ここでは、2つの集中埋納がある。鐘祥県花山埋納遺構は甬鐘 7点を含み、西周後期に相当する。大

悟県雷家山埋納遺構は鐘 5 点、鼎 1点、武器/工具類の数点を含み、西周後期に相当する。 

図 5－10 鐘Ⅱ期における青銅甬鐘の分布状況 
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４、鐘Ⅲ期 

鐘Ⅲ期（B3、A4 式）になると、湘江、贛江流域には殆ど見られなくなる。B3 式は嶺南

地域、長江下流域に分布し、A4 式は長江主流の中流域（江漢平原）に分布するという地

域差が看取される。この段階では、セットでの埋納が殆どである。中原では編鐘として出

土する一方で、長江中流域が単数埋納、あるいは大規模な集中埋納である 33。 

注目すべきは、第 I 期以降の分布差である。第 I 期では、湘江、贛江各流域に分布の中

心があったのに対し、それが鐘Ⅱ期以降では、長江中流域などに変化していくことである。

いずれも、中原との比較においては、長江中流域の地域性と言えるものの、その「地域性」

の内容は大きく異なっていた可能性が伺えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 
33 集中埋納の場合、本論で扱わない青銅甬鐘が存在するが、湖北省武穴市の場合、川の中で出土する状

況（湖北省博物館 1984）が、一括として出土することが判断しにくい。また、浙江省江山県の場合、出

土状況も判断しにくい（柴 1995）。 

図 5－11 鐘Ⅲ期における青銅甬鐘の分布状況 
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第 4 節 長江中流域の青銅甬鐘の考察 

 

１、鐘Ⅰ期および、地方型甬鐘の起源 

 鐘Ⅰ期の長江中下流域の甬鐘に関して、中原地域のものとの法量（器高×重量）を比較

してみよう（図 5－12～14）。 

 まず図 5－12 において、中原二重細線文鐘と A1b 式の器高は 20～30cm であり、小型青

銅鐃の器高の範囲に収まる一方で、中原円圏文鐘と A1a 式はおおよそ 40～65cm で大型青

銅鐃の範囲である（朱 1995、李 1996）。このように、大きさから言うと、中原および長江

中下流域の 2 型式はほぼ対応し、なおかつ青銅鐃の大小にも対応しているのである。従っ

て、筆者としては、A1a 式と A1b 式は同様な発生過程を持つものと推定したい。すなわち、

大小の青銅鐃から、幹部を加え、中原で中原型甬鐘（中原円圏文鐘・中原二重細線文鐘）

が発生し、それらを経て、長江中下流域の A1a 式、A1b 式が生じたと考えるのである。 

中原型甬鐘は当初、「同規格 2 点＋別規格 1 点」、「同規格 2 点＋別規格 2 点」というセ

ット関係があり、厳密な同規格 3点のセット関係ではないことも知られている（王 2015）。

中原では、乳釘文甬鐘が出現した第Ⅰ－2 期になってはじめて、殷代の副葬制度を継承し、

3 点同規格のセットになる（図 5－13）。一方で、これらの中原型甬鐘に基づいた、長江中

流域の A1a 式、A1b 式、A2 式甬鐘は、セットでなく、単独埋納であり、40cm 以上のもの

が多い。これは鐘Ⅰ期の長江中流域において自律的に選択された結果ではないかと考えら

れる。 

こうしたセット関係のくずれは、B1 式においても看取される。図 5－14 は、中原沈線

文甬鐘とそれに基づく B1 式の法量を比較したものであるが、前者ではサイズの 3 区分が

明確である一方、長江中流域 B1 式では大まかには 2 区分しか確認できない。ここでも、

中原からの搬入品を基にした在地的変容が伺える。確かに、中原型甬鐘の系譜では、区画

線における凸線から沈線への発展が指摘されている（宮本 2020）。しかしながら、長江中

流域において、沈線文区画線を施す大型青銅鐃が存在することを考えると（向 2010）、第

Ⅰ-2 期において、中原青銅甬鐘を受容する一方、沈線文区画線を持つ大型青銅鐃の影響

の下、在地で生産されたものが B1式であろう。 

つまり、第 I 期では、在来の大型青銅鐃から直接に甬鐘が生じたのではなく、2 種の中

原型甬鐘から A1a 式、A1b 式がそれぞれ生じ、B1 式についても、中原で形成した甬鐘の幹

部と在来の沈線文区画線を持つ大型青銅鐃が融合する形で発生したと考えられるのであ

る。 

 

２、中原青銅甬鐘との比較 

 中原型甬鐘の文様では、正鼓部に L

字龍文、顧首鳥文（図 5－15）という

動物意匠が見られる（宮本 2020）。側

鼓部の鳥文（図 5－16 上）は、これは

二音演奏のための叩き部位を指すもの

である（馬 1981、朱・呂 1994）。さら

に西周中後期においては、鉦部、鼓部

の空白部分に銘文を施すことがある

（図 5－16下）。 

 地方型甬鐘は正鼓部に羽文が次第に

発展した。側鼓部には中原地域に類似
図 5－15 中原型甬鐘の動物意匠（宮本 2020

より 転載 左：L 字龍文、右：顧首鳥文） 
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する鳥文が B1、B2、A3 式では出現したが、変異羽文の出現に伴って A4、B3 式では鳥文が

見られなくなる。鉦部には銘文はなく、

文様を施文する。一方で、複数凸線の

羽文 1 から、羽文 2a、羽文 2b へとい

う変遷は中原地域と一致する。つまり、

中原型甬鐘からは動物意匠、銘文を受

容せず、正鼓部には地域的自律性が反

映されている。本来的に音楽記号であ

った側鼓部鳥文の消滅は、際立った音

楽性を有することとなった中原型編鐘

とはかなり異なる変化である。総じて、

地方型青銅甬鐘では、西周文化の影響

は徐々に衰退し、地域色が出現するこ

とが伺える。 

さらに、鉦体高×枚高を比較すると

（図 5－17）、中原型甬鐘では鉦体高と

枚高がほぼ正相関を示し、規範性が示

唆される。一方、地方型甬鐘は鐘Ⅰ期、

Ⅱ期では正の相関を示すが、鐘Ⅲ期か

らは中原地域と異なる分布範囲を示し

ている。枚部は、音の安定および残響

時間など音楽的機能に関わるのであるので（華・賈 1983、朱 1995）、長江中流域の甬鐘は

鐘Ⅲ期から、中原地域と同様の楽器として機能しなくなった可能性がある。地方型甬鐘で

は、口部内面に調音による人工痕跡も見られないことも、音楽的機能の消失を物語るもの

である。 

 纏めると、西周時代における中原型甬鐘は和音を求めて編鐘になっていく（長澤 2017）

一方で、地方型甬鐘では音楽的機能が発達せず、在来の大型青銅鐃段階から続く、在地的

祭祀機能が継続していると考えられる。しかしながら大型青銅鐃と異なる、単独でない複

数の埋納への変化は、中原地域の影響である可能性がある。 

 

３、長江中流域青銅甬鐘の展開 

鐘Ⅰ－1 期では、中原型甬鐘 A1a 式が搬入され、湘江流域のみに分布し、単独で埋納さ

れる。つまり、青銅甬鐘を自律的に選択、消費する段階である。これは、大型青銅鐃 A3

式が湘江流域に独占され、中原文化の一定的な関係を持つことであろう。 

 鐘Ⅰ－2 期頃から、中原地域の諸侯国の墓では 3 点セットの甬鐘が副葬品として出現し

た。一方、地方型甬鐘は前段階と同じく単独で埋納された。形態上は中原型甬鐘との類似

性が高いものの、B1 式と中原型の法量比較（図 5－16）では、西周前期～西周中期頃の長

江中流域において、模倣品を生産していた状況（施 2002、村野 2005）と類似したものが

看取される。中原型甬鐘が搬入されつつも、在地の大型青銅鐃の形態に基づいた、地域色

のある甬鐘が出現したのである。さらに、同時期の大型青銅鐃（Ⅳ期）とは、明らかな分

布差が存在する（図 5－18）。在地生産が認められる B1 式甬鐘が、主に湘江流域に広がる

一方、甬鐘に類似する C3 式鐃、沈線文区画線を持つ C4 式鐃が湘江流域を越えて、湘贛青

銅器文化圏という広い範囲に分布している。このように、B1 式甬鐘は湘江流域の在地集

団が中原との一定の関係を持ちつつも、在地文化を継承したことを示している。さらに、

図 5－16 中原型甬鐘側鼓部の鳥記号および銘

文の拓本（上：側鼓部の記号、下：銘文の拓本） 
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同時期に青銅鼎の在地生産が始まる事実（第 5 章）も、湘江流域の在地集団が西周文化要

素を取り込んだことを示していよう。一方で、中原との関連性が低い湘江流域以外の地域

は、大型青銅鐃によって集団祭祀を継続させていった。 

鐘Ⅱ期になると、これまで分布の中心であった範囲での数量が減少する傾向が見られる。

さらに、異なる系統である A 型、B 型甬鐘について分布差が出現する。B2 式は湘江流域、

長江中流域に、一方で A3 式は湖北省北部にまとまっている。また、A3式特有の区画線を

持つ緊密乳釘文甬鐘が中原地域に存在する（羅 1980）。つまり、地方型青銅甬鐘の中でも、

A 型と B 型の流通の差がこの段階から明瞭となっているのである。長江中流域において、

西周中期からの大型青銅鐃の消失に伴い（向 2008）、地方型青銅鼎を副葬品として利用す

るようになる（向 2005、村野 2005）という地域性の変容と、この現象が軌を一にするこ

とは興味深い。つまりこの分布差が、従来の湘贛青銅器文化がこの段階に内的変容を起こ

したことを示唆するものと考えたい。また、A3 式が湖北省北部にまとまる背景としては、

西周時代のこの地が曾、随、鄂国などの諸侯国という西周文化の範囲にあたることが挙げ

られる。さらに、西周前期併行の湖北省江陵万城遺跡では、同一製作工房の中で、王朝系

青銅器、地方型青銅器を生産することが認められる（陳 2019）。これは、この段階におけ

る西周文化と湘贛青銅器文化の相互的な影響関係を示すものと思われる。 

鐘Ⅲ期には湘江、贛江流域を中心とする地域の分布がなくり、中原型甬鐘との型式的差

異がさらに顕著化する。また地方型甬鐘（B3 式）の分布域が長江中流域支流から、長江

下流域、嶺南地域へ広がることが認められる。この場合、西周後期の西周文化が衰退する

とともに、中原青銅器文化の「礼制変革」の背景の下、和音を求める音楽機能の強化に基

づき、中原地域の編鐘と異なる展開が考えられる。一方、湘江流域を中心とする長江中流

域の場合、青銅鼎の製作が発達し、副葬品になっている。すなわち、湘江流域で従来の祭

 
図 5－18 鐃Ⅳ期と鐘Ⅰ-2 期の分布差 
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祀的機能の意味を失われ、威信財の機能が生まれる可能性がある。さらに長江下流域で華

東青銅器文化（角道 2014）、すなわち土墩墓文化（岡村 1986、宮本 1997）が勃興してお

り、当該地域を統合している共同体社会の中で、地方型青銅器の階層性が生まれる可能性

に関連する。したがって、長江中流域青銅器文化で、地方型青銅器の機能の改変に伴い、

社会身分を反映しえる青銅鼎が必要に基づき、長江中流域における地方型甬鐘が次第に消

失していく要因であろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5－12  A1 式甬鐘―器高と重量の相関    図 5－13 A2式甬鐘―器高と重量の相関 

  

図 5－14 B1 式甬鐘―器高と重量の相関    図 5－17 中原型と地方型甬鐘形態の相関 
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第 5 節 小結 

  

鐘Ⅰ－1 期に相当する時期には、西周王朝成立の下、殷周文化の青銅楽器の流通が広が

ったことが文献から伺える 34。文献記載に示される交流以外に、南北交流を示す晋侯蘇鐘

のような事例もある。高至喜氏は晋侯蘇編鐘の一部について、A 型（区画線が円圏文を施

し、幹部が付かないもの）（高 1997）としたが、これは本論の A1a 式より型式学的に遡る

ものである。高氏は、これを西周前期頃、長江以南の地域で生産、搬入されたものとして

いる（高 1997、1999）。こうした搬入品と、中原地域の小型青銅鐃が融合し、青銅甬鐘が

生まれた（宮本 2020）。A1a 式は主に湘江流域のみに分布するが、これは同時期の大 A3

式鐃（Ⅳ期）の分布と重なっている。長江中流域の青銅器文化は、中原で発生した青銅甬

鐘を受け入れたものの、単独埋納のような在来的あり方は保持された。すなわち、この段

階では長江中流域に位置する湘江流域が、鉱物資源獲得を目的とする西周と関係を持ち、

その結果、中原型甬鐘がここに流通していると考えられる。また、鐘Ⅰ－2 期（西周中期

頃）でも、「昭王の南征」35はじめ、中原からの強い影響を受けつつ、中原型甬鐘に類似

した甬鐘を出現した。この現象について、大型青銅鐃Ⅳ期に相当する時期から考えよう。

具体的にいえば、西周王朝は長江中流域に対して、政治的意図が行われた。すなわち、長

江中流域の人々を従えるために、この地域の祭祀具となっていた大型鐃を周の祭祀に採り

いれることにより、祭祀を通じて民を治めることができたと指摘された（宮本 2020）。一

方、長江中流域の青銅器文化は祭祀を通じて各集団が結びつき、統合によって生じる矛盾

を解消するために、西周文化の甬鐘に類似性が高いものを生産し始める。しかしながら、

それらは機能的には従来の大型青銅鐃と同様であり、在地での埋納による消費が続きなが

ら、在地的自律性を保っていることを示している。このように、長江中流域で、西周王朝

との接触が頻繁である湘江流域の在地集団が、当初の地方型青銅器文化から変化していっ

た。これは、弥生時代中期後半に、銅鏡が他地域に先駆けて発見される北部九州内におい

て、中心と周辺を形成する様相（辻田 2019）に対比できる。 

 鐘Ⅱ期以降、長江中流域の青銅器文化の地域性が変容する。これは、湘江流域の青銅鼎

の動態（村野 2005）、また南方地域における越式鼎の展開過程（横倉ほか 1990、向 2005）

と関連する。村野氏によれば、この段階に在地の階層性が強化され（村野 2005）、青銅器

の種類・機能が変わっていくという。こうした背景の下、鐘Ⅱ期には、青銅甬鐘を埋納青

銅器として用いる従来の長江中流域青銅器文化のあり方が終焉を迎えたと考えられる。さ

らに、鐘Ⅲ期は、西周後期～春秋前期という中原青銅器文化の転換期に相当し、曾国など

の諸侯国が湖北省北部に展開する。一方で、湘江流域の社会は再び等質化する（村野 2005）。

鐘Ⅲ期の長江中流域内において、従来とは異なる周辺地域で、在地的祭祀機能を継続させ

た地方型甬鐘が発達する背景には、こうした社会的要因があった可能性があろう。 

本章では、地方型甬鐘を研究対象として、長江中流域における地方型青銅器文化の展開、

および変容状況を提示した。長江中流域では、中原型甬鐘の型式に基づいて、西周中期頃

から在地生産が行われ、地方型青銅甬鐘が生まれる。そして、地方型甬鐘の展開は、長江

中流域青銅器文化全体に見られる社会変動と連動した可能性があることが判明した。当該

地域の青銅器文化全体を解明するため、次に地方型青銅鼎を検討しよう。 

 

 
34「紂愈淫乱不止。微子数諫不聴、乃与大師、少師謀、遂去。……殷之大師、少師乃持其祭楽器奔周。」

（『史記・殷本紀』）、「居二年，聞紂昏乱暴虐滋甚，殺王子比干，囚箕子。太師疵、少師疆抱其楽器而奔

周。」（『史記』周本紀）、「封諸侯，班賜宗彝，作分殷之器物。」（『史記』周本紀） 
35 注 25に参照 
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第５章 殷周時代における長江中流域の青銅鼎の展開 

 

 中原青銅器文化にとって青銅鼎は、最も重要な青銅器の一つである。中原青銅器文化の

拡大とともに、地方でも青銅鼎が受容されていった。前章までの青銅鐃・甬鐘の分析では、

その動態が、先学で指摘されてきた地方型青銅鼎あるいは典型的越式鼎の出現・動向に繋

がる可能性を指摘した。そこで本章では、殷後期～春秋時代にかけて地方型青銅器文化に

見られた青銅鼎を対象資料として、その系譜関係と展開を明らかにしていく。まず村野正

景氏の研究（村野 2005）を参考にし、地方型青銅鼎を抽出、型式設定を行う。その後、

一括遺物、共伴関係、中原青銅器との併行関係によって編年し、分布を検討する。 

 

第 1 節 青銅鼎の型式分類 

１、形式分類 

先行研究では、胴部形態、胴部の深さ、および足部形態によって大別され（林 1984、

1986）、文様のバリエーションによる細分が行われている（角道 2010）。中原青銅鼎との

の比較のため、長江中流域についても胴部、足部による分類を行う。 

（１）胴部形態 

最大径の位置、口縁から底部にかけての側視形によって、以下の 6 種類に分けられる。 

浅い円腹：口縁部が少し突出する、浅鉢形の胴部。胴部最大径は頸部近くに位置する。

側視形では、頸部から底部にかけての径の差が顕著でない。浅い円腹 a、浅い円腹 b の 2

バリエーションが存在する。 

深い円腹：口縁部が少し突出する、側視形がやや膨らむもの。底部が丸底である深鉢形

である。胴部が器高全体の半分を占める。 

外反垂腹：頸部がくびれ、口縁部が外反する。胴部最大径が底部に近くに位置し、側視

形が垂腹であるもの。 

釜形円腹：口縁部が外反し、屈曲形態が「く」字形を呈する。胴部最大径が頸部と底部

の中間に位置する。側視形は釜に類似する。口縁が外反するか、口唇部が肥大化し盤状を

呈するかによって 2 バリエーションが存在する。この釜形円腹は中原地域では見られず、

盤状口縁は春秋時代における越式鼎の特徴と言われる（横倉ほか 1990、吉開 1999）。 

（２）足部形態 

 側視形、断面形によって、以下の 6 種類に分けられる。 

錐柱足：先端は平らであるが、上下両端の径に差が見られる。側視形は台形に類似し、

断面は円形である。上端部に文様を施すものが多く、中原型として捉えられる。 

柱足：先端が平らで、上下両端の径に殆ど差がないもの。中原型として捉えられる。 

くびれ柱足：やや細い柱足でくびれを持つもの。上下両端の径差は顕著でない。断面は

半円形である。中原地域では太い柱足が知られ、細いものは地方型と考えられる。 

蹄形柱足：上端の膨らみが顕著で、下端部が獣蹄化するもの。断面は円形である。獣蹄

形足の原始的形態で、西周後期によく見られる（角道 2014）、中原型である。 

獣蹄形足：上端が膨らみ、動物意匠化が進んだ本格的獣蹄である。断面が鋭い多辺形を

なす。楚式青銅器として捉えられる。 

 外反足：「越式鼎」にみられる（横倉ほか 1990）、明確に外反する足部。先学（村野 2005、

向 2008）を参照すると、床に接触する端部の形態によって 2 区分できる。1 つは、床に一

点で接する端部を持つ、側視形が刀子のような外反尖足で、もう 1つは、より細く、下端

部が屈曲して床に接する外反細足である。いずれの断面も殆どが半円形である。 
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（３）属性の相関と形式設定 

以上、（１）（２）の形態を組み合わせ（表 6-1）で、下記のような 12 種のバリエーシ

ョンを見出すことが出来る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6－1 青銅鼎の形態 
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①深い円腹×錐柱足  

②深い円腹×柱足 

③深い円腹×獣蹄形足 

④浅い円腹 a×くびれ柱足  

⑤浅い円腹 a×外反尖足  

⑥浅い円腹 a×外反細足  

⑦外反垂腹×くびれ柱足  

⑧釜形円腹 a×くびれ柱足  

⑨釜形円腹 b×外反細足  

⑩浅い円腹 b×外反細足  

⑪浅い円腹 a×蹄形柱足  

⑫深い円腹×外反細足 

これらを殷周時代の青銅鼎に比較すると、①、②は殷後期～西周時代の柱足鼎、③は楚

式鼎、⑪は西周後期～春秋前期の蹄足鼎にそれぞれ対応できる（林 1984、1986、劉 1995、

袁 2015）。また先学によれば、⑤、⑥、⑨が越式鼎の古段階、⑩、⑫が典型的無文外反足

越式鼎（横倉ほか 1990）、④、⑦、⑧が越式鼎の祖型または始原形とされている（村野 2005、

向 2005）。一方で、文様からすると、⑪の一部が越式鼎の古段階とされ（横倉ほか 1990）、

長江下流域の⑪については S 形龍文、S 形雲文、連続夔文を持ち、地方型文様の系列とさ

れている（岡村 1986）。また、⑤、⑦の胴部文様には囧井文、櫛文、曲折文、格子文など

が見られるが、囧井文は地方型青銅器の特徴で（林 1981）、連続夔文、櫛文、曲折文、格

子文などの幾何文は印文陶文化圏の文様（彭 1987）との関連が想定できる。そこで、①、

②、③を殷周時代の中原型あるいは楚式青銅鼎の搬入品と考え、これらを除いたものに関

して以下のように型式設定を行う。⑨については、Dd 型とすることも可能であるが、口

縁部から胴部まで、Da～Dc 式とはかなり異なるものであり、E 型としておく。 

 Aa 型：（上記④）足部がくびれ柱足であり、胴部形態が浅い円腹 a である。 

 Ab 型：（上記⑦）足部がくびれ柱足であり、胴部形態が外反垂腹である。 

 Ac 型：（上記⑧）足部がくびれ柱足であり、胴部形態が釜形円腹 a である。 

 B 型：（上記⑪）足部が蹄形柱足であり、胴部形態が浅い円腹 a である。 

 C 型：（上記⑤）足部が外反尖足であり、胴部形態が浅い円腹 a である。 

 Da 型：（上記⑥）足部が外反細足であり、胴部形態が浅い円腹 a である。 

 Db 型：（上記⑩）足部が外反細足であり、胴部形態が浅い円腹 b である。 

 Dc 型：（上記⑫）足部が外反細足であり、胴部形態が深い円腹である。 

 E 型：（上記⑨）足部が外反細足であり、胴部形態が釜形円腹 b である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 6－1 青銅鼎の胴部形態と足部形態の相関 
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図 6－2 地方型青銅鼎の形式 
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２、地方型青銅鼎の型式設定 

（１）Aa 型の型式設定 

Aa 型は高砂脊墓地 1 号墓で 3 点があるが、1 点（AM1:436）しか掲載していない。型式

区分は不可能である。共伴する中原型（AM1:18）と比較すれば、胴部が浅く、足部がくび

れた柱足である点が異なるが、胴部文様が獣面文と蝉文の配置で、形態も一致する。従っ

て、中原型の形態に基づいた、模倣品と考えられる。先学による型式学検討（施 2002、

村野 2005）のほか、AM1:4 では、底部笵線が三角形を呈し、これは長江流域の越式鼎によ

く見られる製作痕跡である（譚 1997）。したがって、Aa 型の形態は中原型に近いと言える

が、長江流域における製作技術による在地生産であることがわかる。 

（２）Ab 型の型式設定 

属性抽出 

a.足部断面形・文様 

 足部では、くびれた柱

足に獣面文を施すもの

から、獣面がくずれ、文

様を失う変化が想定で

きる。また、断面形が当

初は実芯の円形または

多角形であるが、その内

側に窪みが生じ、半円形

に近くなる。そして、窪

みが深化し樋状になっ

ていく。 

b.胴部深高比・文様 

 腹深度合では、深い胴

部から浅い胴部へと変

化することが想定される。これは、

深高比によって示され、値が徐々

に小さくなる。 

 また胴部文様のモチーフが変化

する。当初、中原青銅鼎の獣面文

と蝉文の組み合わせを参考に、在

地の主文様（囧文および井文）が

蝉文とともに表現される。その後、

在地化し、蝉文を失い、在地文様

のみが残る。さらに囧文、井文を

交互に配した文様帯のうち、井文

が意匠化し、西周時期の中原地域

でよく見られる夔龍、龍形などの

動物文様が出現する。その後、文

様帯の増加、主文様の単純化が見られ、龍形意匠を「ヨコ S」で表現し、櫛文、曲折文な

どの補助文様が出現する。 

 
36 中国の発掘報告では遺構の名称は、ピンインに基づいたアルファベットの略称が使用される。例えば、

「M」は墓（「墓葬（muzang）」）を示す。本論の記載においても本略称を使用する。 

図 6－3 地方型青銅鼎 Ab 型の属性変異 

 

図 6－4 地方型青銅鼎 Ab 型の胴部文様 
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c.口縁部形態 

 口唇部が平らで、口縁部から胴部までが一定の厚さのもの（あ）から、口唇部が鋭くな

り、先端に向かって細くなるもの（い）を経て、頸部屈曲が顕著になり、さらに、口縁部

の外反程度が一層に曲がるとともに、角度が大きくなり、やや水平方向へ伸ばしていくと

考えられる（う）。 

d.耳部位置・平面形 

渾鋳（一鋳）で口縁上に付く立耳から、分鋳で頸部上に付く附耳への変化、また耳部自

身も、厚い板状から、薄く環状の耳への変化が想定できる。また口縁に直立するかものか

ら、外反するようになる。 

表 6－2 地方型青銅鼎 Ab 型の属性相関 

 

属性の相関（表 6－2、図 6－5） 

まず、口縁部と深高比を見よう。口縁部「あ」

は、深高比 0.46～0.5にまとまるが、口縁部「い」

は、深高比の数値の 0.39 がやや小さくなる傾

向と想定できる。さらに、口縁部「う」は、深

高比 0.37～0.45 になり、顕著に小さくなる。

すなわち、口縁部が「あ」→「い」→「う」の

変化に伴い、浅腹化するといえる（表 6－5）。

また、足部断面形の中空化、足部文様の無文化

も、口縁部に相関する。さらに、胴部文様のモ

チーフ獣面文＋蝉文→龍文→幾何文という方

向、そして補助文様である櫛文、曲折文の出現

も上記諸属性と相関している（表 6－2）。また、

附耳は二例しか見られないが、口縁部がすべて

「う」であり、これも他と矛盾しない。耳部形態の板状から環状への変化も口縁部「あ」、

「い」→「う」への方向と一致する。これらに基づき、口縁部を軸として、以下のように

型式設定する。 

Ab1 式：胴部がやや深く、口縁部「あ」のもの。断面多辺形の有文柱足であり、胴部文

様に蝉文を施すもの。 

Ab2 式：胴部がやや深く、口縁部「い」のもの。獣面退化文様の柱足、胴部文様に龍文

を施すものが多い。 

0.3

0.4

0.5

0.6

あ(3) い(4) う(7)

深
高
比

口縁部形態

図 6－5 深高比×口縁部の相関 
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Ab3 式：胴部が浅く、口縁部「う」のもの。無文柱足で、胴部文様に幾何文、補助文様

を施すものが多い。 

（３）Ac 型の型式設定 

Ac型の既存資料は 10点あるが、報告されたもの 4点しかない。数量的検証が難しいが、

各器物を見ていこう。 

 高砂脊出土鼎（AM1:7）：口縁部上に立耳が付き、口唇が方形で、口縁が外反する。Ab

型の口縁部「あ」に類似する。胴部形態は円腹で、獣面文帯の下に、連続する蝉文を施す。

足部はくびれ柱足であり、上端部に獣面文を施す。 

 寧郷黄材栗山収集鼎：上記高砂脊鼎の形態におおよそ類似する。と見られる。一方で、

胴部文様が無く、くびれ柱足の上端部には退化した獣面が付く。 

 湖南博物館蔵鼎・広東対面山 M59:1 鼎：胴部文様が無いことは、栗山収集鼎同様である

が、くびれ柱足の上端部が獣面文も無くし、くびれ柱足の形態のみ保っている。広東対面

山 M59:1 鼎のみ足部がやや外反し、全体的に平たく、他との差異が大きい。 

 こうした変異は、Ab 型足部や胴部文様の変化方向と同様と考えれば理解しやすい。つ

まり、足部では獣面文の退化、胴部文様では蝉文が最初くると考えられる。検証は難しい

が、足部の形態差によって、3 型式を設定することが可能であろう（図 6－6）。 

 Ac1 式：高砂脊 AM1:7鼎 

 Ac2 式：寧郷黄材栗山収集鼎、湖南博物館蔵鼎 

 Ac3 式：広東対面山 M59:1 鼎 

 

 

 

 

 

 

 

   Ac1 式            Ac2 式           Ac3 式 

（４）B 型の型式設定 

属性抽出 

 図 6－7 は、口径（横軸）と胴深

（縦軸）の相関を示したものである

が、2 つの不連続（大・中・小）が

あり、これは時期差である可能性が

ある。また、耳部形態が、板状方形

から丸気味の半円形へ変化するこ

とが想定できる。胴部文様に関して

は、S 形雲文、連続夔文、重環文な

どのバリエーションがあるものの、

文様では変化が想定しにくい。ただ

し、胴部主文様の複雑性、有無につ

いていえば、主文様の簡素化が考え

られる。 

図 6－6 地方型青銅鼎 Ac 型の型式変化 

 

図 6－7 地方型青銅鼎 B 型胴部のサイズ 
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属性の相関 

 表 6－3 では、器物

サイズの小型化に伴

って、耳部が小型化、

耳部平面形が板状方

形から丸気味の半円

形と変化する様相が

読み取れる。また、胴

部文様は一定のサイ

ズに集中する傾向を

示す。「S」形雲文、重

環文は大型、中型に、

連続夔文は中型、小型、

無文は小型に集中す

る。以上から、サイズ

差を軸として 3 型式を設定する。 

 B1 式：大型で、耳部は大きい方形、胴部に S 形雲文、重環文を施すもの。 

 B2 式：中型で、耳部は大きい方形、胴部に重環文、連続夔文を施すもの。 

 B3 式：小型で、耳部は小さい半円形、胴部の文様がないもの。 

 

（５）C 型の型式設定 

属性抽出 

a.足部形態 

 足部断面形は Ab 型と同様な変遷

過程が見られる。すなわち、内側の

青銅用量が減少し、中実足から次第

に中空になっていくものである。湘

江流域における在地系 B 鼎の足部で

も同様の指摘がなされており（村野

2005）、本論でもこれを用いる。一方

で、平面形によって、緩やかな外反

足と、角ばる外反足を細分できる可

能性がある。 

b.胴部文様 

 まず、最も顕著

な変化として、主

文様が夔龍文か

ら簡略化（瞳の退

化）することが挙

げられる（村野

2005）。他では、

補助文様が連続

点文から変化し、

文様帯が広がり、

表 6－3 地方型青銅鼎 B 型の属性相関 

 

表 6－4 地方型青銅鼎 C 型の属性相関 

 

 

図 6－8 地方型青銅鼎 C 型の属性変異 
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印文陶文化の文様（曲折文・櫛文など）を施すようになることが想定できる。これは、補

助文様の増加と捉えられ、最終的には夔龍文が消失し、印文陶文化の文様のみとなる。 

属性の相関（表 6－4） 

 足部形態と胴部文様との相関をみると、断面半円形が胴部有瞳夔龍文と、断面が内側に

凹む、あるいは中空のものが、変形夔龍文など簡単化したものと相関する。これらは、補

助文様の発達（櫛文、曲折文の出現）ともおおむね相関する。これらを基に、足部形態を

軸として、型式を設定する。 

C1 式：足部断面が半円形のもの。足部は緩やかな曲線を描く。補助文様が連続点文、

主文様には有瞳龍文を施す。 

C2 式：足部断面形が凹み、足部が緩やかな曲線を描く。補助文様には曲折文が出現す

る。 

C3 式：足部が中空で、屈曲外反する。主文様が幾何文になり、補助文様は曲折文と櫛

文である。 

 

（６）Da 型の型式設定 

属性抽出 

a.形状 

口径／器高の散布図を作成す

ると、3 群（口径／器高＝1.5 以

上、1.0～1.1、1.0 以下）が認め

られ、それぞれが回帰線を形成す

る。青銅鼎の形状について、横長

方形（1.5 以上）→やや正方形

（1.0～1.1）→縦長方形（1.0 以

下）という変化方向が想定できる

（図 6－9）。 

b.足部 

 足部には中実、中空の 2 種があ

る。また、側視形が緩やかな曲線で外反するもの（Ⅰ形）と、下端部で屈曲するもの（Ⅱ

形）が存在する。中実Ⅰ

形→中空Ⅰ形→中空Ⅱ形

という方向性が想定でき

る。 

c.胴部形態・文様 

 胴部形態では、下半部

の拡張、直腹化が想定さ

れる。胴部文様では、文

様自体の連続的変化は考

えにくいが、文様の複雑

化、すなわち、無文→一

本凸線文/変体雷文→波

浪文という方向を想定し

たい。 

 

 

図 6－10 地方型青銅鼎 Da 型の属性変異 

図 6－9 Da型の口径×器高との相関 
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d.耳部形態・文様・装飾 

 耳部の形態は、正方形から長方形へ、口縁への付き方は、垂直から外反へ、文様は装飾

の大型化が想定される（図 6－10）。 

属性の相関（表 6－5） 

 足部形態と形状に関しては、中実Ⅰ形／横長方形、中空Ⅰ形／横長方形、あるいは正方

形、中空Ⅱ形／縦長方形という対応関係が見られる。つまり、器高が高まるに伴い、足部

形態が中実Ⅰ形→中空Ⅰ形→中空Ⅱ形と変化したのである。 

この変化には耳部も対応しており、方形・無文・垂直→方形・有文・垂直→長方形・有

文・外反という、想定したものと矛盾しない。以上から、形状を軸をとして型式を設定す

る（図 6－11）。 

表 6－5 地方型青銅鼎 Da 型の属性相関 

 Da1 式古相：形状横長方形であり、中実Ⅰ形足部、無文方形耳の装飾が小さいもの。 

 Da1 式新相：形状横長方形であり、中空Ⅰ形足部、無文方形耳を持つもの。 

 Da2 式：形状正方形であり、中空Ⅰ形足部、有文方形耳が外反するもの。 

Da3 式：形状縦長方形であり、中空Ⅱ形足部、外反する有文長方形耳に牛角を飾るもの。 

 

 

 

（７）Db 型の型式設定 

属性抽出 

a.口縁・胴部形態 

 口縁が外反するものから、次第に内傾する変化、胴部最大径が下半へ下がり、直腹から

垂腹への変化が想定される。 

図 6－11 地方型青銅鼎 Da 型の型式変化 
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b.耳部の位置・サイズ 

 耳部位置が口縁上に付くものから、頸部に付くものへの変化、大型化が考えられる。 

属性相関 

 口縁が内傾するものは、垂腹の胴部や大型付耳に限られる。一方で、浅鉢直腹の胴部は

小型立耳に対応する。上述の属性変化はおおむね認められたといえよう（図 6－12）。 

Db1 式：口縁から底部にかけてそのまま立ち上がる直腹であり、小型立耳のもの。 

Db2 式：口縁がすぼまる垂腹であり、大型附耳のもの。 

     

 Db1 式           Db2式 

図 6－12 地方型青銅鼎 Db 型の型式変化 

（８）Dc 型の型式設定 

 6 点すべてが深い円腹、無文、外反細足であり、一型式とする。横倉氏ら（1990）の A

類Ⅰ式に対応する。 

（９）E 型の型式設定 

E 型の報告資料は 6 点ある。数量的検証

は難しいが、上記の諸形式で示した変化

のうち、特に足部に注目すると、おおよ

その変遷が掴める。各出土例を見ていき

たい。 

 まず、以上で示した足部の変遷を鑑み

ると、足部中実のものとして、衡南胡家

港墓Ⅳ式鼎が知られる。耳部形態が大型

方形で、盤状口縁、釜形胴部に凸線を施

す。また類似するものとして、高安太陽

墟墓の盂形鼎が挙げられる。 

 足部稜線が顕在化し、断面三角形であ

るのが、賀県龍中岩洞墓のⅢ式鼎、断面

半円形であるのが羅定背夫山 M1：16、賓

陽韋坡戦国墓 M1：14 である。四会鳥旦山

墓 M1：1 は、足部が残らず難しいが、頸

部の表現や、半円形耳部という点では、

賓陽韋坡戦国墓 M1：14に類似する。以上

より、少なくとも 2 型式が認められる（図 6－13）。 

 E1 式：足部中実で断面円形であるもの。盤状口縁がやや斜めになり、方形立耳を持つ。

衡南胡家港墓のⅣ式鼎、高安太陽墟墓の盂形鼎が該当する。 

 E2 式：足部断面が半円形、あるいは三角形であるもの。盤状口縁が平坦化し、小型の

半円形附耳を持つ。四会鳥旦山墓 M1：1、賀県龍中岩洞墓のⅢ式鼎、羅定背夫山 M1：16、

賓陽韋坡戦国墓 M1：14が該当する。

図 6－13 地方型青銅鼎 E 型の型式変化 
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第 2 節 地方型青銅鼎の編年 

 

 地方型青銅鼎の時期幅は、西周～戦国期併行である（彭 1984、横倉ほか 1990、向 2008）。

出土状況は殆どが墓であるが、伝世の可能性を考慮する必要がある。ここでは、諸遺跡か

ら出土した青銅器を中心とする編年研究の成果を参照し、墓の営造年代を各型式の下限年

代としたい。 

 高砂脊遺跡 AM1 の一括資料は、Aa 式、Ab1、Ac1 式が共存していたことを示している。

報告書によれば、西周中期前段が与えられる（湖南省文物考古研究所ほか 2001）が、中

原型青銅鼎、および Aa型、Ab1、Ac1 式が殷後期の青銅鼎に対比でき、青銅器の一部の年

代は殷末周初期までに遡る（施 2002）。AM1：18 の中原型青銅鼎は「酉」銘文を持ち、そ

の浮き彫り獣面文は殷墟小屯 M5：758 に類似する。また、AM5：53 中原型青銅鼎の囧文と

井文を交互に配した文様帯は、殷墟小屯 M821：11 と似ている（施 2002）。Aa 型では、口

縁部は中原型に類似するが、胴部文様が AM1：18 に近く、小屯 M5：758 よりも簡略化され

ている。これらは、中原型が在地的に改変されたものといえよう。なお、先行研究の編年

によると、AM1：18 鼎（中原型青銅鼎）は殷末周初期併行とされ（施 2002）、搬入品もし

くは模倣品で、墓の営造年代（西周中期併行）に埋置された（湖南省文物考古研究所ほか

2001）。また、村野氏は、高砂脊遺跡 AM1 の青銅鼎について、胴部文様および胴部側視形

との対比から、中原型（華北生産型）→Aa 型（第Ⅰ型式）→Ab1 式（第Ⅱ型式）という製

作順序を示したが（村野 2005）、これも本章の分類と矛盾しない。以上より、Aa型の上限

年代は西周前期頃に相当し、Ab1 式が西周中期併行であろう。また、Ac1 式との共伴関係

によって、さらに段階区分できる可能性があるものの、全体としては西周前期～西周中期

に併行する年代が与えられる。 

Ab2 式は安徽屯溪 3 号墓から、C1 式は屯溪 1 号墓から出土した。これらの墓の年代につ

いては、共伴する中原型青銅器の年代が西周中期頃であるため、墓の営造年代が西周中期

以降と考えられている（張 1998）

が、さらに下げて西周後期～春秋

前期頃とする見解もある（岡村

1986、西江 1987、角道 2014）。角

道氏の研究によれば、本墓の Ab2

式は西周後期の型式の模倣とさ

れる（角道 2014）。このように、

屯溪墓の営造年代は春秋前期に

相当するものの、青銅器の一部は

西周後期に遡る年代を示してい

る。また、株洲白関越人墓も Ab2

式青銅鼎を出土し、共伴する戈、

釿、矛は西周後期に相当する（雷

1999）。C1 式に関して岡村氏は、

その文様が西周中期後半よりも後出であり、西周後期に併行すると考えた（岡村 1986）。

したがって、Ab2、C1 式の年代を西周後期～春秋前期併行とすることができる。 

Ab3 式としては、資興旧市 M276 出土品が挙げられる。共伴する青銅剣は西周後期に比

定でき、この墓の営造年代は春秋前期と考えられる（湖南博物館 1982、西江 1987）。 

B1 式は、中原型と比較すると、洛陽中州路 M2415 出土鼎（春秋前期併行）に類似する

（中国社会科学院考古研究所 1959）。文様には、重環文、龍文、窃曲文が施され、これら

表 6－7 桃江腰子侖墓地の編年（向 2008）の対応 
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は西周青銅器の影響を引き継ぐものとされる（岡村 1986）。これらから、B1 式は西周後期

～春秋前期に併行すると考えられる。 

Da1 式古相が 3 点出土した丹徒煙墩山墓陪葬坑は、丹徒煙墩山墓と同じく西周中期に併

行すると考えられている（岡村 1986）。しかしながら、これは上限年代であって、共伴す

る中原型青銅器はないものの、西周後期併行に下る可能性も考えられる。さらに、本型式

を出土した磨盤墩、母子墩（春秋前期併行）の地方型青銅器は、上述の安徽屯溪 1 号墓に

類似し、これらの 3 墓は同一年代と考えられる。そして、煙墩山陪葬坑の Da1 式古相もほ

ぼ同時期に属する遺物と考えられており（角道 2014）本陪葬坑も西周後期～春秋前期に

相当すると考えられる（馬 1987、周亜 1997、鄭 2007、角道 2014）。Da1 式新相が安徽青

陽県龍岡 M2、湘潭県古塘橋墓で、Da2 式が桃江腰子侖 M033、M026 で、Da3 式が桃江腰子

侖 M029、M032 で出土している。龍岡 M2 の出土状況は良好であり、春秋中期に相当する土

器と共伴し、墓の年代と考えられる（青陽県文物管理所 1998）。湘潭県古塘橋墓の Da1 式

新相の文様は、洛陽中州路墓出土の獣蹄形足鼎（春秋前期）に類似する（中国科学院考古

研究所 1959）。Da1 式新相と中原鼎との差を考慮すれば、やはり春秋中期頃併行とするの

が妥当であろう（西江 1987、横倉ほか 1990）。桃江腰子侖墓地は三期に分けられている（向

2008）。これに基づくと、M033、M025、M029 の時期が向氏の第二期、M078、M032 が第三期

であり、本章の Da2、Da3 式の方向と矛盾しない（表 6－7）。 

Db 型も桃江腰子侖墓地 M098、M060、M025、M079で見られ、Db2 式が M019、M108、M095

に伴う（益陽市文物管理処 2003）。M019、M108、M095 は第三期、M098、M060、M025、M079

が第一期～第三期に位置づけられている（向 2008）。これに基づくと、Db1 式が第一期か

ら長期間存続し、Db2 式が第三期から出現すると考えられる。なお、Db2 式のさらに型式

変化したものが有蓋越式鼎であり、長沙楚墓、包山楚墓、江陵雨台山楚墓などで出土する。

これらの墓には楚墓系遺物が共存し、戦国中期～戦国後期に併行するとされる（間瀬

1986）。こうした現象を考慮すると、Db2 式青銅鼎が長期間存続し、楚文化の影響受けつ

つ変化していったことがわかる。以上より、Db1 式を春秋中期～春秋後期前半、Db2 式を

春秋後期後半～戦国前期とできよう。Dc 式については、広東四会鳥旦山戦国墓、羅定背

夫山戦国墓で E2 式との共伴関係が見られる。報告書によれば、両墓の年代は春秋後期～

戦国前期に併行する（広東省博物館 1975、1986）。また、王家山、江蘇六合程橋東周墓の

出土例は、共伴する紐鐘、青銅剣、戈戟の形態が寿県蔡侯墓、信陽楚墓のものに類似し、

春秋末期と考えられる（南京博物院 1965）。 

 以上の検討により、青銅鼎についてⅠ～Ⅳ期の編年が可能である。 

 鼎Ⅰ期は、Aa 型、Ab1 式、Ac1 式を主として、殷末周初期～西周中期に併行する。 

 鼎Ⅱ期は、B 型、C 型、Da1 式古相の出現を基準とし、西周後期～春秋前期に併行する。 

 鼎Ⅲ期は、A 型の消失、Db 型、E型の出現を基準とし、春秋中期～春秋後期前半に併行

する。 

 鼎Ⅳ期は、Dc 式の出現、B 型、C型の消失を基準とし、春秋後期後半～戦国前期に併行

する。 
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図 6－14 地方型青銅鼎の編年 
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第 3 節 各時期における青銅鼎の分布状况 

 

 以上の諸型式の分布を各期で検討する。長江中、下流域における中原型青銅鼎、および

楚式青銅器についても、先行研究の編年を参照しつつ（林 1984、1986、岡村 1986、劉 1995、

角道 2010、袁・張 2015）分布図に示す。 

１、鼎Ⅰ期 

 鼎Ⅰ期では、地方型青銅鼎の数量が少なく、Aa 式、Ab1 式、Ac1 式のみ存在し、中原型

青銅鼎を共伴する墓が湘江流域に存在する 37（湖南省文物考古研究所ほか 2001）。一方、

中原型青銅鼎の分布からみると、長江中下流域まで広がっている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
37 Aa式、Ab1式、Ac1式合計 7 点が同じ墓で出土している（湖南省文物考古研究所ほか 2001）。墓の年代

は西周中期頃であるが、中原型に模倣する Aa式が殷末周初期に遡られる（施 2002）。 

図 6－15 鼎Ⅰ期における地方型青銅鼎の分布状況 
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２、鼎Ⅱ期 

Ab2 式、Ab3式、Ac2 式の段階である。A 類 38が周辺地域へ拡散し、C1 式、Da1 式が長江

下流域に出現、土墩墓の分布範囲に重なる。これは、C 類、D 類青銅鼎が本来的に長江中

流域の地方型青銅鼎ではないことを示すと同時に、長江中・下流域がそれぞれ異なる様相

であることも窺える。また、長江中流域では殆ど中原型がなくなる一方、長江下流域では

一貫して中原型の存在が認められる。こうした点からも、中原型と関連性が高い B1 式が

長江下流域に広がるのは自然である。中原型の新しい文様、器形が、当該地域の青銅器製

作に反映されたのであろう（岡村 1986）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
38 A 類青銅鼎は、副葬を除き、集中埋納の例が見られる。湘潭青山橋集中埋納で、Ab2 式 1 点、Ab3 式 2

点という地方型青銅鼎があり、西周前期～中期に相当する中原型青銅爵、尊など青銅器を共伴する（袁

1982）。 

図 6－16 鼎Ⅱ期における地方型青銅鼎の分布状況 
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３、鼎Ⅲ期 

 鼎Ⅲ期では従来の A類青銅鼎が消滅し、E 型が長江中流域に出現する。前段階に長江下

流域で発生した B 類、C 類、D 類といった型式が増加する一方、長江下流域の青銅鼎自体

が少なくなり、殆ど見られない。楚式鼎 39が長江中流域の北岸に集中しており、発達する

ことがわかるが、長江流域の南岸が希少であり、湘江流域に入らない段階と考えられる 40。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
39 楚式鼎は中原型青銅鼎を取り上げ、楚という諸侯国の地域性を帯びた鼎である。すなわち、周という

中原社会に基づく青銅器文化から製作した鼎である。 
40 この段階の湘江流域の墓で時期差がある複数の青銅鼎が出土する例が見られるが、墓年代の時期幅が

鼎の時期幅に相当し、一括遺物として扱う。 

図 6－17 鼎Ⅲ期における地方型青銅鼎の分布状況 
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４、鼎Ⅳ期 

 鼎Ⅳ期では、長江中流域、長江下流域、嶺南地域によって異なる様相を呈する。長江中

流域では D 類の Da3 式、Db2 式、嶺南地域では E2 式、Dc 式 41が主に分布し、長江下流域

では Dc 式しか見られない。長江中流域では地域色が持続されるが、分布範囲が収縮傾向

にある。楚式鼎はさらに発達しており、前段階より、長江中流域にさらに南進する分布が

見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
41 嶺南地域で鼎を副葬する墓は一括資料からみると、戦国中後期に相当する墓があるが、共伴する器物

の時期差が存在し、本論で設定した型式の年代を与えたい。 

図 6－18 鼎Ⅳ期における地方型青銅鼎の分布状況 
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第 4 節 殷周時代における長江中流域の青銅鼎の展開 

 

１、地方型青銅鼎の地域性と変遷 

長江中流域出土青銅器は中原型、融合型、地方型に分けられることが一般的である（熊

1986、高 1992、何 1996、王 1992、向 2008）。本章では、融合型、地方型を以下のように

定義する。 

融合型：中原青銅器の型式に類似するが、在地的属性を持つもの。 

地方型：中原青銅器の型式とは全く異なるもの。 

これらを念頭におき、各型式の系譜を検討したい。 

（１）A 型 

先学において A 型に関しては、中原型→在地系 A の第Ⅰ型式（Aa 式）→在地系 A の第

Ⅱ型式（Ab1式）、同様に Ac1 式も在地製品と考えられた（村野 2005）。或いは、中原型→

Aa 式、中原型→Ab1 式、中

原型→Ac1 式とする考えも

ある（施 2002）。本章の検

討によると、A 型のくびれ

柱足は、殷墟文化の鼎から

受容したものと考えられ

る。殷墟郭家荘 160 号墓鼎

の足部が候補として挙げ

られるが、A 型のくびれ柱

足より太い。また、Aa 式、

Ab1 式、Ac1 式の文様配置

は獣面文＋蝉文であり、殷

墟期の鼎の文様配置に類

似する（施 2002）。一方、

Ab1 式の主文様帯では、地

域色が強い囧井文（林 1981）

が出現し、文様が在地化し

ている。 

次いで Ab2式では、西周

文化に類似する龍文が見

られるものの、モチーフを

改変している。すなわち、

Abl 式の囧文＋井文が、囧

文＋龍文となっているの

である。西周後期中原型の

模倣品とされる屯溪 M3：11

出土鼎（角道 2014）も、こうした西周文化の影響であろう。さらに Ab3 式には、印文陶

文化圏よく見られた櫛文、曲折文を施し、地域色が強調されている（図 6－19）。 

以上に基づくと以下のような過程が導かれる。搬入された殷墟文化の青銅鼎に基づき、

殷文化に近い型式 Aa 型がまず出現した。その後、在地化を通じて、囧文＋井文を施す Ab1

式、在地土器の釜形胴部を持つ Ac1 式が生まれた。すなわち、Aa 型が模倣品であり、Ab1

式、Ac1 式が融合型青銅鼎である。続く Ab2 式は、西周文化の影響が見られ、さらに Ab3

図 6－19 地方型青銅鼎 A 類の在地化 
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式、Ac2 式で当該地域独特の型式に定型化したといえるであろう。 

 

 

（２）B 型 

 B1 式は角道氏による西周後期後段

の丁 a 類（角道 2010）、林氏の一〇型、

一一型（林 1984）に類似し、西周後

期～春秋前期にかけての中原型から

生まれたと考えられる。長江下流域

では、諸侯国の青銅鼎を模倣しつつ、

地域色を持つ文様を施し、B1 式の在

地生産が行われた。長江中流域では

B1 式が殆ど見られず、続く B2 式、B3

式が多い。B2 式、B3 式の形態は小型

化、文様は簡単化する。これらの型

式は、中原型の影響ではなく、長江

下流域との交流によってもたらされ

た B型が在地化したものであろう（図

6－20）。 

（３）C 型・D 型 

C 型、Da 型、Db 型、Dc式は外反足

であり、いわゆる「越式鼎」と関連

がある（横倉ほか 1990）。こうした外

反足の出現は、在地土器の形態に関

連するという見解が一般的である

（葉 1988、村野 2005）。長江下流域の土墩墓文化圏において、B1 式蹄形足部と C1式の外

反足を融合し、地方型青銅鼎 Da1 式が出現したのである。ここに長江下流域に越式鼎を特

図 6－22 地方型青銅鼎 D 類の在地化 

 

図 6－20 地方型青銅鼎 B 型の在地化      図 6－21 地方型青銅鼎 C 型の在地化 
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徴とする青銅器文化が認めらたことになる（角道 2014）。具体にいえば、まず、寧郷炭河

里遺跡で出土した残足部が挙げられる。その平面形態は刀子のような形であり、春秋期の

越式鼎足にも認められる（湖南省考古文物研究所 2006）。これは、本章で設定した型式 C2

式の足部に比較すれば、平面形の類似性を見出せる一方、外側の上端部に文様を施文し、

A 類のくびれ柱足の文様配置に類似すると言える。このように、安徽省の屯溪土墩墓の C1

式から長江中流域に達し、在地化している過程を示しており、C2 式が C1 式に基づき、在

地化したものと捉えられよう（図 6－21）。 

次、Da 型、Db 型の場合、すべて外反細足である。Da1 式古相は元々長江下流域に位置

する華東青銅器文化圏の丹徒煙墩山土墩墓の陪葬坑で出土した。華東青銅器文化から生ま

れた Da1 式古相を継承し、Da1 新相になっている。しかし、Da1 式新相が長江中下流域で

散布し、数量も極めて少ない場合、詳細に検討することが難しいであろう。一方、Da 型

青銅鼎の系譜を考慮すれば、Da2 式が主に長江中流域に分布しており、Da1 式新相に基づ

き、在地生産が考えられる。さらに、長江下流域で呉越文化に展開したが、Da1式新相が

見られなく、それより晩い段階で出現した Dc 式の胴部形態は文様がなく、深い円腹であ

り、おおよそ胴部形態の変遷を示している。このように、胴部が浅い形態を維持し、凸線

文が出現する Da1 式新相も長江中流域で生産する可能性があり、地域間の関係を示してい

るものではないかと考えられる。さらに、Da 型、Db 型の分布からみると、長江下流域、

安徽省を経て、長江中流域に達するルートが見られる。この外反細足は元々長江下流域の

文化要素が想定でき、長江中流域の在地化しており、Da1 式新相、Db1 式が出現し、それ

ぞれ型式的展開と考えられる。Dc 式は長江中流域に見られなく、長江下流域、嶺南地域

に分布しており、長江中流域に受容していないものであろう。これは、長江下流域の外反

細足を持つ Da1 式から在地的変化を通じて、Dc式が出現してきたことと考えられる（図 6

－22）。 

（４）E 型 

E 類の胴部形態は Ac2 式に類似し、

足部形態は外反細足類である。さらに、

長江中流域に位置する寧郷炭河里遺

跡で、釜形胴部鼎の土器があり、在地

的土器と考えられる（湖南省文物考古

所 2006）。分布では、鼎Ⅱ期に生まれ

た外反細足の形態が長江中流域へ広

がり、鼎Ⅲ期に定着する。したがって、

地方型青銅鼎 E 型は、長江中流域にあ

った Ac 型と、Da1 式の外反細足が融

合したものと言えよう。 

 以上、長江中流域の地方型青銅鼎は、

殷末周初から戦国前期まで存続する

が、それは殷墟期の青銅鼎を受容し、

西周中期以降、西周文化や長江下流域

の影響も受けながら在地化した過程

と言える（図 6－23）。 

 

 

 

図 6－23 地方型青銅鼎 E 型の在地化 
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２、長江中流域の青銅鼎の展開 

（１）鼎Ⅰ期（西周前期～西周中期） 

 中原青銅器文化の青銅鼎に関連する Aa 型、Ab1 式、Ac1 式が長江中流域で在地生産され

始める。その後、西周文化の青銅鼎が搬入され、その影響を受けつつさらに在地化してお

り、青銅鼎生産の自律性が示唆される。一方、長江下流域では、地域特徴をもつ文様を施

す觚形尊、青銅卣、青銅簋が中心に生産され、中原型青銅器と共存する（岡村 1986）。こ

の段階から、青銅鼎の扱われ方も一層に中原青銅器文化のあり方を受容することも言える。

具体的にいえば、地方型青銅鼎は従来の単数埋納ではなく、副葬品、中原地域の祭祀機能

を持つ窖藏に出土例が見られる。 

（２）鼎Ⅱ期（西周後期～春秋前期） 

 中原型に近い蹄形柱足を持つ B型が、長江下流域で在地生産される。同時に、外反足を

持つ C 類、D類も下流域で出現し、これらは外反足無文鼎という典型的「越式鼎」の最初

段階である。また、長江中流域、下流域という地域色が見られる。長江中流域では、くび

れ柱足である A 類が定型化しつつ、長江下流域に広がった。一方で、長江下流域の地方型

青銅鼎は長江中流域に至らないが、両地域の接触は想定できる。当該期は、地域ごとに地

方型青銅器文化が定着し、互いに影響した段階である。 

（３）鼎Ⅲ期（春秋中期～春秋後期前半） 

 A 類が消滅し、長江下流域の外反足を持つ型式が長江中流域に伝わり在地化する。長江

下流域の中流域への強い影響が見込まれる。また、嶺南地域までその影響は広がった。し

かしながら、長江中流域の自律性も認められる。長江下流域では、青銅鼎そのものは消え

ていくが、在地文様を施した青銅匜などの器種は製作され続け（岡村 1986）、土墩墓の伝

統も存続する（宮本 1997）。この時期の長江下流域は呉越の勃興期に該当する。呉・越に

おいて、階層性を反映する越式鼎が発達し、長江中流域に影響を与えたのであるが、この

背景としては呉楚間の戦争が挙げられる 42。 

（４）鼎Ⅳ期（春秋後期後半～戦国前期） 

 長江中流域の地域性が Da3 式、Db2 式として看取される。また、長江中下流域の要素を

融合した E1 式の変化形である E2 式が嶺南地域のみに分布し、Dc 式が長江下流域、嶺南

地域に分布する。一方、Db2 式に類似するもの、また後進する形態は戦国中後期の江陵雨

台山楚墓、長沙楚墓で出土例が見られる。本期では、楚墓、楚系遺物がさらに湘江中流域

に浸透し、楚の進出は文献資料でも伺える 43。長江中流域の青銅器文化が衰退する一方、

Db2 式やそれに後出する形態の青銅鼎が楚墓に出現していく。これは、楚の領土拡張によ

り、従来の自律性が高い首長制社会が瓦解していくことを意味していよう。一方、従来の

湘江・嶺南系青銅器である扁茎式銅剣（西江 1987）が広域に分布し、さらに南に位置す

る嶺南地域では、青銅鼎の地域色が生まれ、在地生産の伝統が続いていくと考えられる。 

 

 

 

 

 
42「王寿梦二年……呉伐楚。十六年、楚共王伐呉、至衡山。」、「王諸樊元年，……秋、呉伐楚、楚敗我師。」、

「王僚二年、公子光伐楚、敗而亡王舟。光惧、襲楚、復得王舟而還。」、「九年，呉王闔廬請伍子胥、孫

武……楚兵大敗，走。于是呉王遂縱兵追之。…… 昭王与鄖公奔随。而呉兵遂入郢。」、「三年，呉王闔廬

与子胥、伯嚭将兵伐楚……迎而撃之，大敗楚軍于豫章，取楚之居巣而還。」（『史記』「呉太伯世家」）、「西

破強楚、入郢、北威斉晋、顕名諸侯、孫子与有力焉。」（『史記』孫子呉起列伝） 
43「楚悼王素聞起賢、至則相楚。 ……于是南平百越、北并陳蔡，却三晋、西伐秦。」（『史記』孫子呉起列

伝） 
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第 5 節 小結 

 

上記の青銅鼎の展開過程は、長江中流域の青銅器文化が外部要素を主体的に受容した結

果と考えられる。鼎Ⅰ期の殷末周初期には、殷・西周文化の転換期の背景の下、殷文化の

青銅鼎が長江中流域に伝わった。これは、殷人が南方（湘江流域）へ移動によるとされて

いる（施 2002）が、程なくして在地生産が開始された。また、西周前期～中期頃には、

中原型の影響を受けつつも湘江流域では在地生産の連続性が認められる。 

西周後期～春秋前期（鼎Ⅱ期併行）は、西周王権の衰退、中原青銅器文化の変革期であ

る。中原では「用鼎制度」の確立、各諸侯国の祭祀体系が形成され（角道 2014、楊 2019、

宮本 2020）、それは多分に政治的な意味を持ち、その中核を担うのが青銅器であった。一

方で、長江中下流域では、地域ごとに地方型青銅器文化が定着していったのであるが、そ

の広がりの意味については、次章での検討を要する。 

 鼎Ⅲ期の春秋中期になって、長江下流域の文化要素が広がり、長江中流域に強い影響を

与えた。当該期には呉、越という諸侯国が勃興した。越式鼎が、楚式鼎より早い段階に、

長江中流域へ浸透する背景とも関連しよう。 

 鼎Ⅳ期（春秋後期後半～戦国前期頃）には、従来の青銅器文化の展開様相が各地で大き

く異なっていることが窺える。湘江流域に一部の地域色が存続する一方、嶺南地域に差異

が顕在化していく。湘江流域では、楚文化が推移的初期国家の成立に伴って（宮本 2020）、

領域を拡張する背景の下、湘江流域における楚系青銅器の存在や、当該地域の地域色希薄

化は、これを背景としていよう。しかしながら、湘江・嶺南系青銅器が存続し、湘江流域

は青銅鼎における独自性も維持している。これは、楚国の社会システムの下位部分は族的

な団結や再生産を示しており、旧来的な社会システムが採用されている（宮本 2020）こ

とと関連するのであろう。 

 さらに戦国中期以降、長江中流域では、本論の Db2 式鼎の変化形（間瀬 1986、袁・張

2015）が楚系青銅器に共伴する事例が多くなり、南楚文化という地域性として捉える考え

が存在する（高 1995）。こうした事象は、楚国の領域が拡大するとともに、長江中流域の

在地要素が楚国の祭祀体制に編入されていったことを示している。こうして、長江中流域

青銅器文化は終末を迎えることになったのである。 
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第６章 地方型青銅器の出土状況とその考察 

 

本章では、長江中流域の青銅器文化全体の変遷を示し、その出土状況を検討することに

より、青銅器と社会との関りを考える。村野氏（2005）の研究では、地方型青銅器の扱わ

れ方から、当該地域の社会像および社会変遷が考察されている。これを参照しつつ、第 1

節で設定した時期と段階の変遷に沿って、青銅器の埋納・副葬から当該地域の社会変化に

ついて検討してみたい。 

 

第 1 節 青銅彝器の各型式の相互関係および時期設定 

 

第 2 章～第 5 章に示した、各地方型青銅器の編年および時期区分を統合する。器種間の

併行関係を厳密に追うことは難しいが、各章で示した分期と中原の年代から考えると、表

7－1 のような 5 期区分が可能である。 

第Ⅰ期：青銅尊、罍、大型青銅鐃が出現する。殷末周初期併行までに収る。 

第Ⅱ期：青銅尊、罍が消滅、地方型青銅甬鐘、青銅鼎が出現する。西周前期～中期併行。 

第Ⅲ期：大型青銅鐃が消滅。青銅鼎の大部分の型式が出現。西周後期～春秋前期併行。 

第Ⅳ期：地方型青銅甬鐘が消滅。春秋中期～後期前半併行。 

第Ⅴ期：地方型青銅鼎が衰退し、楚系青銅器と共伴。春秋後期後半～戦国前期併行。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 7－1 地方型青銅器の編年 
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第 2 節 長江中流域の青銅彝器の扱われ方の検討 

 

１、埋納青銅器の検討 

（１）単数埋納 

単数埋納で出土した青銅彝器

は青銅尊、罍、大型青銅鐃、青銅

甬鐘が殆どである。青銅鼎の場合、

地方型は見られない。単数埋納は

主に第Ⅰ、Ⅱ期に存在し、第Ⅲ期

に残存する。遺跡よりも離れた地

点で埋納する。埋納の坑が復元で

きないが、模式図のように（図 7

－1）、青銅尊・罍の場合は、口縁

部が上に向き、床に垂直することを示している。大型青銅鐃の場合は、足部（甬部）を下

に、口部を上に向けて埋納され、その意図や計画性が窺える。第Ⅱ、Ⅲ期の青銅甬鐘の出

土状況は明確ではないが、日常生活の場とは離れたところに埋納という点では他と共通し、

在地的祭祀に関わる機能を持っていた可能性が高い（村野 2005）。 

 こうした単数埋納は、階

層性を示す要素とは結び

付かないことから、既に述

べたように（本章第 2 節

2、）、長江中流域に広く分

布する共通の祭祀形態を

示している可能性が高い。

青銅器は特定の個人や集

団に属せず、一定程度の広

がりを持つ諸集団を、等質

的にまとめる機能を持っ

ていたと考えられる。この

ことに関連して、同時期の

中原青銅器文化を代表す

る青銅鼎が、この時期に受

容されない背景として以

下が想起できる。それは祭

祀活動の違いである。殷は

祖先祭祀とそれに伴う飲

食儀礼を通じて、階層秩序

維持に青銅器を使用した（宮本 2005）。長江中流域ではそうした飲食儀礼が、祭祀として

採用されることはなかった。殷の祭祀では大型家畜の利用が顕著で、家畜の大量消費を可

能にするような大規模畜産が行われるようになったことが知られる（岡村 2005）。一方で、

長江中流域の場合、日常生活の場より離れた山、川の近くに青銅器が埋納されており、自

然神祭祀が想定されている（高 1993、李 1996、方 2005）。また、当該地域の肉消費では、

シカのような野生動物が高い比率を占めており、シカ優位型の狩猟採集経済であったと考

えられる（岡村 2005）。狩猟採集社会を維持していたとするならば、人と動物の関係は極

 

図 7－1 単数埋納の模式図 

 

図 7－2 長江中流域における単数埋納の動物形青銅器 
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めて密接であったと考えられる（金関 1986）。青銅尊・罍の牲首が牛、羊、虎などの動物

意匠が存在し（中川 2013）、大型青銅鐃の側鼓部に動物意匠の文様、装飾が存在する。さ

らに、大型青銅尊・罍、大型青銅鐃以外、長江中流域において、殷周時代の並行期の動物

形青銅彝器を単数埋納として利用することがよく見られる。これらの動物形青銅彝器が在

地生産であるのかという問題が残っているが、青銅器を消費することの共通性が想定でき

る。これらの動物意匠は、長江中流域で大量に出土する動物形の青銅器との関連性があり

得る。この現象について、新石器時代以来の長江中流域独特の神話世界を表し、その地域

の特徴を保っていると考えられる（今村 2010、ラプチェフ・セルゲイ 2012）。これこそ、

家畜利用が多くない長江中流域では、祭祀活動において、家畜の消費や飲食儀礼を伴う青

銅鼎をそれほど重要視しなかった可能性があり、青銅器を受容する時、自律性が高い一側

面ではないかと考えられる。 

（２）集中埋納パターン 1 

 第Ⅱ期から第Ⅲ期にかけて、集

中埋納という扱われ方が出現し、

大型青銅鐃、青銅甬鐘を中心とし

て、青銅鼎が僅かである。集中埋

納の例が少ないが、二つパターン

がある（図 7－3）。 

パターン 1：地方型青銅器のみ

で、少数の器種を埋納 

パターン 2：中原型とともに、

多種な青銅器を埋納 

まず、パターン 1 について考え

る。本パターンの明確的な例は湖

南省寧郷県老糧倉師古寨山頂（5

点大型青銅鐃）、寧郷県老糧倉師古

寨西北坡（10 点大型青銅鐃）、湖

北省鐘祥県花山水庫（5 点青銅甬

鐘） 

パターン 2 の明確的な例は湖南省湘潭青山橋（中原型数点、3 点地方型鼎）、湖北省大

悟県豊店郷雷家山南坡（1 点中原型鼎、 7 点青銅甬鐘） 

 集中埋納の分布からみると、湘江流域で青銅器の数点が比較的に多く、集中埋納の中心

地と考えられる。また、パターン 1の大型青銅鐃の集中埋納の出土状況は口が上、甬が下

であり、単数埋納の大型青銅鐃に類似する。あるいは、上層に 1 点、下層に数点の設置方

式もある。青銅器生産の拡大に伴い、地方型青銅器を持つ集団間に青銅器所持量で差が出

てきた可能性があろう。 

しかしながら、集中埋納遺構は個数埋納と比べて極めて少なく、当該地域での主要な出

土状況とはいえない。湖南省の寧郷老糧倉師古寨の埋納遺構 2 基に注目すると、1 基では

大型青銅鐃が口を上にした状態で、上層に 1 つ、下層に 4 つ縦に並んでいた（図 7－4）。

口を上にした意図的埋納は、青銅尊・罍、大型青銅鐃の単数埋納と共通する。もう一基は、

上層に 1 つ、下層に 3 つ横に並んでいた。3 つ並びという点は、中原における小型青銅鐃、

中原型青銅甬鐘の 3 点セットを想起させる。次に、音楽的検討を行いたい。『中国音楽文

物大系』の音高測定のデータに基づき、低音から高音の順に数値化する（図 7－5）44。西

 
44 音高の「a1」を 0とし、音の高さが一全音が高くなる（ド－レ）場合が 1 をたすことにする。昇音（#）、

図 7－3 長江中流域における集中埋納の分布 
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周後期の「中義」編鐘、「柞」編鐘 45（陝西省博物館ほか 1963、陝西省考古研究所ほか 1980）

の音高からみると、低音から高音にかけて均等に得られ、音階が構成できる。一方、青銅

鐃の場合、小型青銅鐃は高音、大型青銅鐃が低音しか得られず、音階を構成できない。ま

た、中原地域の甬鐘の音高は小型青銅鐃に相関し、長江中流域の甬鐘は大型青銅鐃の音高

と相関する。これらを組み合わせば、西周後期の編鐘の音高分布に類似性を見出せる。ま

た、長江中流域の甬鐘の音高は高くなる傾向があり、おそらく中原地域の甬鐘の影響を受

容した結果であろう。 

正鼓部および側鼓部より 2 音が得られる青銅甬鐘（馬 1981）を検討し、音程 46を考え

たい。大型青銅編鐃の場合、音程が短 2 度、長 2 度に正規分布する一方、編鐘では、完全

1 度、短 3 度、長 3 度に分布し、さらに小型

青銅鐃の分布に重なる。音楽理論に基づくと、

ある音の 2 度がその音に対して不協和音程

である（鞍掛ほか 2001）。したがって、協和

音程である完全 1 度、短 3 度、長 3度に分布

する大型青銅鐃の音程が区分できる（図 7－

6）。このように、編鐘が和音を求めているこ

とが想定できる。一方で旋律に関しては、大

型青銅鐃では、小型青銅鐃、編鐘とは全く異

なるものが想定できる。したがって、大型青

銅鐃では和音が求められた可能性は低いこ

とが疑わない。従って、大型青銅鐃は打楽器

として利用された可能性が高い。まず、枚の

出現は音の安定および残響時間など音楽的

機能に関わる（華・賈 1983、朱 1995）。また、

従来の小型青銅鐃は手で持ちながら演奏す

るのに対し、大型化に伴い、床に置いて鳴ら

す演奏方式に変化していったと考えられて

いる（李 1996）。これが、甬部に旋部が出現

し、形態が大型化した要因である。すなわち、

床に置いた際の安定性を考慮した結果であ

り、旋部が土に落ち込まないようにする機能

を持つと推定される。こうした打楽器は、祭

祀活動と関連していた可能性がある。祭祀活

動における音声への意識は既に指摘されて

おり（方 2006）、音声の強弱や音律のリズム

を刻むなどの機能が想定される。湖北省崇陽

県出土の獣面文銅鼓（鄂 1977）は、大型青銅鐃との関連は不明であるものの、殷後期併

 
降音（b）記号という半音の長さ（ミ－ファ）であり、0.5の距離に計算する（例えば、n＝音高、nより

一全音高い音＝n+1、n より一半音高い音＝n+0.5 を設定する。n より低い音の場合、引き算にする。）。

測定音高が『基本楽理教程』（晏・童 2001）に対応する。 
45 「中義」、「柞」は青銅甬鐘の銘文であり、一つセットを看取できる。 
46 音程とは旋律や和声において、ある音と、それとは高さが異なる別音との差を指す（ジャン・ル・ロ

ン・ダランベール 2012）。音程の名称は『音楽の基礎－音楽理解はじめの一歩』に基づき（鞍掛ほか 2001）、

数値化する。例えば、差が 0 の場合、完全 1 度に対応、差が 0.5 の場合、短 2 度、差が 1 の場合、長 2

度に対応する。 

 

図 7－4 集中埋納パターン 1 の模式図 

 

 
図 7－5 音階記号の数値化 
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行の長江中流域における、組み合わせではない青銅楽器の他の例として挙げられよう。ま

た、春秋時代以降、曾侯乙墓の有柄鼓（杜 1983）、嶺南地域、西南地域で青銅鼓を再び出

現する。殷後期～西周時期の間に、長江中流域において、組み合わせではない青銅器の個

体を楽器として、音楽的機能性を持つことがおかしくないであろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7－6 音楽機能の比較 
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（３）集中埋納パターン 2 

 一方、パターン 2 の場合、中原地域の西周文化の窖藏に類似性が見られ、在地的特徴を

持つ。具体的にいえば、中原型青銅器に共伴し、青銅器の型式が多様であり、土器、石器

などほかの遺物を共伴しない。また、サイズが小さいものが大きいものに置くこと、中原

型青銅器の年代は西周中期以前に遡られ、地方型青銅器の年代が西周後期に相当し、年代

差がある青銅器を一気に埋納することも中原地域の窖藏に類似する。さらに、山の斜面で

集中に埋納し、青銅武器、工具も含んでいることが在地的特徴であろう。さらに、大型青

銅鐃を集中に埋納するパターン1の年代は西周中期に相当する。パターン1に比較すれば、

このような集中埋

納は、中原地域の

窖藏のように、階

層上位の集団のも

のである可能性が

ある。すなわち、

西周王畿地区にお

ける政治的意図を

持つ窖藏のあり方

を受容し、地方で

祭祀を司るリーダ

ーが首長へと変化

した可能性が高い。

また、中原型青銅

器の存在は、外部

との交流を継続し

ていることを示す

のであって、交流

に継続して携わる

個人あるいは集団

が、交流に関わる

権力・権威を掌握

していた可能性が

示唆されている

（村野 2005）。ま

た、湘潭青山橋、

大悟県雷家山の場

合、多く種類の青

銅器が横置きされ、

時期差がある中原

型青銅器に共伴する。また、入れ子状にする設置法も、西周時代の窖藏遺構に類似し、年

代も西周後期併行に位置づけられる。 

こうしてみると、青銅尊、罍から大型青銅鐃までの埋納は、殷の影響を受けつつも基本

的には在地的に展開した祭祀行為であると考えられる。一方で、こうした埋納と一線を画

すのが、西周後期の埋納遺構であり、中原の影響の再来を考えることが出来る。 

 

 

図 7－7 湘潭青山橋集中埋納の青銅器 

 

図 7－8 大悟雷家山集中埋納の青銅器 
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３、副葬青銅器の検討 

第Ⅱ期の高砂脊遺跡の墓地、炭河里遺跡の西周銅器墓、第Ⅲ期の資興旧市春秋墓地、第

Ⅳ、Ⅴ期の衡陽赤石古墓群、桃江腰子侖墓地、郴州高山背東周墓地、湘潭古塘橋春秋墓、

衡南胡家港春秋墓、湘

郷五里橋 1号墓、何家

湾 1 号墓について検

討する。これらは、複

数墓で構成される集

団墓と、その周辺に遺

構がなく、単独に存在

する特定個人墓に分

けられる（図 7－9）。 

（１）集団墓 

湖南望城高砂脊遺

跡（第Ⅱ期）について、

中原型青銅器＋他の

青銅器、青銅武器＋土

器、土器のみという副

葬品組成の差異が提

示されている（村野

2005）。本論でもこれ

を参考に、青銅器・青

銅容器の有無を基準

として、青銅器なし、

青銅武器/工具のみ、

青銅容器ありという

副葬品組成の差異に

区分しよう。青銅容器

がある墓は、AM1、AM5、

青銅武器のみの墓は

AM12 で、この 3 基を

除く他では青銅器が

出土していない。高砂

脊 AM1、AM5 は長方形

墓であり、規模が大き

く、青銅器の数量が極

めて多い。これらは、

中原型青銅器と伴に、

意図的に破壊後、副葬

された。一方で、青銅

武器 1 点を持つ AM12

の規模は、AM1、AM5 より小さく、他の青銅器のない墓と同様である。村野氏は AM1、AM5

の特異性を考え、当該地域のリーダーと想定した（村野 2005）。寧郷炭河里遺跡（第Ⅱ期）

では西周銅器墓 7 基が発見された。ここでも青銅器を破壊する行為が行われている。また

  

図 7－9 長江中流域における墓の分布 
 

 
図 7－10 寧郷炭河里西周銅器墓と高砂脊墓地の相関 
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本遺跡 M4、M2 の規模は高砂脊 AM1 に相当する。高砂脊の青銅容器墓が二層台を持つ点は、

炭河里とは異なるものの、両遺跡の青銅器墓は共通点が多い（図 7－11～12）。同時期の

長江中流域では、上記のような集中埋納も出現しているが、これらの集中埋納は大型青銅

鐃によって構成されており、在地生産の青銅鼎に加えて中原型青銅器を破壊して納める墓

葬とは異なる。仮に、炭河里、高砂脊青銅器墓の墓主が、祭祀活動を司る在地的リーダー

が階層性を強めたものとすれば、在来の祭器である大型青銅鐃を副葬するのが自然であろ 

う。とすると、在来というよりも、外来もしくは、外部との繋がりが濃厚な集団のリーダ

ーが、中原型青銅器と伴に埋葬されたと考えられる。他では、高砂脊 AM5 で、青銅製の車

 
図 7－11 高砂脊墓地の青銅器を副葬する墓（左：AM1、右：AM5） 

 
図 7－12 炭河里西周銅器墓の青銅器を副葬する墓（左：M4、右：M8） 

 

表 7－2 高砂脊遺跡、炭河里遺跡の銅器墓の比較
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図 7－13 資興旧市春秋墓地の相関 

 

図 7－14 衡陽赤石古墓群の相関 

 

図 7－15 桃江腰子侖墓地の相関 
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馬具を副葬し、高砂脊

AM1 の中原型青銅鼎は、

「酉」銘文を持つ。この

銘文と同じ字体ではあ

るが、異なる字形の例と

して、殷墟徐家橋 23 号

墓の「己酉」鼎、「己酉」

簋（安陽文物工作隊

1993）、毛家咀遺跡採集

の「酉」爵（張 1962）、

または毛家咀遺跡に近

い新屋青銅器窖藏の方

鼎（呉 1997）が挙げら

れる。字体が同じで字形

が異なる銘文を、異なる

器種に施銘する現象は、

一つの下書きによる、複

数の施銘者の存在を示

すと考えられている（鈴

木 2017）。従って、高砂

脊 AM1 の青銅鼎は毛家

咀遺跡の集団との関り

を示している可能性が

ある。これは、高砂脊遺

跡で毛家咀遺跡に関連

する土器が出土してい

る現象とも合致する。高

砂脊遺跡は、外来要素と

在来文化の融合的性格

を持つ遺跡なのである

（湖南省文物考古研究

所ほか 2001）。青銅器の

共同的埋納から、厚葬墓

への副葬という変化は、

確かに当該地域での内

的変化、すなわち階層化

の進展を示している。 

しかしながら、こうし

た墓は、中原あるいは毛

家咀遺跡に由来する集

団が長江中流域に達し、

そのリーダーが一部の

在地要素を取り込みつ

つ形成されたものなのである。こうした、埋納青銅器と一線を画す青銅器副葬墓は、弥生
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時代から古墳時代への転換における現象と対比できるかもしれない。古墳の副葬品として、

銅鐸や銅鉾などの青銅器が用いられずに埋納され、新たな祭器が作り出されていったこと

は（吉田 2014）、在来および外来の青銅器が複雑に絡みつつ、階層化していった長江中流

域を検討する上でも大いに参考になろう。 

 

次に第Ⅲ期以降の、資興旧市春秋墓地、衡陽赤石古墓群、桃江腰子侖墓地を検討したい。

まず、第Ⅲ期以降の集団墓地の墓規模の分布は、第Ⅱ期に位置する高砂脊墓地、炭河里西

周銅器墓の分布はかなり異なるが見られる（図 7－13～16）。一方、第Ⅲ期～第Ⅴ期の集

団墓地の中で、青銅容器を副葬する墓が青銅容器を副葬しない墓の規模が少し大きい類似

性が認められる。また、第Ⅲ期以降の墓地には、墓制、青銅器の型式、出土状況の一致が

認められ、長江中流域の湘江流域にある種のネットワークが形成されたことが窺える。第

Ⅲ期～第Ⅳ期では、資興旧市、衡陽赤石春秋墓地では地方型青銅鼎が極めて少なく、青銅

武器/工具を副葬する墓は一定程度存在する（表 7－3）。これは、墓規模の差というより、

 

図 7－16 長江中流域における集団墓地規模の比較 

 

表 7－3 集団墓地の青銅器の出土率 
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青銅器という

貴重品を存在

するほうが社

会身分の相関

性を導かれる

可能性が高い。

さらに、次項に

述べる特定個

人墓の在り方

とは対照的で

あり、特定の個

人や集団が青

銅鼎に対する

コントロール

を強め、集団墓

の成員が鼎の

流通から徐々

に排除されて

いったと考え

られる。 

一方で、第Ⅴ

期の桃江腰子

侖墓地では、青

銅容器、青銅武器を持つ墓が増えており、青銅鼎自体も増加する。これは前段階と一見矛

盾するような現象であるが、本墓地が多くの楚系遺物を含むことを考えると、楚による影

響と考えられる。桃江腰子侖墓地の分布を検討すれば（図 7－17）、楚式鬲を副葬する墓

は主に西北部に分布する。一方、越系遺物を副葬する墓は主に東側に分布している。さら

に、地方型青銅鼎を副葬する墓から見れば、Db2 式は楚系遺物を存在する墓の範囲に分布

するが、Da3式の多くは、越系遺物を存在する墓の範囲に分布する。青銅鼎の型式からみ

ると、Db2 式およびその後続（間瀬 1986、袁・張 2015）は、江陵雨台山、長沙楚墓、包

山楚墓で、出土例が見られるが、Da3 式は楚の墓地に見られない。つまり、青銅鼎 Db2 式

が楚と関連している可能性が高い一方で、青銅鼎 Da3 式は従来の在地的型式から発展した

ものと考えられる。これは、第Ⅴ期になって、地方型青銅器の一部が楚文化に編入される

一方、在地的伝統が存続した結果といえよう。なお、越式鼎は漢代前期まで存続する（横

倉ほか 1990、向 2005）。この集団墓では、青銅器を副葬する墓が半数以上を越え、武器、

工具類もかなり多い。これらの武器、工具類に関しては在地性が認められる。また、墓の

形態は狭長形墓であり、楚の墓制ではない。従って、この段階以降は楚の影響は、当該地

域に入りながら、間接的支配によるものであったと考えられる。従来の青銅器の流通が残

存し、武器・工具類の副葬も、楚由来の祭祀体系から外れるものである。 

 

 

 

 

 

 

図 7－17 桃江腰子侖墓地の青銅鼎の分布 
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（２）特定個人墓 

 長江中流域において、第Ⅳ期

から特定個人墓が出現してい

る。これらの特定個人墓は生活

遺跡や集団墓地より離れたと

ころに位置し、分布でもこれに

先行する埋納遺構と共通する。

特に第Ⅲ期の集中埋納は、青銅

鼎の型式でも第Ⅳ期の特定個

人墓と類似している。第Ⅱ期に

おける、高砂脊や炭河里の厚葬

墓は、特定個人墓に類似してい

るが、外来的要素を濃厚に残す

ものであって、在地的に成長し

たものではない。むしろ、特定

個人墓は在地の第Ⅲ期の集中

埋納が転化したものである可能性が高い。第Ⅱ期において、平等指向であった集団祭祀を

司るリーダーが、自己の階層表示手段として、青銅鼎を含んだ集中埋納を形成し、やはり

祭祀機能が次第に消失し、ついには社会身分を示し、階層化になっており、特定個人墓に

副葬する形態を採るようになったと考えるのである。こうした特定個人墓と上記の集団墓

地の墓壙面積を比較したのが図 7－18 である。さらに、図 7－19 の副葬品の数量が多く、

特定個人墓と集団墓の差は明らかであり、階層差が認められる。 

 また、第Ⅳ期から第Ⅴ期にかけて、壁龕が追加され、地方型青銅鼎の比重が減少するに

伴い、楚系遺物が共伴するようになる。何家湾 1 号墓では、春秋後期後半の湖北省に位置

する楚墓に見られる形態の獣蹄足有蓋附耳楚式鼎や青銅敦が、また五里橋 1 号墓には、動

物文壺、玉佩など春秋末期の楚系遺物が存在する。楚文化が次第に当該地域に進入し、在

地集団が楚文化要素を取り込みつつも、従来の伝統を維持した様相が窺える（横倉ほか

1990）。例えば、越式鼎の系統は、漢代に至るまで継続して製作されており（向 2005）、

青銅器生産の伝統が保持されたことがわかる。 

 以上のように、特定個人墓は、第Ⅳ期において当該地域における階層化が進んだ結果で

あるとみなすことができる。長江中流域では、特に青銅鼎の掌握が、階層秩序上重要であ

った。青銅鼎は集団墓では希少であり、特定個人墓から配布されたものと考えられる。こ

うして、本来的には共同祭祀のリーダーであった特定個人やその近親者が、青銅器のコン

トロールにより、階層的秩序を一層強化したのである。 

第Ⅴ期になると、特定個人墓の中で、楚系遺物が地方型青銅器と共伴する現象が見られ

る。この背景としては、まず墓主が A：楚人、あるいは B：在地首長という可能性がある。

さらに、支配関係を考慮すれば、Aは楚の官僚が当該地域に来て、直接的支配を行ったこ

とが考えられる。B については、楚が青銅器の分配を通じて、在地首長を介した間接的支

配を行う、という 2 つの可能性が存在する。この可能性を絞るため、典型的な楚墓を比較

する。まず、第Ⅴ期の特定個人墓である湘郷何家湾 1 号墓の一括資料（図 7－20）では、

子口鼎、敦、缶という春秋後期に出現した楚の礼器組み合わせ（袁 2015）とともに、越

式鼎が出土している。この子口鼎、敦、缶という組み合わせは、楚の低階層墓によく見ら

れ、新興の貴族階層が楚の階層秩序に編入された結果とみなされている（袁 2015）。しか

し、楚の青銅礼器の組み合わせにおける匜、盤などの水器、酒器がなく、越式鼎が加わっ

 
図 7－18 特定個人墓と集団墓地規模の比較 
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ている。また、湘郷五里橋 1 号墓でも、楚系青銅器（袁 2015）に加え、越式鼎、青銅武

器、工具類、砥石という在地特徴を反映する副葬品を持っている。両墓では、在地文化を

ある程度配慮したが、このような楚系青銅器は当該地域の集団墓に見られない。これは、

楚の同化政策の一端が伺える。 

以上をまとめると、楚の支配域が拡大し、広い領土を維持するため、新興貴族階層が発

生し、従来の長江中流域の在地首長に交渉したことが考えられる。そして、楚は直接支配

を原則としていたが、状況に合わせ、間接支配を導入した。したがって、こうした長江中

流域を、自らの体系の中に組み込んでいくことになり、B の解釈が妥当であろう。また、

第Ⅴ期には青銅器が増加するが、それらは楚を通じたものであろう。さらに楚という領域

国家 47は秦帝国に併合され、ここに長江中流域は新たな歴史的段階に入るのである。 

 

 
47 領域国家とは、威信財システムが周辺地域を取り込みながら拡大し、安定的な帝国の形成に至るとい

うモデルの一段階である（Friedman・Rowlands 1977）。東アジアの場合、領域国家として東周代（＝春

秋戦国時代）以降が挙げられており、秦・漢代が帝国として位置づけられる（辻田 2007）。 

  
図 7－19 特定個人墓（左上：湘潭古塘橋春秋墓、右上：衡南胡家港春秋墓、左下：

湘郷五里橋 1 号墓、右下：湘郷何家湾 1 号墓） 

 

表 7－4 特定個人墓の青銅器の出土率 
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何家湾 1 号墓の一括遺物 

 

五里橋 1 号墓の一括遺物 

 

図 7－20 第Ⅴ期の特定個人墓の一括遺物 
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第 3 節 小結 

 

以上みてきたように、地方型青銅器の器種・型式変化は、扱われ方の変化に関連してい

る。まず、青銅尊・罍、大型青銅鐃 A、大型青銅鐃 B→大型青銅鐃 C、青銅甬鐘→青銅甬

鐘、青銅鼎 A、青銅鼎 C→青銅鼎 B、青銅鼎 Da、Db、青銅鼎 E という変化は、酒器・楽器

（鐃）→楽器（鐃・甬鐘）のみ→楽器（甬鐘）・食器→食器のみ、という変化に対応する。

そしてこれらの変化が、青銅器の扱われ方、つまり埋納から副葬への変化に対応している。 

第Ⅰ期（殷墟 3 期～殷末周初期）では、個数埋納が殆どであり、階層が発達せず、集団

祭祀が行われる。また大型青銅鐃、青銅尊・罍、動物型青銅器などの事例を考慮すると、

集団祭祀の内容は多様であるが、個数埋納のような共通性も見られる。 

第Ⅱ期（西周前期～中期）に入ると、個数埋納の範囲がさらに拡大する一方、集中埋納、

厚葬墓が点的に湘江流域で出現する。集中埋納では、地方型青銅器しか見られない一方、

厚葬墓では、中原型青銅容器のほか、外来の青銅車馬具、青銅武器が存在する。集中埋納

が在地的成長を示す一方、厚葬墓は中原の影響により出現したと考えられる。青銅武器、

車馬具から考えて、中原文化の武装集団、成周の殷八師、宗周の西六師という直属軍団の

遠征の結果である可能性もあろう。つまり、西周王朝が武装植民地型の封建制を通じて、

政治的影響力を拡大し（渡辺 2019）、長江中流域への外征が行われたのである（宮本 2020）。

このように、長江中流域の湘江流域では、戦争を含めた交流を通じて、西周文化の青銅器

の形態（鼎、鐘）、扱われ方（集中埋納、副葬）を模倣する契機があった。 

第Ⅲ期（西周後期～春秋前期）における長江中流域では、西周王畿地区の窖藏に類似す

る集中埋納が発展し、集団墓地における副葬青銅器が出現する。このような副葬青銅器は、

王畿における族邑への青銅器配布現象とも対比できる可能性がある。ただし、長江中流域

が従来の文化基盤が中原地域と異なり、さらに諸小地域にもこうした階層化進展には程度

差がある。したがって、発達的に階層化している段階ではないと考えられる。 

 第Ⅳ期（春秋中期～後期前半）における特定個人墓の出現によって、長江中流域社会が

さらに階層化したことが判かる。特定個人墓は、B 型、Da 型、Db 型、E 型青銅鼎、扁茎式

銅剣（西江 1987）などを通じて、集団墓地に結びつけられ、地域的まとまりを形成して

いる。こうした特定個人墓は、集団墓地とは空間的に隔絶し、墓の規模、副葬品の数量で

も、階層格差がさらに顕著化しており、一層の社会の複雑化を反映しているものと考えら

れる。 

 第Ⅴ期（春秋後期後半～戦国前期）に入ると、湖北から湘江へと拡大した楚文化が、短

時間のうちに南部へと広がった（西江 1987）。これに対応する現象が、Da3 式、Db2 式青

銅鼎、および西江氏が指摘した扁茎式銅剣（西江 1987）が楚系青銅器とともに特定個人

墓にみられることである。また、集団墓地でも楚式鬲（桃江腰子侖墓地）、墓制（資興旧

市戦国墓の一部）（西江 1987）など楚の要素が併存する。このように、長江中流域青銅器

文化は楚の体系に編入されていき、やがて地方型青銅器文化は終焉を迎えていくのである。 
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第 7 章 長江中流域青銅器文化の形成と展開 

 

 博士論文の目的は、地方型青銅彝器の視点から長江中流域における青銅器文化の形成、

および展開過程を考察することである。この目的を遂げるため、具体的な検討の課題とし

てあげられるのは、まず、第 2 章～第 5 章に示した諸器物の編年を統合し、中原との地域

間関係に基づき、展開様相を明らかにする。次に、第 6章の検討に合わせて、長江中流域

青銅器文化・社会の展開を提示したい。 

 

第 1 節 青銅器の変化傾向の概観 

 長江中流域の青銅彝器は、

中原地域から搬入する中原

系、在地生産である在来系に

分けられる。また、その出土

状況によって埋納青銅器、副

葬青銅器にも区分できる。さ

らに、埋納の場合、ほかの青

銅器との共伴の有無によっ

て、集中埋納、単数埋納に分

けられ、本論では、青銅彝器

3 点以上を含むものを集中埋

納と呼ぶことにする。 

出土状況では、単数埋納の

場合、青銅尊・罍、大型青銅

鐃の割合が高い。青銅甬鐘の

場合が半数であり、青銅鼎は

非常に少ない。複数埋納の場

合、大型青銅鐃をはじめ、青

銅甬鐘が約半分の割合を占

める。副葬は、青銅鼎が圧倒

的に多く、青銅尊・罍、大型

青銅鐃、青銅甬鐘は殆どない。

青銅鼎はより新しい器種で

あることから、基本的に埋納

から副葬への変化が読み取

れる。さらに、段階ごとのセ

リエーションにも、単数埋納

/複数埋納→副葬品への変化

を示している。したがって、

青銅器の出土状況からみる

と、その機能は埋納として祭

祀具から副葬品へと変化し

ている。長江中流域の青銅彝器が中原地域から搬入する中原系、在地生産を通じて在来系

に分けられる。その出土状況によって、埋納青銅器、副葬青銅器にも区分できる。さらに、

埋納の場合、ほかの器物との共伴の有無によって、集中埋納、個数埋納に分けられる。 

 
図 8－1 器種と扱われ方の相関 

 
図 8－2 時期ごとの扱われ方のセリエーション 

 

図 8－3 地方型青銅器サイズの比較 
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同時に青銅器のサイズも変化する。出土状況が埋納である場合、サイズが比較的に大き

く、副葬の場合は、器種に関わらず小型化する。このように、埋納青銅器－大型、副葬青

銅器－小型という相関性がある。さらに、青銅鼎 B2 式、B3 式、C3 式、Da2 式、Da3 式、

Db1 式、Db2式、E1 式の底部が火焼いた痕跡が残っており、青銅鼎の実用的機能が高まっ

た可能性がある。また、青銅尊・罍、大型青銅鐃、青銅甬鐘と青銅鼎のサイズ上の不連続

が顕著である。したがって、長江中流域の地方型青銅器を概観したが、長江中流域の青銅

器は形態を問わず、埋納品、副葬品に分けられ、個数埋納から、集中埋納を経て、副葬へ

の変化と認められる。また、扱われ方がサイズの相関が見られる。集団に共有する可能性

を持つ埋納品が大型化する一方、個人に帰属する副葬品が小さくなることがわかる。こう

した変化は、長江中流域の社会的変化を示唆する 

 

第 2 節 長江中流域青銅器文化の展開様相 

 

１、第 I 期の様相（図 8－4） 

第Ⅰ期（殷墟 3 期～殷末周初期併行）には、青銅尊 3 式、4 式、罍 2 式、3 式、大型青

銅鐃 A1 式、Ba 式、Bb1 式、Bc1 式、C1 式が該当する。長江上流域では、三星堆遺跡で祭

祀坑がある。長江中下流域の場合、青銅尊が単数埋納で、大型青銅鐃、青銅罍は単数埋納、

墓出土の両方が存在する。三星堆遺跡のみが祭祀坑であり、長江上流域の独特な青銅器文

化といえる（岡村 1998、施 2018）。また、江西新干大洋洲商墓も孤立した例である。ここ

では、青銅罍 2 式、大型青銅鐃 Ba式、Bb1 式、Bc1 式が併存する。この墓は長江中流域の

贛江流域に位置し、呉城文化や牛城文化との関係が示唆されている（李 2020）。あるいは、

扁足鼎から、地方型の一系列とする見解もある（山本 2013）。ここに見られる大型青銅鐃

や青銅罍は単数埋納の地域から流入したものと考えるのが自然であろう。また、青銅尊・

罍、大型青銅鐃の分布差は殷文化の青銅器に関わる情報を取り込む在地集団および、伝達

ルートの東西差を示している可能性がある。青銅尊・罍は、陝西省南部の城固県、洋県と

いう西側を経由し、漢水に沿い、長江中流域に到達する。大型青銅鐃は、安徽省を経由し、

東側に伝播してきた。安徽省寿県蒼陵城遺跡で採集された小型青銅鐃（朱 2019）は、こ

のルートによる可能性が高い。さらに、黄河流域の小型青銅鐃を受容する地域が、長江下

流域（東側）に多く、西側では次第に甬鐘に変化していくことも、東西差の傍証になる。 

青銅尊・罍は大型青銅鐃と分布は異なるものの、いずれも単数埋納かつ大型青銅器であ

る。青銅尊・罍は長江中流域の洞庭湖を中心として、湖南北部、湖北南部に分布し長江全

流域に見られる。一方、大型青銅鐃が江西北部にまとまり、長江上流域に見られない。さ

て、このような大型化した青銅器は、二里岡上層期の鄭州商城、盤龍城遺跡、そして山西

省平陸県の大型青銅鼎（衛 1992）においても看取される。二里岡上層期以来、二里岡文

化およびそこから長江中流域に至る広範囲に、共通の祭祀形態が存在した可能性があり

（鈴木 2017）、その祭祀具として消費されたのが、当該地域の埋納青銅器であろう。つま

り、地方型青銅器としての青銅尊・罍、青銅鐃は殷文化の影響が強いものの、文様、装飾

などの特徴から華中型青銅器と判断でき（難波 1998）、当該地域での在地生産と消費 が

行われた可能性が高い。こうした中原を中心とした青銅器の拡散は、二里岡インパクトと

いう爆発的拡大現象（浅原 1985）の一環として捉えられよう。殷が盤龍城という拠点を

築いて長江中流域に到達し、鉱物資源を直接に手に入れていた可能性もある。この背景の

下、盤龍城では非鄭州系青銅器の生産が行われた（鈴木 2013）。さらに、二里岡インパク

トの後の殷墟期に入ると、殷文化の周縁に位置する安徽省、陝西省の城固県、洋県地区で

も在地生産が始まった。これは、資源獲得を目的とした殷と、長江中流域との交流が継続
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しており、中原の影響が次第に弱まりつつ、自律性が顕在化していく。 

この後、中原地域においては、殷墟文化で青銅器製作技術が革新され、数量も飛躍的に

増加した。この青銅器、そして墓地、甲骨卜辞に基づく社会秩序によって、地域統合の再

構築が行われた（宮本 2005）が、この段階の秩序や統合は、青銅器という物質文化を必

須条件とするものであり、銅鉱石の入手のため、交易のネットワークの形成（宮本 2005）

が進められた。銅鉱石産地である長江中流域は、こうした条件の下、殷文化の青銅器製作

技術を受容した可能性が高い。また、殷墟 2期後半から大型青銅尊が消滅し、觚形尊、お

よび小型青銅鐃が出現するが（林 1984、宮本 2020）、これ洞庭湖を中心に分布する華中型

青銅器、贛江流域の新干大洋洲商墓の出現と同段階である（宮本 2005）。すなわち、殷が

青銅資源を得るために、長江中流域の諸文化と接触し、殷文化では既に時代遅れとなって

いた大型青銅尊、青銅罍やその技術が、いわばその見返りとして長江中流域に供与された

のである。 

 殷末周初期に至るまで、殷墟文化の他地域への影響は次第に縮小するが、殷墟そのもの

は祭儀都市化し、社会階層化を顕在化させる方向に向かっていく（宮本 2005）。青銅鐃の

受容を考えると、長江中流域と殷墟を中心とする中原地域の間で、交流が完全に断絶して

いたわけではない。しかしながら、青銅鐃を、従来の青銅尊・罍同様に大型化させる点、

そしてそれらを副葬しない点で、この時期の長江中流域は、中原地域との関係性よりも、

在地的な伝統を一層発展させる方向に向かっていると言える。つまり、殷が階層性を顕在

 
図 8－4 第Ⅰ期の様相 
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化させる方向で青銅器を用いていたのとは異なるあり方が、長江中流域において想定でき

るわけである。階層化が未発達である点を考慮すれば、長江中流域の青銅器は、むしろ複

数の土器文化を含むような、一定の範囲での共同性を示唆する祭祀具であった可能性があ

る。同様の青銅器のあり方は、銅鐸や銅鉾などを含む弥生時代（石橋 2011）、および前 2

千年紀のユーラシア草原地帯の青銅器文化にも看取され（松本 2018）、大型化する現象も

共通している。時期や生業・社会基盤は全く異なるものの、比較の対象としては興味深い。 

２、第Ⅱ期の様相（図 8－5） 

 第Ⅱ期（西周前期～西周中期併行）は青銅尊・罍が次第になくなり、大型青銅鐃 A2 式、

A3 式、Bc2 式、C2 式、C3 式、C4 式、青銅甬鐘 A1a 式、A2 式、A1b 式、B1 式、青銅鼎 Aa

式、Ab1 式、Ac1 式を含む。また、中原型青銅甬鐘、青銅鼎の搬入品もよく見られる。 

これらの青銅器の分布範囲は長江中流域に限られ、湘江流域から贛江流域にかけて、前

段階より少し南に拡大していく。出土状況では、中原型青銅甬鐘が単数埋納、中原型青銅

鼎は単数埋納、副葬という両方があるが、大型青銅鐃 A2、A3、C2 式は個数あるいは集中

埋納、大型青銅鐃 C3、C4 式、青銅甬鐘 A1a 式、A2 式、A1b 式は単数埋納に限られる。ま

た、青銅甬鐘 B1 式は単数埋納、墓の両方が存在し、青銅鼎 Aa 式、Ab1 式、Ac1 式は墓か

らしか見つからない。墓の副葬例としては、望城県高砂脊墓地 AM1（青銅鼎 Aa 式、Ab1

式、Ac1 式）、寧郷県炭河里遺跡西周銅器墓（地方型青銅鼎 A 類、C 類足部）、湘潭県洪家

峭西周墓（青銅甬鐘 B1 式）がある。他の出土遺跡は殆どが単数埋納であり、寧郷老糧倉

 

図 8－5 第Ⅱ期の様相 
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周辺の陳家湾、月山舗、三畝地、北峰灘などの他、江漢平原、湘江流域、贛江流域、長江

下流域にも広がっている。従って、被葬者個人や、その帰属する限られた血縁集団に青銅

器を帰属させることが、少数ではあるものの出現していることがわかる。 

 この段階の長江中流域では、中原型、地方型の併存が目立つ。つまり、中原青銅器文化

との相互の交流の中で、中原型青銅器を模倣するとともに、新たな地方型青銅器を作り出

している状況が窺われる。これに関しては、中原の動向が関わっていると考えられる。ま

ずは、中原では同祖同族の支配原理を体現する新たな青銅器として、中原型青銅甬鐘のよ

うな器物が生み出されていったが（宮本 2020）、下記のような南征によって、そうした甬

鐘が長江中流域の在地社会にも流入していったことが考えられる。 

 当該段階では、長江中流域に向けての昭王の南征などによって、西周王朝の統治域が拡

大するが、それには資源獲得という目的があった（佐藤 2016、宮本 2020）。上記の少数の

青銅器副葬墓からは、こうした中原由来の集団との関連が窺える。例えば、炭河里遺跡で

は、当該地域では数少ない城址が発見され、在地文化と中原文化要素双方が見られる。か

つ、炭河里墓地、高砂脊墓地では青銅器の破砕行為という在地にはなかった要素が認めら

れ、かつ在地的な大型青銅鐃を埋葬しない。さらに、近年の科学分析によって、高砂脊と

寧郷地区は、青銅器の原料が異なるという見解もある（黎ほか 2019）。従って、在地集団

の首長がそのまま成長したというよりも、中原に由来する、あるいは中原との資源交易に

なる集団が突発的に出現したものと考えられる。しかしながら、こうした副葬青銅器は限

られた点的存在であり、従来の埋納青銅器に対する影響はそれほど大きくない。例えば、

地方型青銅鼎が副葬品として存在するものの、これらが長江中流域の各地に配布されるよ

うな現象は起きていない。長江中流域内においては、中原文化に強い関連性がある湘江流

域では、A1a式甬鐘、B1式甬鐘が分布するが、他地域では、従来から続く大型青銅鐃を中

原由来の青銅甬鐘の形態に近づけつつも、在地生産・埋納していた。湘江流域では、在来

の集団祭祀が残ったのである。こうした様相が大きく変わるのが、第Ⅲ段階である。 

３、第Ⅲ期の様相（図 8－6） 

 第Ⅲ期（西周後期～春秋前期）には大型青銅鐃が消滅し、地方型青銅甬鐘 A3 式、A4式、

B2 式、B3 式、地方型青銅鼎 Ab2 式、Ab3 式、Ac2 式、C2 式が分布している。長江中流域

では、集中埋納が湘潭青山橋、鐘祥花山、大悟雷家山で、墓の副葬例が資興旧市集団墓、

長沙金井墓地という集団墓で見られる。 

集中埋納では、湘潭青山橋では、地方型青銅鼎 Ab2 式、Ab3 式と、中原型青銅器（爵、

觶、觚形尊）との共伴関係が見られる。中原型青銅器は殷後期～西周前期に相当する（袁

1982）。地方青銅鼎の形態は器深が浅く、くびれ柱足で、頸部にヨコ S 形、囧文＋夔龍文

を飾る。西周後期以降に併行し、春秋前期に下るであろう。大悟雷家山では、地方型青銅

甬鐘 A3 式の組み合わせと、殷後期～西周前期の中原型青銅鼎（林 1984）との共伴が見ら

れる。こうした集中埋納は、前段階の大型青銅鐃のそれとは異なり、時期差を持つ地方型、

中原型が一度に埋納されている。 

湘潭青山橋の埋納、資興旧市春秋墓地は社会状況を知る良好な資料である。資興旧市春

秋墓は階層化の進展を示している。副葬品なし、青銅器の副葬がない、青銅武器・工具と

いう小型青銅器のみを副葬する、青銅容器を副葬するという 4 類に区分でき、これがおお

よそ墓壙面積と対応しているからである（図 7－13）。つまり青銅器の副葬が、社会的地

位の指標となっていたのである。青銅器の器種は鼎と甬鐘であり、地方型ではあるものの、

西周的な階層秩序の模倣と考えられる。西周後期の礼制改革以来、列鼎制度が成立し、青

銅鼎による階層に関わる厳格な規範が生じた。長江中流域では、中原のような宗族を基本

にした体系ではなく、在地の威信財という形での利用が考えられる。この種の鼎は湘潭青
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山橋にも存在しており、埋納と墓地の繋がりがこの段階から明確になったといえる。旧来

の、共同性を示す大型青銅鐃が廃れ、階層性を示す鼎や甬鐘が埋納されているという事実

は、こうした階層秩序が第Ⅱ期のような点的なものにとどまらず、長江中流域の諸集団に

も受け入れられつつあったことを示している。また、湘江上流域に位置する資興旧市春秋

墓地の青銅鼎、青銅武器は、湘江下流域の金井墓地の出土品と類似し、湘江流域全体に秩

序が広がっていた可能性もある。総じて、従来の集団指向性から、特定個人・集団への指

向が高まり、青銅器に威信財的機能が出現したのである。それに伴って、埋納の青銅器文

化は終焉を迎えた。 

同時に、中原型青銅器を伝世する事例が長江中流域のみならず、長江下流域に位置する

土墩墓文化圏の丹徒煙墩山墓、母子墩墓地、安徽屯溪墓 1 号墓、3 号墓などに見られる。

西周前期頃の中原型青銅器が、西周後期以降の地方型青銅器と共伴しているのである。長

江下流域に関しては、中原型青銅器および地方型を主体とした青銅器副葬は特定個人墓と

され（宮本 1997）、この特定個人あるいは集団が、外部の情報及び物を管理・掌握してい

た可能性が推測された（村野 2005）。長江中流域に関しては、こうした特定個人墓はまだ

出現していないが、上記の集中埋納がこれにあたる可能性もあろう。共同的祭祀の要素が

徐々に、階層秩序の表示具へと転換していったのである。 

つまり、諸部族単位を統合するリーダーが湘江流域で出現し、ランク社会に達した 48

 
48 Morton H. Fried氏が提唱した概念。階層化社会より早く位置づけられる、社会分化の段階（Fried 

1967）。 

 

図 8－6 第Ⅲ期の様相 
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のであるが、そのきっかけとして、外部（西周・長江下流域）由来の器物や情報の独占化

を考えたい。ところで、中原地域では新石器時代以来、階層化が進展しており、前 2 千年

紀の青銅器生産開始直後から、青銅器と階層性は密接に結びついていた。一方で、長江中

流域では、青銅器と階層性の関連は当初は密なものではなかったが、第Ⅲ期に両者の関り

が濃くなるのである。こうした流れは、中原地域よりむしろ弥生時代の武器形青銅祭器、

銅鐸（寺沢 2000、吉田 2014）から、古墳時代の銅鏡副葬（辻田 2019）への変化と対比さ

せることができよう。 

４、第Ⅳ期の様相（図 8－7） 

 第Ⅳ期（春秋中期～春秋後期前半）は地方型銅甬鐘が消失、地方型青銅鼎 B2 式、B3式、

C3 式、Da1式新相、Da2式、Db1 式、E1 式が分布する。C3 式の出土状況が不明である以外

は、すべて墓からの副葬品である。青銅容器を出土する墓として、湘潭古塘橋春秋墓、衡

南胡家港春秋墓という特定個人墓がこの段階に出現するが、衡陽赤石古墓群、桃江腰子侖

墓地のような集団墓も存在する。特定個人墓の場合、集落、集団墓地から離れて位置し、

外部からの青銅器も併存し、前段階の集中埋納と類似するので、両者の関連性が窺える。

大規模な副葬への変化は、個人への指向の高まりを示すものと考えられる。 

 一方、集団墓である衡陽赤石古墓群、桃江腰子侖墓地の一部は、前段階の資興旧市春秋

墓地に比して、青銅器と墓壙面積の相関がやや不明瞭である。これは、当該地域の墓形が

狭長形を取ることや、開口部の面積が切り合いにより不明であることとも関連している。

しかしながら注目できるのは、集団墓における青銅鼎の少なさであり、特定個人墓の隔絶

 

図 8－7 第Ⅳ期の様相 
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が明瞭である。また、青銅武器、青銅工具、砥石の副葬が見られるが、これらは、鼎や楽

器などの祭祀具と一線を画す、実用具である。すなわち、本段階には、祭祀体系を示すも

のは殆どが特定個人墓に独占され、下位層の体系からの排除が見込まれる。特定個人墓の

墓主やそれに関わる特定集団が、青銅器、特に青銅鼎のコントロールを一層強めたものと

考えられる。ここにおいて、長江中流域の社会は等質性を殆ど失い、首長制社会に達した

と言えるかもしれない。 

５、第Ⅴ期の様相（図 8－8） 

 第Ⅴ期（春秋後期後半～戦国前期）は地方型青銅鼎の分布範囲が収縮し、長江中流域で

は Da3 式、Db2 式が存在する。青銅鼎が副葬されるのは、特定個人墓の湘郷何家湾 1 号墓、

湘郷五里橋 1 号墓、集団墓の郴州東周墓、桃江腰子侖墓地である。郴州東周墓 M5 の地方

型青銅鼎は、桃江腰子侖墓地の出土品に類似し、Db2 式青銅鼎しか持たない。青銅鼎が集

団墓で僅かしか見られないことは、春秋前期以来の集団墓の状況に類似する。 

桃江腰子侖墓地は第Ⅴ段階まで存続するが、楚式鬲を副葬する墓が増加していく。これ

らの楚式鬲を副葬する墓は、地方型青銅鼎を伴わず、楚文化の湖南省地域への広がりと捉

えられた（益陽市博物館 2003）。一方で、湘郷五里橋 1 号墓、湘郷何家湾 1 号墓では、地

方型青銅器と楚式遺物との共伴がある。これらの特定個人墓は前段階に続くものであり、

湘郷五里橋 1 号墓、何家湾 1 号墓は、第Ⅳ段階の湘潭古塘橋春秋墓に相当する、在地首長

墓と捉えられる。 

 
図 8－8 第Ⅴ期の様相 
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集団墓、特定個人墓ともに、楚文化要素を取り込むが、これは、楚文化の南漸に関わる。

春秋末期～戦国前期には、楚墓系文化が湘江流域へ拡大し、それに反して地方型青銅器の

分布が嶺南地方に南下していく。長江中流域では、楚墓系、湘江・嶺南系という 2 系統の

青銅器が併存している（西江 1987）。この背景としては、楚国の領域拡大に伴って、従来

の長江中流域に位置する諸集団が楚国に服属したことが考えられる 49。とはいえ、青銅鼎

のような在地伝統は許容されている。 

第Ⅴ期に続く戦国中後期において、長沙楚墓、長沙樹木嶺戦国越人墓出土の Db2 式に後

続する越式鼎は、江陵雨台山楚墓、包山楚墓などの湖北省を中心とする楚墓出土の越式鼎

に類似する。これらの越式鼎は、長江中流域の Db2 式鼎と楚式鼎の融合形態であろう（袁・

張 2015）。このように、楚の領域内で新しく領土化された地域における威信財として、Db2

式鼎は楚の政治秩序に編入されていったのである。 

 

第 3 節 長江中流域青銅器文化の形成・展開とその社会 

 

第 2 節に示したように、長江中流域における青銅器文化は、中原型および華中型青銅器

の影響下に成立した。しかし、成立直後から在地生産が始まり、他地域の影響を受けつつ

も、自律的展開を示すことになる。本論を締めくくるにあたり、当該期における長江中流

域の社会変化とその特質を、サービス氏の『未開の社会組織』の一般進化の社会のあり方

（Service 1971）に比定し、中原および中国他の周辺地域社会との比較も行いながら概観

したい。 

 長江流域で本格的に青銅器生産が開始されるのは、二里岡期に併行する段階である。し

かしながら、盤龍城によって示されるように、中原の集団が鉱物資源を目的とした拠点を

築いたことを背景としている。つまり、中原側が直接的に鉱物資源を獲得していた段階で

あり、在地集団が独自の青銅器を多く製作し、広域に流布させることは難しかった。 

 殷墟期になると、殷の直接的影響は縮小し、ネットワークによる銅鉱石交易が行われる

ようになった（宮本 2005、黎 2020）。ここにおいて、第Ⅰ期（殷墟 3 期～西周中期併行）

の大型青銅器は、本格的に在地生産・消費されるようになったと考えられる。青銅器の製

作には、鉱石の採集から、合金・温度の調整、鋳型形成など、様々な高度な技術が要求さ

れる。そして、そうした各技術を組み合わせ、材料を集め、各集団の役割を調整し、かつ

知識を長期にわたって保持しなければならない。このような状態が、長江中流域において

どのように発生したのかは、本論では論ずることは出来なかったが、新石器時代の製陶・

玉器加工、ならびに盤龍城遺跡で、非鄭州系青銅器の大型化という在地生産（鈴木 2013）

の伝統が継承された可能性がある。そして、こうした青銅器は、長江中流域で洞庭湖を中

心として、湖南北部、湖北南部、江西北部にまとまり、長江下流域へ拡散しつつあった。

つまり、上述の技術体系が、一定程度の集団間で共有されていたことになる。こうしてみ

ると、外見上は、長江中流域の青銅器文化は、殷のそれに類似するかのようである。しか

しながら、本論で論じてきたように、これらの青銅器は、日常の生活遺跡から離れたとこ

ろに、大型青銅尊・罍、大型青銅鐃の諸型式が単独で埋納されたのであって、なおかつ当

該期には社会の階層化が本地域では認められていない。このことこそが、本地域と中原（殷）

を大きく分けるものである。中原では、殷そしてそれを遡る二里岡、二里頭期に祭祀具（彝

器）が青銅で製作されたが、それは同時に身分秩序を示すものとして多く使用された（宮

本 2005）。一方で、長江中流域では、こうした青銅器は集団秩序の調整という機能は同じ

 
49 「楚悼王素聞起賢、至則相楚。 ……於是南平百越、北并陳蔡、卻三晋、西伐秦。」（『史記』孫子呉起

列伝） 
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であるものの、それは共同・平等性を示すものとして利用され、部族社会の段階と考えら

れる。前章で述べたように、このような在り方は弥生時代の銅鐸や銅鉾と比較できる（吉

田 2014）。また、大型品を指向するという面でも、両者は共通するものである。あるいは、

ユーラシア草原地帯におけるセイマ・トルビノ青銅器群もそうした性質を持つものである

（松本 2018）。従って、長江中流域の青銅器文化は、中原以外の東ユーラシア諸地域の青

銅器時代のある段階と、内容的には類似性を持っていることになる。先学では、殷との関

係性や集団の流入に注目が集まり、確かに青銅器技術は、一段階遅れたものが殷から持ち

込まれたのであろう。また、階層化という面では、中原の「周辺」という位置づけも可能

かもしれない。しかしながら、諸技術を受け入れた長江中流域の諸集団は、他地域におい

て青銅器時代として評価可能な段階に、確かに達していたことが知られるのである。 

 中原の集団が、資源等を求めて長江流域に拠点を作ることは、先述の盤龍城によって知

られている。西周期以降は、昭王による長江中流域への進出が知られている（佐藤 2016）。

一方で、この段階の長江流域には既に在地の青銅器文化が育っており、西周による直接的

な鉱物採取よりも、在地集団を何らかの形で介した形での資源入手が見込まれる。こうし

た中で形成されたのが、第Ⅱ期（西周前期～中期併行）の青銅器厚葬墓であり、中原など

長江中流域以外の集団を中心として形成された可能性がある。特に炭河里遺跡は、当該流

域では稀な城址が発見され、様々な外来要素を含んでいる点で特異である。さらに、こう

した青銅器墓が中原型青銅器を含みつつ、在地的な大型青銅鐃は持たない点も、外部由来

を考えさせる。さらに、青銅鐃・甬鐘の分布差によって、湘江流域の在地集団のみが A1a

式甬鐘を持つ。甬鐘への転換について、西周文化と一定の関係を持つ一方、その他の地域

では、前段階に引き続き諸集団の共同性を指向していた埋納伝統が維持された。このよう

に、長江中流域内の一部で、リーダーを抱く階層構造を持つ集団が分散的に出現したので

ある。中原の事例からも分かるように、階層化が一定程度進展した社会の上層部にとって、

青銅器は、原材料あるいは製品、生産組織をコントロール可能な面で、社会関係を掌握し

ていくための、極めて便利な道具であった。青銅器のこのような側面を、長江中流域の在

来集団が次の段階に利用するようになる背景として、第Ⅱ期の青銅器墓の影響があるのか

もしれない。 

 第Ⅲ期（西周後期～春秋前期併行）には大型青銅鐃が廃れて、地方型青銅甬鐘や鼎が青

銅器の中心を占めている。これは、当該地域における極めて大きな変化と言える。鼎・甬

鐘という器種は、西周後期の礼制改革による列鼎制度という「礼」、編鐘という「楽」を

はじめとする秩序（角道 2014、楊 2019、宮本 2020）の影響であるといえる。西周の影響

が、分散的拠点のみならず、在来集団全体に及んだのがこの時期なのである。西周後期に

は諸侯の勢力が目立ち始め、長江中流域に礼制の情報をもたらしたのは、各諸侯であった

のかもしれない。同時に注目できるのが、集団墓における階層化の進展であり、青銅器を

基にした階層秩序の形成が窺える。同時期には、青銅甬鐘や鼎を含む集中埋納が存在し、

青銅器への支配を強めたリーダーによるものと筆者は考えた。比較的安定した数量の青銅

器がコントロールされていたものと考えられる。そして、この支配をさらに強化したもの

が、第Ⅳ期（春秋中期～後期前半）の特定個人墓である。なお、同時期の長江下流域にお

ける土墩墓文化圏でも、中原型青銅器および地方型を主体とした青銅器を副葬する特定個

人墓が見られ（宮本 1997）、長江中流域よりも若干早い出現といえる。そして、長江中流

域でも第Ⅳ段階に、隔絶した特定個人墓、集団墓における青銅容器/武器（工具類）の有

無といった、階層指標が明確化する。いわば、首長制社会を基盤として階層化がさらに発

達し、ピラミッド型の秩序が体系化されたのである。 

 ところで、第Ⅱ期から始まる変化のきっかけは、外部由来の拠点的青銅器墓や、西周に
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由来する青銅甬鐘や鼎とその体系であった。本論で示してきた、長江中流域の在来集団の

動向では、確かに内的階層化プロセスが辿れるわけであるが、鐃・甬鐘から鼎への変化な

どは唐突であり、その起爆剤としては、外部のかなりの影響を考慮しないわけにはいかな

い。こうしたあり方は、銅鐸・武器形祭器が破砕、埋納され、それに替わるように銅鏡を

副葬するようになる弥生～古墳時代への変化（辻田 2019）と対比できるように思われる。

列島の当該時代の変化も、北部九州から近畿へという対外窓口の転換が関与しているらし

い。こうしてみると、影響力の強い地域との交渉の在り方で、社会変化が進んでいく点で

は、列島も長江中流域も類似するといえるのかもしれない。一方でこうした、階層指標と

しての青銅器をあまり発達させなかったのが、ユーラシア草原地帯であり、実用利器とし

ての性格を強めていったのである（松本 2018）。 

 さらに第Ⅴ期である春秋後期後半～戦国前期には、地方型青銅鼎の展開に伴い、特定個

人墓、集団墓地のいずれにおいても楚文化要素の受容が認められる。これは楚文化が湖北

方面から湘江地区へと拡大しつつ（西江 1987）、ひいては楚国の支配拡大と捉えられる。

一方で、地方型青銅鼎の伝統が弱まりつつも保持され、楚国による文化伝統の許容が窺わ

れる。つまり、長江中流域の第Ⅳ期のピラミッド型の階層構造が、楚国におけるより大き

な秩序下に組み込まれたと考えるのである。これに関しては、楚の新興勢力あるいは新貴

族（袁 2015）の上昇志向によって、権力機構の再編にみられる族的な団結や再生産を示

しており、旧来の社会システムが採用されていたこと（宮本 2020）に対して、長江中流

域に対する間接的支配が行われた可能性が高い。楚国から流れ込む青銅礼器は、従来の越

式鼎とともに、伝統の支配層に融合する。さらに武器等を副葬する新たな価値づけが生み

出された。やがて楚は秦に併合され、ここに地方型青銅器文化は終焉を迎える。 
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図 8－9 殷周時代における長江中流域の社会変化 



133 
 

結 語 

 

本章では、第 2 章から第 6 章で行った個別研究の結果に基づき、長江中流域の青銅器文

化の展開について纏め、より一般化する。以下、本論で行ってきた検討および考察の内容

について要約し、結びとしたい。 

第 1 章では、長江中流域の青銅器、および長江中流域の文化様相に関する研究を整理す

るとともに、本論で使用する方法を提示した。型式学の方法論的問題点を示した他、先学

では、長江中流域の社会様相の変化も、単純に中原青銅器文化の影響によるという説明に

なる場合が多いこと、そして、長江下流域独自の変化を、幅広い器種で認識する必要性を

指摘した。 

第 2 章では、青銅尊、罍の型式学分析、分布を行い、中原青銅尊、罍と比較した。結果、

当該地域の青銅尊、罍について、殷墟 3 期併行から本格的在地生産が始まり、形態上の在

地色が次第に強まることが明らかになった。この時期の青銅器がいわゆる華中型青銅器

（難波 1998）である。また、当該地域の青銅尊、罍の型式・機能・出土状況は共通性を

持ち、ここから中原青銅器文化とは異なる生産、消費集団が示される。在地集団が大型青

銅尊、罍によって、同様の埋納形態で集団祭祀を行ったのである。また、殷墟 4 期併行（第

Ⅲ期）以後は流通が次第に低下し、各地域社会が自らのあり方に適応しつつ各要素を選択

し、長江中流域青銅器文化が開始されたものと考えられる。 

 第 3 章では、殷周時代の青銅鐃を対象に、その器形、文様に基づく系譜関係を明らかに

し、青銅鐃の展開過程を検討した。その結果、まず、殷墟 4 期に出現する長江中流域の大

型青銅鐃は、形態では殷墟文化の小型青銅鐃の系譜を引き、文様では華中型饕餮文様に関

連する。つまり、長江中流域では、中原の小型青銅鐃という外部要素は、青銅尊、罍とい

う華中型青銅器の在地要素を融合しつつ、地方型青銅器文化をさらに展開させたのである。

この点では青銅鐃は青銅尊、罍と共通した展開を見せている。その後、大型青銅鐃の枚部

が発達し、西周文化の青銅甬鐘との類似性が次第に高まり、青銅甬鐘に置き換わっていく

様相が看取された。 

 第 4 章では、地方型青銅甬鐘の出現、展開を検討した。長江中流域は、中原からの強い

影響を受けつつ、甬鐘を独自生産し始めた。それらは機能的には従来の大型青銅鐃と同様

であり、在地での埋納による消費が続くが、同時期の大型青銅鐃がさらに広い範囲に分布

し、長江中流域内でも、中原との関係によって地域差が生まれる。西周後期併行には、異

なる系統である A 型、B型甬鐘の流通差が明瞭となる。同時期には、大型青銅鐃の消失（向

2008）や、地方型青銅鼎の副葬品としての利用（村野 2005）が先学で指摘されており、

何らかの関りが考えられる。 

 第 5 章では、地方型青銅鼎の展開を検討した。殷末周初期～西周後期併行では、中原型

青銅鼎が長江中流域に搬入され、在地生産が開始された。西周後期併行～春秋前期では、

長江中下流域の地域ごとに地方型青銅鼎が定着し、春秋中期には、長江下流域が長江中流

域に強い影響を与えた。さらに春秋後期後半～戦国前期頃の長江中流域（湘江流域）では、

楚系青銅器の存在や、地域色希薄化が認められ、戦国中期以降には楚国に組み込まれてい

くことが看取される。 

 第 6 章では、第 2 章から第 5 章までの個別の検討をまとめ、各型式の青銅器の編年を統

合し、長江中流域の青銅器文化全体を五期区分した。また、地方型青銅器文化やその出土

状況の変遷に基づき、当該地域の青銅器の扱われ方を検討したうえで、当該地域の青銅器

文化が自律性を保ち、内的階層化が進展する様相を指摘した。 

 第 7 章では、以上のような議論をもとに、中原や他地域の影響を参照しつつ、長江中流
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域青銅器文化の展開および社会の具体像についての考察を行った。長江中流域では、殷墟

文化との交流の下、地方型青銅器文化が成立したが、当初、青銅器は共同体の集団祭祀を

示すものとして利用された。西周前中期、王朝が長江中流域に対して政治的支配を示す

（「昭王の南征」）が、長江中流域の殆どの地域は、引き続き集団の共同性を指向していた。

一方で、湘江流域に代表されるような、首長による階層構造を有する集団が分散的に出現

した。西周後期～春秋前期には、中原の影響を強く受けつつ、地域全体で、青銅器を基に

した階層秩序が形成された。これがピラミッド状のより発達した階層構造として確立する

のが春秋中期～後期前半である。そして、春秋後期後半～戦国前期には、ピラミッド型の

階層構造が、楚国におけるより大きな秩序の下に組み込まれた。 

長江中流域には銅鉱があり、鉱物を提供する資源供給地として、中原文化に結びついて

いた。殷墟社会が青銅器生産拡大のため、製作技術と引き換えに、ネットワーク（宮本

2005）を通じて、長江中流域に資源を求めたことが推定できる。西周王朝では、王権強化

や銅資源確保のため、長江中流域の銅鉱物を獲得する目的で（佐藤 2016）、外征の必要性

があった（宮本 2020）。さらに、春秋中期には儀礼の再編（佐藤 2016、宮本 2020）が行

われた。文献史学によれば、この時期には諸侯間の戦争が常態化しており（渡辺 2019）、

「鼎の軽重を問う」のように、楚荘王が周王と並び立ち（丸橋 2020）、諸王間の競合関係

が顕著化した（渡辺 2019）。この時期の長江中流域では根強い伝統が存在していたが、外

部からの情報・モノなどが特定の集団に管理・掌握されはじめ、集団の組織化、統合化が

導かれた（村野 2005）。 

一方で村野氏は、地方型青銅鼎の展開によって、湘江流域の社会が西周前期～中期には

複雑化しているものの、西周後期～春秋前期にかけて、単純化していくことを指摘した（村

野 2005）。しかしながら、本論では、長江中流域の社会を、地域間関係に基づく自律的な

展開によって、単純社会から複雑社会へ移行する 1 つのあり方として捉えた。このような

差が生じた原因は、当該地域において埋納品として扱われた地方型青銅器と関連し、湘江

流域に位置する高砂脊遺跡、寧郷炭河里遺跡の評価も関係している。こうした細部におけ

る解釈の齟齬に関しては、その解決を将来の課題とする他ない。しかしながら、長江中流

域の社会が、外部との相互作用の中で、内的階層化が進展したという、本論の根幹につい

ては、村野氏の解釈と矛盾することはない。本論の成果は、殷代から戦国までの長期間に

関して、外部の影響の詳細を明らかにしつつ、本地域の発展を一般進化のあり方（Service 

1971）の指標で評価した点にあるのである。 

当該地域では、地方型青銅彝器がその機能を変化させていることがわかる。日常生活の

場所から隔絶したところで、神々を象徴する祭祀具（大型青銅尊・罍）から、祭祀活動に

伴う音楽機能を有する楽器（大型青銅鐃・甬鐘）に変化し、さらに、副葬品へと変化した

のである。前者の変化は、共同体の神を象徴するモニュメントのようなものから、次第に

祭祀の場の活動に結びつく祭祀具への変化であり、そうした祭祀活動を司るリーダーが、

集団祭祀の中で逸脱し、威信財を通じて、個人身分を強調していく。このように、青銅器

を通じた祭祀活動の継続と、青銅器の機能変化が、当該地域の階層化と密接に関わってい

たのである。 

したがって、本論の学史的意義は、以下の 2点にまとめられる。一つは、殷周時代の地

方型青銅器の型式間関係、中原型青銅器との併行関係を示し、地方型青銅器全体の型式変

遷の詳細を明らかにした点である。長江中流域は、中原地域－周辺地域という体系から、

次第に秦漢帝国の政治的領域に取り込まれた地域として知られる。本論では、地方型青銅

器の検討から、長江中流域と他地域の関係の詳細を明らかにし、それが長江中流域文化自

体の自律性を示した。中原王朝の意図を超えたところで青銅彝器は異なる人間集団を結び



135 
 

つき、中華文明の多元一体化の形成を反映する。もう一つは、こうした社会変化が、新進

化主義的枠組みにおける諸段階に対応することを示したことである。前国家段階において、

青銅器のような希少資源を所有する不平等から、次第に機能変化によって、威信財を媒介

として、徐々に階層化が進展し、最後には楚・秦の体系に至るのである。本論で取り上げ

た考古学現象に基づく解釈は、人類学における社会変化モデルに対しても一定の寄与が期

待されよう。 

一方、本論は主に長江中流域の地方型青銅彝器について検討を行ってきたが、地方型青

銅器文化の展開、および社会変化という問題を論じる上では、青銅武器、青銅農工具など

の検討が欠かせない。特に青銅農工具には、華中地域の特色が強く現れており（林 1995）、

鉱石採掘を含む生業活動に密接に関係するものである。また、社会分化による他の威信財

として玉器類の検討を行う必要があろう。さらに、青銅彝器の生産のあり方も課題として

残る。長江中流域では鋳造工房、鋳型は未発見であるものの、製品の笵線等の鋳造痕跡の

詳細な観察や、科学的分析を活用する方向が考えられる。また、殷周時代の地方型青銅彝

器は、中原以外の中国周辺地域などと密接な結びつきを有するものであり、さらマクロな

視点からみると、東アジアの各地域の青銅器時代の様相と比較検討することが重要な課題

であろう。 
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番号 器種 出土地点または青銅器名 出土遺構名
器高
(cm)

本論の型
式

中原の併行年代
本論の
時期

出典

1 安徽省阜南県朱砦区常廟郷月児河地区 墓？ 47 尊1式 殷墟Ⅰ期 『文物』1959.1
2 安徽省阜南県朱砦区常廟郷月児河地区 墓？ 50.5 尊1式 殷墟Ⅰ期 『文物』1959.1
3 陝西省城固県五郎廟 五郎廟銅器点 34.9 尊2式 殷墟Ⅱ期 『城洋青銅器』2006　図五七
4 陝西省城固県蘇村塔冢自然村 塔冢銅器点 39.2 尊2式 殷墟Ⅱ期 『城洋青銅器』2006　図七五
5 陝西省城固県蘇村塔冢自然村 塔冢銅器点 38.5 尊2式 殷墟Ⅱ期 『城洋青銅器』2006　図七六
6 四川省広漢市南興鎮三星堆遺跡 二号祭祀坑 31.5 尊2式 殷墟Ⅱ期 『三星堆祭祀坑』1999
7 四川省広漢市南興鎮三星堆遺跡 一号祭祀坑 43.3 尊2式 殷墟Ⅱ期 『三星堆祭祀坑』1999
8 四川省広漢市南興鎮三星堆遺跡 二号祭祀坑 69 尊2式 殷墟Ⅱ期 『三星堆祭祀坑』1999
9 四川省広漢市南興鎮三星堆遺跡 二号祭祀坑 44.2 尊3式 殷墟Ⅲ期～殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『三星堆祭祀坑』1999
10 四川省広漢市南興鎮三星堆遺跡 二号祭祀坑 41.6 尊3式 殷墟Ⅲ期～殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『三星堆祭祀坑』1999
11 湖北省江陵県岑河鎮廟興村磚瓦厂 個数埋納 46.2 尊3式 殷墟Ⅲ期～殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『文物』1993.8
12 陝西省城固県蘇村塔冢自然村 塔冢銅器点 46 尊3式 殷墟Ⅲ期～殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『城洋青銅器』2006　図六九
13 四川省広漢市南興鎮三星堆遺跡 二号祭祀坑 45.5 尊3式 殷墟Ⅲ期～殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『三星堆祭祀坑』1999
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18 安徽省六安地委党校教学楼施工工地 個数埋納 70 尊4式 殷墟Ⅳ期～殷末周初期 第Ⅰ期 『文物』2000.12
19 四川省広漢市南興鎮三星堆遺跡 二号祭祀坑 52.6 尊4式 殷墟Ⅳ期～殷末周初期 第Ⅰ期 『三星堆祭祀坑』1999
20 四川省広漢市南興鎮三星堆遺跡 二号祭祀坑 56.5 尊4式 殷墟Ⅳ期～殷末周初期 第Ⅰ期 『三星堆祭祀坑』1999
21 湖南省華容県東山 個数埋納 73.2 尊4式 殷墟Ⅳ期～殷末周初期 第Ⅰ期 『湖南省博物館』1983
22 陝西省城固県龍頭鎮龍頭小学 龍頭銅器点 37.1 罍1式古相 殷墟Ⅰ期 『城洋青銅器』2006　図三一
23 陝西省城固五郎廟 a地点 24 罍1式古相 殷墟Ⅰ期 『城洋青銅器』2006　図四八
24 陝西省城固県龍頭鎮龍頭小学 龍頭銅器点 34 罍1式古相 殷墟Ⅰ期 『城洋青銅器』2006　図二九
25 陝西省城固県龍頭鎮龍頭小学 龍頭銅器点 37.8 罍1式古相 殷墟Ⅰ期 『城洋青銅器』2006　図三
26 湖北省黄州市王家坊郷蓼葉嘴村下窯嘴 個数埋納 23 罍1式新相 殷墟Ⅱ期 『文物』1993.6
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29 三羊首瓿 ？ 52 罍2式 殷墟Ⅲ期～殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『中国青銅器全集　商4』1998
30 江蘇省江寧 ？ 28.7 罍2式 殷墟Ⅲ期～殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『中国青銅器全集　商4』1998
31 四羊首瓿 新干商墓 60.5 罍2式 殷墟Ⅲ期～殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『新干商代大墓』1997
32 四川省広漢市南興鎮三星堆遺跡 二号祭祀坑 33.4 罍2式 殷墟Ⅲ期～殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『三星堆祭祀坑』1999
33 四川省広漢市南興鎮三星堆遺跡 二号祭祀坑 35.4 罍3式 殷墟Ⅳ期～殷末周初期 第Ⅰ期 『三星堆祭祀坑』1999
34 湖北省沙市郊区立新郷東岳廟村二組 個数埋納 51.5 罍3式 殷墟Ⅳ期～殷末周初期 第Ⅰ期 『江漢考古』1987.4
35 四羊首瓿 ？ 38.8 罍3式 殷墟Ⅳ期～殷末周初期 第Ⅰ期 『中国青銅器全集　商4』1998
36 湖南省岳陽市栄湾公社農科二隊魴魚山山腰 個数埋納 50 罍3式 殷墟Ⅳ期～殷末周初期 第Ⅰ期 『湖南考古輯刊』1984.2
37 四川省広漢市南興鎮三星堆遺跡 二号祭祀坑 54 罍3式 殷墟Ⅳ期～殷末周初期 第Ⅰ期 『三星堆祭祀坑』1999
38 湖南省平江県浯口鎮 個数埋納 54 罍3式 殷墟Ⅳ期～殷末周初期 第Ⅰ期 『湖南商周青銅器研究』2013
39 浙江省余杭徐家畈 個数埋納 29 大A1式 殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『考古』1965.5
40 湖北省陽新県白沙郷 個数埋納 27 大A1式 殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『文物』1981.1
41 獣面紋大鐃 ？ 67 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『大系・北京卷』
42 湖南省寧郷師古寨 ？ 70 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『大系・北京卷』
43 湖南省寧郷師古寨 ？ 69 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『大系・北京卷』
44 獣面紋鐃 ？ 43 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『大系・湖南卷』
45 獣面紋鐃 ？ 48.6 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『大系・湖南卷』
46 湖南省益陽市赫山三畝土 個数埋納 73.8 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『大系・湖南卷』
47 界欄式獣面紋大鐃 ？ 65.2 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『大系・上海卷』
48 湖南省望城高塘嶺高冲村 個数埋納 48.4 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『湖南考古輯刊』第2集
49 湖南省寧郷県唐市陳家湾楚江河岸 個数埋納 72.8 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『湖南考古輯刊』第2集
50 湖南省瀏陽県柏嘉村 個数埋納 43.5 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『湖南文物』第1期
51 江西省宜豊牛形山 個数埋納 56 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『江西歴史文物』1985.1
52 湖南省寧郷県月山鋪転耳侖 個数埋納 103.5 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『文物』1986.2
53 湖南省寧郷県老糧倉師古寨 個数埋納 80 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『文物』1997.12
54 湖南省寧郷県老糧倉師古寨 個数埋納 70 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『文物』1997.12
55 湖南省岳陽県黄秀橋費家河河岸 個数埋納 72.9 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『文物資料叢刊』第5集
56 湖南省寧郷県老糧倉北峰灘 個数埋納 87 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『湖南考古輯刊』第2集
57 湖南省株洲収集 個数埋納 53.5 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『湖南考古輯刊』第2集
58 湖南省寧郷北峰灘 個数埋納 90 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『文物』1978.6
59 象紋大鐃 集中埋納 69 大A2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『大系・北京卷』
60 湖南省寧郷県老糧倉師古寨 集中埋納 54 大A3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『文物』1997.12
61 小型虎紋鐃 ？ 49 大A3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南卷』
62 湖南省寧郷県老糧倉師古寨 集中埋納 68 大A3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『湖南考古輯刊』第2集
63 湖南省寧郷県老糧倉師古寨 集中埋納 70 大A3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『文物』1966.4
64 湖南省寧郷県老糧倉師古寨 集中埋納 44.5 大A3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『文物』1966.4
65 安徽省馬鞍山市郊外 個数埋納 50.6 大Ba式 殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『皖南商周青銅器』
66 新干大洋洲066号大鐃 新干商墓 45.6 大Ba式 殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『新干商代大墓』
67 双目式獣面紋鐃 ？ 25.3 大Bb1式 殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『大系・上海卷』
68 江西省永修燕坊郷 個数埋納 34.2 大Bb1式 殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『南方文物』2002.2
69 江蘇省江寧許村 個数埋納 46.5 大Bb1式 殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『文物』1975.8
70 湖北省陽新県白沙郷 個数埋納 24 大Bb1式 殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『文物』1981.1
71 新干大洋洲064号大鐃 新干商墓 41.6 大Bb1式 殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『新干商代大墓』
72 安徽省潜山市 個数埋納 41.5 大Bb1式 殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『安徽省博物館蔵青銅器』
73 双目式獣面紋鐃 ？ 33.9 大Bb2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『大系・上海卷』
74 獣面紋鐃 ？ 30.6 大Bc1式 殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『大系・上海卷』
75 安徽省宣州市石山 個数埋納 37.7 大Bc1式 殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『皖南商周青銅器』
76 新干大洋洲065号大鐃 新干商墓 43.6 大Bc1式 殷墟Ⅳ期 第Ⅰ期 『新干商代大墓』
77 湖南省寧郷三畝地 個数埋納 66.3 大Bc2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『湖南博物館』図29
78 湖南省湘郷黄馬塞 個数埋納 39.9 大C1式 殷末周初期 第Ⅰ期 『湖南考古輯刊』第2集
79 江西省永修燕坊郷 個数埋納 42.5 大C1式 殷末周初期 第Ⅰ期 『南方文物』2002.2
80 湖南省寧郷師古寨 集中埋納 36.5 大C1式 殷末周初期 第Ⅰ期 『文物』1997.12
81 湖南省株洲県傘鋪 個数埋納 51.8 大C2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『大系・湖南卷』
82 湖南省安仁荷樹 個数埋納 42.5 大C2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『大系・湖南卷』
83 浙江省長興上草楼 個数埋納 51.4 大C2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『文物』1960.7
84 福建省建甌陽澤村 個数埋納 76.8 大C2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『文物』1980.11
85 湖南省寧郷県西南老糧倉郷師古寨山西北坡 集中埋納 47 大C2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『文物』1997.12
86 湖南省寧郷県西南老糧倉郷師古寨山西北坡 集中埋納 45.7 大C2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『文物』1997.12
87 湖南省寧郷県西南老糧倉郷師古寨山西北坡 集中埋納 48 大C2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『文物』1997.12
88 湖南省寧郷県西南老糧倉郷師古寨山西北坡 集中埋納 48.5 大C2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『文物』1997.12
89 湖南省寧郷県西南老糧倉郷師古寨山西北坡 集中埋納 49.5 大C2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『文物』1997.12
90 湖南省寧郷県西南老糧倉郷師古寨山西北坡 集中埋納 50 大C2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『文物』1997.12
91 湖南省寧郷県西南老糧倉郷師古寨山西北坡 集中埋納 51.6 大C2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『文物』1997.12
92 湖南省祁東金橋 個数埋納 34.1 大C2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『南方文物』1993.2
93 渦雲紋大鐃 ？ 62 大C2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『大系・北京卷』
94 湖南省寧郷県西南老糧倉郷師古寨山西北坡 集中埋納 53.5 大C2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『文物』1997.12
95 江西省万載株潭 個数埋納 32.2 大C2式 西周前期前半 第Ⅱ期 『江西歴史文物』1984.1
96 湖南省株洲頭壩 個数埋納 34.3 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南卷』
97 雲紋鐃 ？ 37.3 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南卷』
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98 湖南省岳陽鄒家山 個数埋納 37 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南卷』
99 湖南省耒陽夏家山 個数埋納 32 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南卷』
100 湖南省長沙県望新郷板橋 個数埋納 43.5 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『文物資料叢刊』第5集
101 湖北省江陵県収集 個数埋納 41.5 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖北卷』
102 龍紋鐃 ？ 35.5 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南卷』
103 湖南省衡陽岳屏 個数埋納 41.6 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南卷』
104 湖南省衡陽 個数埋納 39.6 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南卷』
105 湖南省衡南梨頭 個数埋納 46 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南卷』
106 湖南省衡陽泉口 個数埋納 44 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南卷』
107 江西省宜春金橋 個数埋納 48.8 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『大系・江西卷』
108 湖南省醴陵 個数埋納 29 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『湖南考古輯刊』第2集
109 雲紋鐃 ？ 49.5 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『湖南考古輯刊』第2集
110 湖南省衡陽石口郷 個数埋納 35 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南卷』
111 湖南省桃江石牛郷 個数埋納 42 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南卷』
112 江西省南昌李家荘 個数埋納 39.8 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『大系・江西卷』
113 広西省灌陽仁江 個数埋納 36 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『文物』1978.10
114 福建省建甌梅村 個数埋納 35 大C3式 西周前期後半～西周中期 第Ⅱ期 『文物』1996.2
115 江西省宜春蜈公塘 個数埋納 38.3 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・江西卷』
116 江西省新余羅坊 個数埋納 40 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・江西卷』
117 湖南省資興天鵝山 個数埋納 38 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『湖南考古輯刊』第3集
118 羅田人面紋鐃 個数埋納 44.5 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖北卷』
119 江西省永新烏亀嶺 個数埋納 45 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・江西卷』
120 江西省新余水西 個数埋納 44.8 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・江西卷』
121 江西省萍郷鄧家田 個数埋納 40.1 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・江西卷』
122 江西省安源十里埠 個数埋納 39.9 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・江西卷』
123 江西省安源十里埠 個数埋納 40.3 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・江西卷』
124 湖南省漢寿三和郷 個数埋納 51 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『湖南考古2002』
125 湖南省漢寿三和郷 個数埋納 50 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『湖南考古2002』
126 湖南省株洲昭陵郷黄竹 個数埋納 41.5 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『湖南考古輯刊』第2集
127 湖南省資興蘭市 個数埋納 34 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『湖南考古輯刊』第3集
128 湖南省株洲漂沙井郷 個数埋納 39.5 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『湖南考古輯刊』第4集
129 江西省樟樹双慶橋 個数埋納 50 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『江西歴史文物』1981.3
130 江西省吉安泰和 個数埋納 56 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『江西歴史文物』1990.3
131 江西省靖安梨樹窩 個数埋納 44.1 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『江西歴史文物』1993.2
132 江西省新余界水 個数埋納 50.3 大C4式 西周中期 第Ⅱ期 『文物工作資料』1962.3
133 浙江省長興知城長興中学 個数埋納 21 大C型 西周前期～西周中期 第Ⅱ期 『文物』1973.1
134 浙江省磐安深澤 個数埋納 27 大C型 西周前期～西周中期 第Ⅱ期 『考古』1987.8
135 浙江省安吉高禹 個数埋納 32 大C型 西周前期～西周中期 第Ⅱ期 『文物』2005.1
136 湖南省寧郷県回龍鋪村 個数埋納 43.5 A1a式 西周前期後半 第Ⅱ期 『大系・湖南巻』
137 湖南省衡山県 個数埋納 43.5 A1a式 西周前期後半 第Ⅱ期 『大系・湖南巻』
138 湖南省衡陽県長安郷 個数埋納 43.3 A1a式 西周前期後半 第Ⅱ期 『大系・湖南巻』
139 細線雲文鐘 個数埋納 28 A1b式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南巻』
140 湖南省岳陽県西塘郷 個数埋納 22.4 A1b式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南巻』
141 安徽省長豊県義井郷 個数埋納 28 A2式 西周中期 第Ⅱ期 『安徽江淮地区商周青銅器』
142 江西省吉水県 個数埋納 42.5 A2式 西周中期 第Ⅱ期 『江西歴史文物』1990.3
143 江西省吉水県 個数埋納 32.6 A2式 西周中期 第Ⅱ期 『江西歴史文物』1990.3
144 浙江省簫山県杜家村 個数埋納 41.5 A2式 西周中期 第Ⅱ期 『文物』1985.5
145 江西省萍郷県彭高公社村 個数埋納 38.2 A2式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・江西巻』
146 安徽省太湖県弥陀鎮 個数埋納 42 A2式 西周中期 第Ⅱ期 『安徽江淮地区商周青銅器』
147 江西省萍郷県彭高公社村 個数埋納 41 A2式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・江西巻』
148 長沙市収集 個数埋納 41 A2式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南巻』
149 湖南省瀏陽県澄潭村 個数埋納 45 A2式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南巻』
150 湘潭市収集 個数埋納 38 A2式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南巻』
151 湖南省湘郷市馬龍村 個数埋納 46.3 A2式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南巻』
152 湖北省鐘祥県洋梓区花山水庫 集中埋納 39.4 A3式 西周後期前半 第Ⅲ期 『文物参考資料』1958.6
153 湖北省大悟県豊店郷龍潭村 集中埋納 24 A3式 西周後期前半 第Ⅲ期 『大系・湖北巻』
154 湖北省大悟県豊店郷龍潭村 集中埋納 30 A3式 西周後期前半 第Ⅲ期 『大系・湖北巻』
155 湖北省大悟県豊店郷龍潭村 集中埋納 32 A3式 西周後期前半 第Ⅲ期 『大系・湖北巻』
156 湖北省大悟県豊店郷龍潭村 集中埋納 37.2 A3式 西周後期前半 第Ⅲ期 『大系・湖北巻』
157 湖北省大悟県豊店郷龍潭村 集中埋納 37 A3式 西周後期前半 第Ⅲ期 『大系・湖北巻』
158 湖北省鐘祥県洋梓区花山水庫 集中埋納 21.6 A3式 西周後期前半 第Ⅲ期 『文物参考資料』1958.6
159 長枚鐘 ？ 47 A4式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『大系・湖南巻』
160 湖南省平江県鐘洞郷 個数埋納 38 A4式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『大系・湖南巻』
161 湖北省武昌県湖泗郷木頭嶺 個数埋納 45.3 A4式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『江漢考古』1982.2
162 湖北省武昌県湖泗郷木頭嶺 個数埋納 36 A4式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『江漢考古』1982.2
163 湖北省武昌県湖泗郷木頭嶺 個数埋納 30 A4式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『江漢考古』1982.2
164 湖南省沅陵県五強鎮界首村 個数埋納 A4式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『湖南商周青銅器研究』
165 安徽省当涂新市郷収集 個数埋納 29.4 A4式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『江漢考古』2020.5
166 湖北省通山県楠林鎮南城畈 個数埋納 94 A4式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『大系・湖北巻』
167 鄂州蝉紋鐘 個数埋納 38.1 A4式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『大系・湖北巻』
168 雲紋鐘 ？ 31.5 B1式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南巻』
169 湖南省湘郷県金石鎮坪如村 個数埋納 45.3 B1式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南巻』
170 湖南省湘潭県花石洪家峭 墓？ 42.5 B1式 西周中期 第Ⅱ期 『文物』1966.5
171 湖南省湘潭県花石洪家峭 墓？ 45.4 B1式 西周中期 第Ⅱ期 『文物』1966.5
172 江西省南昌李家荘 個数埋納 34.4 B1式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・江西巻』
173 鷹潭地区収集 個数埋納 35.8 B1式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・江西巻』
174 湖南省湘潭県青山橋郷 個数埋納 48.7 B1式 西周中期 第Ⅱ期 『湖南考古輯刊』第1集
175 雲紋鐘 ？ 50.8 B1式 西周中期 第Ⅱ期 『大系・湖南巻』
176 湖北省大悟県豊店郷龍潭村 集中埋納 30.6 B2式 西周後期前半 第Ⅲ期 『江漢考古』1980.2
177 湖南省双峰県鎮石公社 個数埋納 30 B2式 西周後期前半 第Ⅲ期 『大系・湖南巻』
178 湖北省鐘祥県洋梓区花山水庫 集中埋納 37 B2式 西周後期前半 第Ⅲ期 『大系・湖北巻』
179 湖北省通山県下泉村 個数埋納 21 B2式 西周後期前半 第Ⅲ期 『大系・湖北巻』
180 湖北省鐘祥県洋梓区花山水庫 集中埋納 31.3 B2式 西周後期前半 第Ⅲ期 『大系・湖北巻』
181 湖南省郴州市臨武県 個数埋納 46.5 B2式 西周後期前半 第Ⅲ期 『大系・湖南巻』
182 浙江省江山市須江鎮 集中埋納 36.5 B3式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『文物』1996.6
183 浙江省江山市須江鎮 集中埋納 30.5 B3式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『文物』1996.6
184 浙江省江山市須江鎮 集中埋納 26.5 B3式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『文物』1996.6
185 広東省博羅県陂頭郷 集中埋納 50.9 B3式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『考古与文物』1987.6
186 安徽省繁昌県湯家山 個数埋納 23.2 B3式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『皖南商周青銅器』
187 湖北省武穴市鴨児洲 集中埋納 38.1 B3式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『大系・湖北巻』
188 湖北省武穴市鴨児洲 集中埋納 35.6 B3式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『大系・湖北巻』
189 湖北省武穴市鴨児洲 集中埋納 35.2 B3式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『大系・湖北巻』
190 湖北省武穴市鴨児洲 集中埋納 34.7 B3式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『大系・湖北巻』
191 広西壮族自治区恭城県加会公社 墓？ 43 B3式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『考古』1973.1
192 湖北省通城県銀城区鉄柱山 集中埋納 46 B3式 西周後期後半～春秋前期 第Ⅲ期 『大系・湖北巻』
193 湖南省望城県高塘嶺鎮高砂脊 集団墓地 13.5 Aa式 西周前期 第Ⅱ期 『考古』2001.4
194 湖南省望城県高塘嶺鎮高砂脊 集団墓地 14.5 Ab1式 西周中期 第Ⅱ期 『考古』2001.4
195 湖南省望城県高塘嶺鎮高砂脊 集団墓地 13.8 Ab1式 西周中期 第Ⅱ期 『考古』2001.4
196 湖南省望城県高塘嶺鎮高砂脊 集団墓地 13.8 Ab1式 西周中期 第Ⅱ期 『考古』2001.4
197 湖南省株洲県白関鎮団山村 墓？ 15.5 Ab2式 西周後期 第Ⅲ期 『湖南考古輯刊』第7集
198 湖南省湘潭県青山橋公社高屯大隊 集中埋納 16.6 Ab2式 西周後期 第Ⅲ期 『湖南考古輯刊』第1集
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199 湖南省醴陵市北郷黄達嘴 ？ 19 Ab2式 西周後期 第Ⅲ期 『湖南博物館文集』1991
200 安徽省屯溪市西郊奕棋郷 屯溪土墩墓 Ab2式 西周後期 第Ⅲ期 『皖南商周青銅器』
201 湖南省長沙県金井公社干壙坳山 集団墓地？ 22.2 Ab2式 西周後期 第Ⅲ期 『湖南博物館文集』図版拾弐:3
202 湖南省長沙県福臨区 ？ 14.6 Ab2式 春秋前期 第Ⅲ期 『湖南博物館文集』1991
203 湖南省資興県旧市馬背形山 集団墓地 19.2 Ab3式 春秋前期 第Ⅲ期 『湖南考古輯刊』1982.1　図三:1
204 湖南省寧郷県垻塘 1号 Ab3式 春秋前期 第Ⅲ期 向2008より　図七一:3
205 湖南省長沙県路口区高橋郷 ？ 18.4 Ab3式 春秋前期 第Ⅲ期 『湖南博物館文集』1991
206 湖南省湘潭県青山橋公社高屯大隊 集中埋納 25.7 Ab3式 春秋前期 第Ⅲ期 『湖南考古輯刊』第1集
207 湖南省資興県旧市馬背形山 集団墓地 17.5 Ab3式 春秋前期 第Ⅲ期 『湖南考古輯刊』1982.1　図三:3
208 湖南省湘潭県青山橋公社高屯大隊 集中埋納 18.8 Ab3式 春秋前期 第Ⅲ期 『湖南考古輯刊』第1集
209 湖南省長沙県金井公社干壙坳山 集団墓地？ 17.3 Ab3式 春秋前期 第Ⅲ期 図版拾弐:1
210 湖南省望城県高塘嶺鎮高砂脊 集団墓地 15.5 Ac1式 西周中期 第Ⅱ期 『考古』2001.4
211 湖南省寧郷県黄材栗山收集 ？ Ac2式 西周後期 第Ⅲ期 向2008　図七二:1
212 寛折沿釜形鼎 ？ Ac2式 西周後期 第Ⅲ期 向2008　図七二:2
213 広東省楽昌市城郊河南郷大拱坪村対面山 集団墓地 21.6 Ac3式 春秋前期 第Ⅲ期 『考古』2000.6
214 江蘇省溧水境内白馬公社上洋大隊 土墩墓？ 40 B1式 西周後期～春秋前期 第Ⅲ期 『考古』1986.3
215 江蘇省丹陽県城東司徒公社磚瓦厂 ？ 33 B1式 西周後期～春秋前期 第Ⅲ期 『文物』1980.8　図一:2
216 安徽省肥西県金牛公社 土墩墓 31.8 B1式 西周後期～春秋前期 第Ⅲ期 『考古』1984.9
217 湖南省湘潭県古塘橋公社黄狗洞 特定個人墓 26 B2式 春秋中期 第Ⅳ期 『考古』1978.5　図版五:3
218 湖南省衡陽県赤石郷黄泥嶺 集団墓地 23 B2式 春秋中期 第Ⅳ期 『考古』1998.6　図九
219 江蘇省丹陽県城東司徒公社磚瓦厂 ？ 23 B2式 春秋中期 第Ⅳ期 『文物』1980.8　図十五
220 湖南省衡南県胡家港山 特定個人墓 20.5 B2式 春秋中期 第Ⅳ期 『考古』1978.5　図版肆:4
221 湖南省衡南県胡家港山 特定個人墓 16 B3式 春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古』1978.5
222 湖南省湘潭県古塘橋公社黄狗洞 特定個人墓 16 B3式 春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古』1978.5
223 湖南省湘潭県古塘橋公社黄狗洞 特定個人墓 13.5 B3式 春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古』1978.5　図五:1
224 湖南省衡南県胡家港山 特定個人墓 12.5 B3式 春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古』1978.5　図版肆:3
225 広西壮族自治区恭城県加会公社 墓？ 12.5 B3式 春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古』1973.1
226 安徽省屯溪市西郊奕棋自然村 屯溪土墩墓 C1式 西周後期 第Ⅲ期 『呉越地区青銅器研究論文集』1997
227 安徽省屯溪市西郊奕棋自然村 屯溪土墩墓 C1式 西周後期 第Ⅲ期 『呉越地区青銅器研究論文集』1997
228 燕尾紋変形獣面紋鼎 ？ C1式 西周後期 第Ⅲ期 『呉越地区青銅器研究論文集』1997
229 湖南省長沙県金井公社干壙坳山 集団墓地？ 13.8 C2式 春秋前期前半 第Ⅲ期 『湖南博物館文集』　図版拾弐:2
230 湖南省長沙県金井公社干壙坳山 集団墓地？ 13.6 C2式 春秋前期前半 第Ⅲ期 『湖南博物館文集』　図版拾弐:4
231 湖南省長沙県路口区高橋郷 ？ 12.8 C3式 春秋前期後半 第Ⅲ期 『湖南博物館文集』1991
232 湖南省寧郷県垻塘 ？ C3式 春秋前期後半 第Ⅲ期 向2008　図七〇:6
233 湖南省長沙県福臨区 ？ 10.6 C3式 春秋前期後半 第Ⅲ期 『湖南博物館文集』1991
234 湖南省長沙県福臨区 ？ 12.4 C3式 春秋前期後半 第Ⅲ期 『湖南博物館文集』1991
235 江蘇省丹徒県龍泉郷下聶村煙墩山 陪葬坑 9.4 Da1式古相 西周後期～春秋前期 第Ⅲ期 P46－甲
236 江蘇省丹徒県龍泉郷下聶村煙墩山 陪葬坑 10.8 Da1式古相 西周後期～春秋前期 第Ⅲ期 P46－乙
237 江蘇省丹徒県龍泉郷下聶村煙墩山 陪葬坑 Da1式古相 西周後期～春秋前期 第Ⅲ期 P46－丙
238 安徽省青陽県廟前鎮十字村龍岡磚窯厂 墓 13.2 Da1式新相 春秋中期 第Ⅳ期 図六:1
239 茶陵鼎 ？ Da1式新相 春秋中期 第Ⅳ期 向2008　図七一:1
240 湖南省湘潭県古塘橋公社黄狗洞 特定個人墓 21 Da1式新相 春秋中期 第Ⅳ期 『考古』1978.5　図版五:2
241 広東省封開杏花斑石猛虎頭山 墓？ 15.7 Da2式 春秋後期前半 第Ⅳ期
242 湖南省桃江県城関鎮桃谷山郷腰子侖村 集団墓地 16 Da2式 春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古学報』2003.4
243 湖南省桃江県城関鎮桃谷山郷腰子侖村 集団墓地 16.5 Da2式 春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古学報』2003.4
244 湖南省湘郷県城郊何家湾 特定個人墓 22 Da3式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『湖南考古輯刊』1986　図十
245 湖南省桃江県城関鎮桃谷山郷腰子侖村 集団墓地 20 Da3式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『考古学報』2003.4
246 湖南省桃江県城関鎮桃谷山郷腰子侖村 集団墓地 18.2 Da3式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『考古学報』2003.4
247 湖南省桃江県城関鎮桃谷山郷腰子侖村 集団墓地 19.5 Da3式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『考古学報』2003.4
248 湖南省桃江県城関鎮桃谷山郷腰子侖村 集団墓地 16.5 Db1式 春秋中期～春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古学報』2003.4
249 湖南省桃江県城関鎮桃谷山郷腰子侖村 集団墓地 14.8 Db1式 春秋中期～春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古学報』2003.4
250 湖南省桃江県城関鎮桃谷山郷腰子侖村 集団墓地 15 Db1式 春秋中期～春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古学報』2003.4
251 湖南省桃江県城関鎮桃谷山郷腰子侖村 集団墓地 18.3 Db1式 春秋中期～春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古学報』2003.4
252 湖南省桃江県城関鎮桃谷山郷腰子侖村 集団墓地 14.4 Db1式 春秋中期～春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古学報』2003.4
253 広西壮族自治区恭城県加会公社 墓？ 14 Db1式 春秋中期～春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古』1973.1
254 湖南省桃江県城関鎮桃谷山郷腰子侖村 集団墓地 12 Db1式 春秋中期～春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古学報』2003.4
255 湖南省桃江県城関鎮桃谷山郷腰子侖村 集団墓地 16 Db1式 春秋中期～春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古学報』2003.4
256 広西壮族自治区賀県沙田鎮龍中村 岩洞墓 17.8 Db1式 春秋中期～春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古』1993.4　図二:3
257 広西壮族自治区恭城県加会公社 墓？ 15.5 Db1式 春秋中期～春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古』1973.1
258 広東省徳慶県馬墟人民公社落雁山西坡 戦国墓 16 Db1式 春秋中期～春秋後期前半 第Ⅳ期 『文物』1973.9　図六、図一二
259 広東省四会県大旺農場鳥旦山 戦国墓 20.3 Db1式 春秋中期～春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古』1975.3
260 湖南省桃江県城関鎮桃谷山郷腰子侖村 集団墓地 22.5 Db2式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『考古学報』2003.4
261 湖南省長沙市樹木嶺赤岡冲 特定個人墓 14.2 Db2式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『考古』1984.9　図二:左
262 湖南省郴州市内東区、南区 集団墓地 14 Db2式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『文物』1990.10
263 湖南省衡陽市江東区涂家山 集団墓地 15.4 Db2式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『考古』1997.12　図八:11
264 湖南省桃江県城関鎮桃谷山郷腰子侖村 集団墓地 16.8 Db2式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『考古学報』2003.4
265 湖南省桃江県城関鎮桃谷山郷腰子侖村 集団墓地 25.2 Db2式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『考古学報』2003.4
266 江蘇省六合県程橋鎮 墓 31.6 Dc式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『考古』1965.3　図四:5
267 江蘇省六合県和仁 東周墓 23 Dc式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『考古』1977.9　図七:2
268 江蘇省蘇州城東北新蘇絲織厂 ？ 29.5 Dc式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『文物』1980年.8　図一:1
269 広東省羅定県羅平区沙頭郷横垌村背夫山 戦国墓 32 Dc式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『考古』1986.3
270 広東省四会県大旺農場鳥旦山 戦国墓 28.2 Dc式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『考古』1975.3
271 湖南省衡南県胡家港山 特定個人墓 25 E1式 春秋中期～春秋後期前半 第Ⅳ期 『考古』1978.5　図版肆:1
272 江西省太陽墟郷田南村 春秋墓 17.5 E1式 春秋中期～春秋後期前半 第Ⅳ期 『江西歴史文物』1986.2　図－4
273 広西壮族自治区賀県沙田鎮龍中村 岩洞墓 28.5 E2式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『考古』1993.4　図二:2
274 広東省四会県大旺農場鳥旦山 戦国墓 ? E2式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『考古』1975.3
275 広西壮族自治区賓陽県甘棠公社韋坡村 戦国墓 23 E2式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『考古』1983.2
276 広東省羅定県羅平区沙頭郷横垌村背夫山 戦国墓 12.2 E2式 春秋後期後半～戦国前期 第Ⅴ期 『考古』1986.3　図七:24
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